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◆章前：‥語かたり部べの言葉



◆2010-??-??T??:??:??　"???"





　そんなわけで！　いよいよクライマックスになって参りましたね！

　え？　百個物語が集まってないだろうって？

　ああ、そっちの物語ではなく、恋愛の方ですよ、れ・ん・あ・い！

　乙女的には、やはり恋バナに花を咲かせるというのがいっちばん楽しい時間だったりしますからね！　暇ひま潰つぶしにはもってこいですし、何より自分に関係ありませんし！

　しっかし、恋愛となった途端にちょっぴり引いておられますね？

　ははーん、さては「どうせ上う手まく行くんだろ、リア充爆発しろ、ハハン」とか思っちゃったりなんだりしてますね？　まあ、実際問題、ネタバレが大大大好きな私としても、とっとと話しちゃいたいのですが、今回はその恋愛の行方ゆくえが大変なことにー！　みたいな回だったりしますからね。



　あ、それと。今回は水着回です。



　おっ、いきなりやる気満々になりやがりましたね、解り易やすい！

　まあ、前回もちょこっと水着があったりしましたが、いかんせん中学生たちの水着姿な上にみんなスク水でしたからね。高校生くらいの、しかもそれこそボインボインな方たちの水着というものを見たくて見たくてもう仕方ないのではないかと！

　ちなみに、爆乳、巨乳、普通、ペタ、と様々な属性があることはとっくの昔にご存知かとは思いますが、貴方あなたはどれくらいのサイズがお好みだったりしますか？

　私の知る一般的な統計によりますと、男はでかい乳、つまり爆乳から巨乳にかけては見て良し、触れて良し、揺れて良し！　と三拍子を楽しむと聞きました。反して、ペタっ娘この場合は、その大きさを気にしていたり、ムスッとしたり、照れたりするっていう精神的な部分を楽しんだりされるそうですね。前者はストレートに性欲っぽいですが、後者は征服欲とか支配欲とかそういったものを満たしたがるんですかね？

　で、昨今の男は「俺おれはどんな胸でも好きだ」とかぬかしやがりまして、そんな所でまで主体性を失ってどうするのかと。お前のパソコンのフォルダ漁あさって本当はでかいのが好きなんだろコラッ！　とか探りたくなりますよね。ははは。ああ、いえ。私は普通から大きいの部類に入る、いわゆる『いやらし乳』なので気にしていません。



　とまあ、今回はモンジの告白の行方ゆくえはどうなんだ、とか。その告白の意図はなんだったんだ、とか。それに伴って最も胡う散さん臭くさかった先輩がどんな態度になったのか、とか。後はラスボスとか相変わらずザクザクやられたりとかですかね。



　ああ、もう、さっさとネタバレしてしまいたい！

　それでは、色々な謎なぞがどんどん明かされたり、物語的にもガンガン大変なことになっている、そんな――。



　百物語のエピソード５を語るとしましょうか。



    

  
    
      

◆第十五話：‥“〝管理人”〟のロア・その一



◆2010-06-21T018:30:00　"Yasaka High School Student council Meeting room"

◇View Side:Site Manager◇





　ど、どういうことなんだろう!!



　わたしは大混乱のまま、生徒会室できょろきょろと辺りを見回していた。

　モンジくんは明らかにさっき『俺おれの物語になってくれませんか？』ってわたしに言った。

　その瞬間は思いっきり動揺して大変なことになっちゃったけど、なんとか上う手まく誤ご魔ま化かせた……と思う。モンジくんも真まっ赤かな顔で帰って行ったし。

　でも。

　あれって、本当にどういうことなんだろう!?

　もしかして、わたしが……その、普通の人間ではないことに、とっくに気付かれていたってことなの？　もしかして、実はモンジくんはとっくにわたしがそういう立場だって知ってたってこと？



　でも、一体いつから？　どうして？　誰だれから？



　今まで一度もそんな素そ振ぶりを見せなかったのに。

　あの子は解りやすい性格をしているから、すぐ表情に出たりするのに。

　それなのに今まで隠していたということ？　それとも、今日気付いたから早速言ったってこと？　だとしても、それはもう唐突過ぎる。

　従姉妹いとこである『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』との戦いで何か気付いた？

　それとも、わたしの家に来た時に何か勘付いた？

　確かに、高校生で一人暮らしなんてちょっぴりおかしいのは解る。でもわたしの場合、本当に両親がいるので、キリカちゃんみたいに人間に上手く寄生している訳ではないから、そこからは足が付かないはずだ。

　そもそも、わたしのことを知っているとしたら……。

『何』として知っているのだろう？

　確かにわたしの正体を知っている人、勘付いているに違いない子もいるけれど、彼女たちが教えたともあんまり思えないし。そもそも教えるメリットがないはずだし。



「う、ううーん……」



　解らない。さっぱり解らない。

　ごくごく普通の、交際の申し込みだったら上う手まくいなすつもりだった。

　恋愛とかそういうの、実はよく解らないわたしは、そういうのをするのに抵抗があって……正直な話、ちょっぴり怖かったりもするからだ。

　だからただ『好きです』って言われただけだったら、わたしは正直に『恋愛ってちょっぴりまだ怖いの。もう少し仲良くなって欲しいな☆』とか言う予定だった。そういう対象になった時の対応は、ほぼ完全に出来る予定だった。

　でも、実際に言われた言葉は。

　ロアに向ける言葉――彼がずっと、色んな女の子たちに言い続けた言葉。



『俺おれの……物語になってくれませんか？』



「どういうことなのおっ」

　わたしは机に突つっ伏ぷすと、ごろごろと左右に半回転ずつする。

　どうしたものだろう。胸が何な故ぜかドキドキしているし。なんだか顔も熱い。

　モンジくんに「俺の物語になれ」って言われた子たちはみんなこんな感じになっていたのだろうか。だとしたら、まあ、仕方ないのかも、と思う。なんていうかずるいもん。こう、全部背負いたいんだー！　みたいな気持ちを感じるというか、なんというか。



　そこまで考えて、わたしは更に怖いことに気付いてしまった。



　そう、モンジくんはおっかないくらい、誰だれかの重荷をあっさりと引き受ける。今までの子たちだってそうだ。



『俺の物語になれ』



『月つき隠がくれのメリーズドール』には、その苦しい生き方、辛つらい戦いを全すべて受け止めるつもりでこの言葉を発した。『ロア喰ぐいの魔女』に対しては、これから人として一緒に生きよう、とその存在を全て嘘うそじゃないものにする為ためにこの言葉を告げた。

『神かみ隠かくし』の二人にしても、罪を犯した少女を助けるということが、自分の罪になることも厭いとわず。共に背負うつもり満々でこの言葉を告げていた。

　そして、自分の従姉妹いとこ……妹のように可愛かわいがっている少女の苦しみも哀かなしみも想いも全すべて受け止めて、受け切って、その言葉を告げた。

　当たり前に過ごしている、当たり前の少年だと思っていた。

　ちょっとヤンチャで、ちょっぴりエッチで、自分の気持ちにストレートで、きっと自分はモテないと思いながら色んな女の子を泣かせているような鈍感な子なんだと思っていた。

　その程度でしかない、とわたしは思っていた。

「うかつ、だったぁー」

　ペターっ、と両手を前に投げ出して、机の上に倒れこむ。

　もっと早く気付くべきだったのだ。

　彼が物語を描くごとに『主人公』らしくなっていくことに。

　いや、悪い意味での『英雄』に近付いていくことに。

「順応性の高い子だとは思っていたけれど。まさかこんなに早いとはにゃー」

　一ヶ月だ。

　まだ彼が、Ｄフォンを手にして一ヶ月くらいしか経っていないのだ。

　それなのに、最強クラスのロアたちをあっと言う間に五人も手に入れて。

　しかも、五人目が手にしていたロアも取り込んでいる。

　そして更に『蒼の邪眼ブルーアイズ』まで友達にしているし。

　既に彼は単身でありながら『勢力』だった。

「勢力、かあ……」

　わたしもその勢力に入れたいのかな。それとも、うっかりノリで言っちゃったのかな。

　そして、わたしも彼のことをこんなにも気にしちゃっている段階で、もしかしたら色々とピンチなのかもしれない。少なくとも、もうすぐ始まるテストよりも気にしちゃっているのは確かだったし。

「うーん、返事はなんとか保留に出来たからいいのかなあ……」

　別にお付き合いしてくれ、って言われたわけではないからいいのかな？

　なんていうのは、ちょっと言い訳っぽいかもしれないけれど。

「うん。なるべく気にしないようにして、今はテストをがんばろーう」

　わたしはそんな独り言を呟つぶやきながら、ようやく生徒会室を出る。



　その返事をする時が、まさかあんなタイミングになるなんて。



　この時のわたしに解るはずがなかった。





◆2010-07-10T010:00:00　"Siragasaki Seaside Beach"

◇View Side:Hundred-ONE◇





　青い空、白い砂浜、輝くように鮮やかな色をした海。

　俺おれたちはなんと、テスト休みに先輩の紹介で南の島『白しらヶが咲さき島じま』に遊びに来ていた。

「うおおおお、すげええええ!!」

　ホテルの裏手がすぐに海という絶好の場所である上に、ここが貸し切り状態だというのだからもう凄すごいことこの上ない。なんでも、先輩のパパさんの知り合いが経営しているホテルで、この時期は先輩たち家族に貸し切りにさせてあげているらしい。最近は先輩の両親二人とも海外なのでその権利を使うことはなかったが、今回特別に招待してくれたというわけだ。全く、すげえな金持ちって。

「うふふっ、楽しんでねんっ」

「はい!!」

　そして麦わら帽子をかぶってニッコリと笑う先輩の笑顔とくれば、俺はもうここで何があったとしても、何と戦うことになったとしても、なんでもこい！　という気分だ。

「兄さん、デレデレし過ぎです」

「おっと、すまん」

　白い日傘を差して横に立っている理り亜あが小さく唇を尖とがらせる。だがそんな理亜にしても、目の前に広がる光景に満足しているような視線を浮かべていた。

　そう、同行者たちは――。

「あー、解放的でいいわねえ。鳴な央おも海は懐なつかしいでしょ？」

「そう、ですね……うん。久しぶりなので、とても嬉うれしいです、音ね央おちゃん」

　仲良く笑い合っている六むつ実み姉妹と。

「ひょー、あっちに崖がけがあるわよ！　アリサ！　崖！　サスペンスごっこ出来るわよ！」

「犯人役は任せたぜ、スナオ。突き落とす役は私がやるからな」

　理亜のお供である中学生コンビと。

「どうやらメガシャークと決着をつける時が来たようですよ、キリカさん」

「瑞みず江えちゃんなら案外勝てそうだよね」

　我がクラスメイトたち。

　そして。

「氷ひ澄ずみ、水上オートバイを追い越してよいかの」

「何ババアになるつもりなんだお前は」

　ついでに、というわけでもないが氷ひ澄ずみとラインも付いてきていた。男の数が圧倒的に少ないので、先輩に連れてきていいかと尋たずねたら、快くＯＫしてくれたのだ。ちなみに氷澄自身は嫌がったのだが、ラインがノリノリで来てくれたのである。あそこのチームは完全に尻しりに敷かれているよな。

　こんなに美少女だらけだというのに、誘ってやったアランは今日に限って急な腹痛の為ため、自宅療養中である。あいつの運の悪さも筋金入りだった。

　しかし……。

「ふふっ、賑にぎやかで楽しいねぇ♪」

　にゃぱー、っと笑っている先輩は本日もとても愛らしいのだが。

　そろそろ、返事を待っている俺おれとしてはドキドキがハラハラで大変だった。

　すぐにフラれない、ということはまだ可能性があるんだろうか？

「ん？」

「いや、先輩の家って凄すごいんだなー、っと」

「あはっ、そんなことないよん。こんなに可愛かわいいお友達がいっぱいいるモンジくんの方が、わたしより何倍も凄いって」

　先輩もその友達の一人ですと言いたいところだが、恋する人に『友達の一人です』とか自らフラれる言葉を言うのもどうかと思ったので言い留まりつつ。

「荷物を置いて来て、着替えて、早速遊ぼ、モンジくん！」

「はいな!!」

　とりあえず告白のあれそれは置いておいて。

　今はこの最高のシチュエーションを楽しむことにした。



　そして、約三十分後――。



　そこには天国が広がっていた。

「い、生きてて良かった……ほんとに良かった……！」

　本気で泣きたくなる俺。

　だって、この状況は本気で神シチュエーションだろう！

「あはは！　モンジくん、泣いてるよ！」

　まず、この中でもとにかく一番おそろしい破壊兵器を持っている先輩。その大きくて張りのある素敵な胸と、悩ましいくらいに柔らかそうな体がもう完っ全に兵器である!!

「ちょ、ちょっと。あんまりジロジロ見ないでよね。あと、鳴な央おを見るのも禁止っ」

「え、えっと……ほどほどに、でお願いします……」

　そして、その先輩に引けを取らないのが六むつ実み姉妹であった。

　音ね央おはモデルもやっているだけあって、整い過ぎているプロポーションを堂々と披露している。とはいえ、恥ずかしそうに頬ほおを染めている辺りがポイント高い。さらにその横でもじもじと胸やら太ももやらを隠そうと頑張っている鳴な央おちゃんも、双子（というか本来は同じ存在なので当然だが）の音央と同格の素晴らしさを誇っている。

「んもう、モンジ君ってば、エッチだなー！　あはは！」

　そしてキリカは何度も夢に出てきたほどのビックリスタイルで俺おれを悩み殺すつもり満々だった。悩殺。凄すごい言葉だが、確かに殺されるほどの威力である。

「………………」

　殺す、と言えば凄い殺気で俺を睨にらんでいるのは理り亜あだった。

　同年代のぺったんこ二人組に比べればちゃんと発展途上、これからどんどんいやらしくなりそうな、しかし今は楚そ々そとした可か憐れんさが逆にそそる、そんな水着姿だ。いつの間にか、結構育っていたんだなあ、と兄冥みよう利りに尽きたりする。

「ありがとうございました!!」

　俺は砂浜に土下座してお礼をした。

　その瞬間。



　グサッ!!



「ぎゃああああ!?」

　俺のケツに何か刺さった!?

　慌あわてて振り向いてみると、少し離れたパラソルの下で、ビーチチェアに寝そべり『既に最高のバケーション満喫中ですが、何か？』と言わんばかりに寛くつろいでいる一いち之の江えがいる。サングラス、片手に持ったトロピカルな飲み物、暇ひま潰つぶしの雑誌等、こういう高級リゾートを楽しむことに慣れ切ったような態度には貫禄すらあった。

　まあ、あいつは実際金持ちの娘さんだからな。こういう場所も慣れているに違いない。

　っていうか、あの距離から俺のケツに何をしたんだ？

「何をするんだ一之江、ってか何をしたんだ!?」

「そのまま尻しりに刺さる感覚が嬉うれしくなれば、皆さんにおいた出来なくていいかな、と」

「なんか恐ろしいこと言いやがった!?」

　あんまり深く考えたくないような言葉を発する一之江であった。

　しかし、その体は真っ白で綺き麗れいだな。病的に見えないのはちょっと良い感じに引き締まりつつも柔らかそうな体の線の賜たま物ものか。なんて言うか『完かん璧ぺきに美お味いしそうに鍛えてあります』みたいな芸術的な雰囲気すら感じる。

「アリサー！　でかい魚がいたわー！　ヒャッハー！　逃げろ逃げろー！」

「ウニを拾ったぜ！　後であっちにいるスケベ男のケツにでも突っ込んでやろうぜ！」

　既に海の中で大はしゃぎな中学生ズだが、アリサはなんか物騒なことをぬかしている。

　ちなみにやや沖では、氷ひ澄ずみが運転する水上オートバイに引っ張られて、ラインが水上スキーを楽しんでいるのが見えた。あいつらもやっぱりなんだかんだで仲良しだ。

「さあ、音ね央お。ここで定番のビーチバレーでもやってくれ」

　どうぞ、と両手を差し出す俺おれ。

「あんたの前では死んでもやりたくないんだけど」

「音央ちゃん鳴な央おちゃん、ビーチバレーやろうよ！　キリちゃんはわたしのチームね！」

　まさかの先輩からの援護射撃だった。

　ああ、先輩。マイ女神……。

「ちょっ、会長……うー」

　口をへの字にしながら、俺を赤い顔で見る音央。

　もじもじしながら、やっぱり真まっ赤かな顔で見る鳴央ちゃん。

「よぅーし、モンジ君！　審判やってねっ！」

　キリカは早速ビーチボールを用意してノリノリだった。

　うん、お前の援護は本当にいつも助かるよ。結婚したくなる。

　っていうか、この四人でビーチバレーとか、あれだな。

　録画が必要だな。



　グサッ!!



「ひぎぃぃぃ!?」

　ケツにまた何か刺さった!?

　慌あわてて振り向いてみると、一いち之の江えはトロピカルな飲み物を飲みながら読書していた。まるで『私は何もしていませんが何か？』と言わんばかりである。くそう、振り向いている時はこいつの体を目に焼き付けるくらい見てやる。

「負けたらモンジくんにサンオイル塗って貰もらう、でいいよねん☆」

「俺に幸福しかないルールだと!?」

　先輩、マイ女神過ぎる……ゴッデス……！

「い、い、いけません、会長そんなの!?　こんなヤツにオイルなんて塗られたら、子ども出来ちゃいますよ!?」

「出来ねえよ!?」

　音央が凄すごい顔で抗議していた。鳴央ちゃんは口に手を当てて、俺を見て、ボールを見て、砂浜を見て、俺おれを見て、きょろきょろ忙せわしない。

「モンジくんの子どもなら可愛かわいいだろうねー」

　先輩がなんというか俺をドキドキバクバクさせて大変なことを仰おつしやる。

「きっと食べちゃいたくなるくらい可愛いですよねー」

　キリカが同意すると別の意味に聞こえるんだが。

「あたしが勝ったらモンジには砂に埋まって貰もらうわ」

　ギロッ、と凄すごい顔で睨にらんでくる音ね央お。

「音央さん、兄さんを埋めたらスイカ割りをしましょう」

　そしてスイカを持ってやってくる我が愛いとしの妹。

「つかぬことを聞きますが、理り亜あさんや。もしかして、俺が埋まったすぐ近くでスイカ割りをしたりするおつもりではあるまいな？」

「つーん」

　ぷいっ、と顔を背ける理亜の仕草が可愛すぎて死ぬかと思った。

　ああ、うん。

「理亜のあまりの可愛らしさに、兄さんはもうスイカの代わりに頭がかち割られたとしても、いい人生だったと思いそうだよ」

「って、なんでもう満足してるんですかっ!?」

　理亜のツッコミに朗ほがらかな気持ちになりつつ。

　愉快で痛快な海物語が始まったのだった。
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「モンジ」

「モンジさん」

「うん？」

　ぽよんぽよん大変で、なんかもう一生分のぽよんぽよんを味わった気分の俺が、その後予定通りかのように砂に埋められて放置されている頃ころ。俺があまりの悩殺ぽよんぽよんのせいで鼻血を我慢する度たびに、ケツに何かを突き刺してきていた一いち之の江えと、その悩殺者たちの中でも『恥じらい悩殺』を担当していた鳴な央おちゃんがやって来た。

「これをどうぞ」

　一之江はしゃがみこんで、俺の頭に何か乗せる。

「って、いて、いてててっ、なんだこれ!?」

「さて、何でしょうね。ヒント・やばい」

「やばい!?」

　なんか俺おれの頭の上でもぞもぞ動いてる！　何か刺さる！　チクチク痛い！

　が。

　しゃがみこんでいる一いち之の江えの水着姿というか、もろに俺の前にある水着に包まれた股こ間かん部分というかがすんごい気になるので、こんなチクチクごときで今のスケベモード全開な俺を止めることなど出来なかった。

「ふふっ、さっきそこを歩いていたカニを一之江さんが捕まえたんです」

「カニすら引き寄せてしまう私の美び貌ぼうですから」

「まあ一之江が可愛かわいいのは確かだが、カニに好かれるってのもどうなんだ」

「それもそうですね」

　一之江は俺の頭から小さなカニを取ると、そのまま砂浜に逃してやっていた。

　こういう小動物と戯たわむれるという可愛い所もあるんだな、なんて思っていたら。

「よいしょ」

　その手には、いつの間にか鋭えい利りな刃物が握られていた。

「って、い、一之江さん!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「いやいやいやいや！」

「どうかしましたか」

　細い腕、白い手に持った武骨なナイフ。刃の部分が婉えん曲きよく的に広がっており、大変殺傷力が高そうな武器だった。はっきり言って、人を殺す為ためにあるとしか思えない形状のものだ。それを、こんな爽さわやかな砂浜で当たり前のように手に持って、俺おれに突き付けている様子は、奇妙に幻想的ですらある。

「股こ間かん見物料はその首です」

「すみませんでした」

「まあ、チラ見くらいは仕方なく許してあげますので、凝ぎよう視ししないで下さいね」

「御ぎよ意い」

　流石さすがの一いち之の江えもちょっと恥ずかしいのか。

　まあ、うん。綺き麗れいな太ももだが、そんなに見ないようにするかな。

「ふふっ、一之江さんとモンジさんって、本当にいいコンビですよね」

　クスクスと鳴な央おちゃんが笑っている。そんな慎ましい態度を見ているだけで俺は和むわけだが『ザ・殺伐娘』の代名詞である一之江と『ザ・癒し系』の鳴央ちゃん二人がやって来るっていうのは珍しい取り合わせだな。

「で、どうしたんだい鳴央ちゃん？」

　しかし、この下のアングルから鳴央ちゃんのすんごいナイスバディを見上げるっていうのは、なんというかやり過ぎな気がするレベルだった。一之江の無防備っぽく見える股間なども捨て難いが、やはり水着姿というのは『迫力！』を突き付けて来るものだ。

「音ね央おちゃんたちは休憩しに、一度ホテルに戻りました、って連絡をしに来ました」

「俺を埋めて放置して去ってく辺り、流石だよな」

　理り亜あも理亜で『つーん』とした態度でいなくなってしまった。砂浜には、頭だけ出して埋められている俺と、その隣に置いてあるスイカしか残されていない。

　まあ、鳴央ちゃんは見捨てないでくれたってだけで嬉うれしい。

「それにしても、私の水着が目当ての海旅行とは、流石にいやらしいですね」

　一之江が相変わらずの不ふ遜そんな物言いをしてきた。

「お前の水着も楽しみだったのは確かだけど、前にも見たことあるよな？　俺」

「綺麗なものは何度でも見たいものでしょう」

「それは確かに」

　一之江の体が綺麗なのは確かなので、そこんとこは同意だった。惜しむらくは、水着姿になったとしてもその胸の大きさが……。



　ちくり。



「すみませんでした。大変素晴らしいと思っています。わたくしめは、胸の大きさに貴き賎せんなし、全すべての胸に幸あれと叫ぶ、そういう存在でありたい」

「よろしい」

　首筋に痛みを感じた瞬間には俺おれの口から言葉はこぼれていた。一いち之の江えは返答に満足してくれたのか、構えていたナイフをようやくスッとどこかに仕し舞まう。

　いや待て。その水着姿のどこに隠せるって言うんだ、そんなゴツイナイフ。

　まるで手品を見ているようだったが、一之江なら別に当たり前にやってもおかしくないと思えたので俺は考えるのを止やめた……。

「しかし、私は人がごみごみしているビーチとか嫌悪しますので、このほぼプライベートビーチ状態には満足しています」

「あ。私も、他ほかに誰だれかがいたら水着なんてなれなかったなー、と思います」

「二人とも満足してるなら俺も嬉うれしいな。特に一之江は、前々から休んだり、遊んだりして欲しかったってのもあるし」

「そういう気を使われていたのも知っていますので、容よう赦しやなく遊び倒すつもりです。ここにいる鳴な央おさんとも親しん睦ぼくを深めたりイチャイチャしたりぽいんぽいんしたりします」

「ぽいんぽいん!?」

　鳴央ちゃんとイチャイチャしたりぽいんぽいんだと!?

　それは大変羨うらやましいことだが……。

「後で感想を頼む」

「いいでしょう」

「え、そ、その、あの、こ、困ります……っ！」

　ぎゅー、と目をバッテンにして困っている鳴央ちゃんはやたら愛らしい。うん、一之江よ。色々と仲良くしてあげてくれ。特にぽいんぽいん。

「ま、最近は都市伝説的な事件もなかったし、丁度良かったよな」

「こういう南国リゾートには基本、都市伝説事件がつきものですけどね。例えばあの崖がけとか、いかにも色々ありそうです」

　一之江が見る方にある崖。

　サスペンスドラマとかで最後に追い詰められたりしそうな、そんな崖だ。

「手がいっぱい出てきたりしそうでしょう」

「ああ、ありますね、そういう噂うわさ」

「うん？　手がいっぱい？」

　鳴央ちゃんが一之江に同意するが、俺の知識の中には特に存在しなかった。

「あの崖をカメラか何かで写したら、海からぶわーっと大量の手が手招きしている、という感じのホラー系な噂うわさですよ」

「うわ、なんだそれ。スナオちゃん系の能力を持つロアか何かか？」

　ぶわーっと白い手が現れたのを思い出してちょっとげっそりする。

「あのような、自殺者が多そうな崖がけにはそういう噂が立ち易やすいみたいなんです。不謹慎なカメラマンが崖の上に自殺しそうな人がいたから、これはスクープになると思って写真を撮ってみたところ、その人に向かってたくさんの手が崖の下、海の中から何本も何本も現れて手招きしていた――っていう感じの」

「うへえー」

　自殺者が次の犠牲者を求めて招いている、みたいな話だ。

　聞いているだけで背筋が寒くなってしまう。

「ちなみにロアになると、その場所限定で現れるロアになります。崖の下の海から手招きするロアなのに、山の中にいたりしたらおかしいでしょう？」

「場所限定になる分、その力は強いとも言われていますね」

「鳴な央おさんも実はその『場所限定』に近いものではありましたね」

　鳴央ちゃんがいた場所は『富ふ士じ蔵くら村むら』の『和室』だった。

「はい。なので私の場合、あの『和室』や『妖精庭園フエアリーガーデン』に招いてしまえば、とても強い力を使うことが出来るんです」

「へえええ」

　ハーフロア歴の長い二人の知識はなんだかとてもためになる。

「場所限定っぽいロアもあるんだなぁ」

「この島の崖には、そういう噂はないみたいでしたね」

　一いち之の江えはちゃんと事前に調べて来ていたのか。その辺りも流石さすがである。

「ちなみに、トンネルに現れる幽霊、なども場所限定ロアですね。私はご当地ロアと呼んでいます」

「なんか一気に庶民派のロアに思えるな、それ」

「ふふっ」

　ご当地キャラ、みたいなロアを想像して微笑ほほえましくなった。

「そういうロアの話はさておくとしまして」

「ああ、うん。なんだ？」

「まさか私が、いやらしい目的で旅行に誘われるとは思いませんでした」

「いやらしい系のラッキースケベが発生したら嬉うれしいのは確かだな」

　最近の俺おれは堂々としてきた気がする。いやさ、今の俺はもう怖いもんなしだ。



　――およそ、人生において数少ないであろう、愛の告白をした。



　未いまだに思い出すだけで心臓はドキドキしているし、何かしていないと余計なことまで考えてしまいそうだったりする。先輩の方はまるで気にした様子はないが、俺おれはいても立ってもいられない日々を過ごした為ため、逆にテスト勉強に身が入ったりしていた。

　貴方あなたにも出来る、告白勉強法、みたいな。

「随分開き直りましたね。詩し穂ほ先輩にフラれたせいで脳がやられましたか」

「フラれてねえよ!?」

「あ……そ、そうなんですね？」

　鳴な央おちゃんがモジモジと口元に手を当てて確認してきた。

　あー、そうか。結果報告とかしてないもんな、保留だったし。

「随分と当たり前のように過ごしていますね。もしかして、そんなまさか、とは思いますが何なに気げにＯＫを貰もらったりしたのですか？」

　なんだ？　一いち之の江えは俺の告白結果に興味があったのか。鳴央ちゃんもかなり気にしているように俺を見ているし。そもそもなんで二人とも俺が先輩に告白したことを知ってるんだ？　と思ったが、今さら一之江やみんなが知っていることにいちいち驚くことなんてないな、なんて開き直ってきた昨今である。

「ＯＫは貰えなかったんだ」

　あの告白の後、先輩は本当にビックリした顔をしていた。

　俺が先輩のことを好き……なんて、とっくにバレていると思ったのに。



『わっ。びっくりっこしちゃった、えへへ。わたしもモンジくん好きだよん♪』



　この返事までは超絶喜んだんだが。



『でも、お付き合いーとかはまだかな？　お返事は待ってくれたら嬉うれしいかもかも。それよりモンジくん、テスト明けに遊びに行かないかにゃ？』



　という流れで今に至る。

「ふむ、保留されたのですね。まあ、一瞬で撃沈しない分だけ……あの先輩が悩むくらいに、貴方に脈があったことに驚きました」

「ですね……あ、いえ。モンジさんに魅力がないわけではなくて、あの七しち里り先輩が返事を待たせるっていうのに驚きました」

「正直な話、俺もだ」

　先輩がまさか返事を先延ばしするなんて思ってもみなかった。

　だから、ずっと居ても立ってもいられないというのはあるのだが……。

　好き、という気持ちは伝えることが出来た。

　その達成感みたいなものもあるから、今の俺おれは割とすっきりしている。

「で、どんな口く説どき文句だったんです？」

　やっぱり一いち之の江えは興味があるのか。

　保留されている身としては、失敗談として語るわけにもいかず、だからと言って成功だと語るわけにもいかないので、なんとも言えない微妙な話題なのだ。

「あー、いや。普通に好きです、って言ってだな……」

「ベタですね。それから？」

　こいつも、女の子だからこういう恋の話とか好きなんだろうか。

　それとも、俺をからかうネタを探しているだけなのだろうか。

　鳴な央おちゃんも赤い顔のまま、興味津々に俺の話に聞き入っている。

「その後に何かキモい言葉をつけてしまったのですよね。おっぱい見せて下さい、デュフフ、とか。いけませんよ」

「言わねえよ!?　絶対成功しないだろそれ!?　ってかデュフフとか笑わねえよ!?」

「いきなり三連ツッコミとは。貴方あなたもこの約二ヶ月でツッコミが上手になりましたね」

「とても鍛えてくれる相方が出来たもので」

「感謝しても良いのですよ？」

　あくまで上から視線の一之江だったが。

　その雰囲気がいつもと違ってなんかぎこちないのは気のせいだろうか？

「んー。なんかあったのか？」

「何がですか？」

「いや、埋まってる俺なんか普通は放置するのがお前っぽいだろ」

　むしろもっと酷ひどい目に遭あわせて来るのが一之江のはずだ。それなのに、今は単なる恋バナを聞きに来ているだけだなんて。ちょっといつものこいつらしくない。

「気まぐれと言いたいところですが、まあ……正直に話すとですね」

「うむ？」

「貴方が気になっていましたので。こっぴどくフラれたのなら、その首でも落として迷いから解放して差し上げようかと」

「フラれなくて良かった……！」

　全力で詩し穂ほ先輩に感謝しつつ。

　こいつは今『気になっていた』って言ったな。つまり一之江は、俺の告白の行方ゆくえを気にしてくれていたのか？

「その告白結果は私や音ね央おちゃんも気にしていましたからね。音央ちゃんなんて『会長に会ったらどんな顔すればいいか悩むわー』って」

　なんであいつがそんなことに悩むのかはよく解らんが。

　まあ、少なくとも俺おれの仲間たちをやきもきさせていたのは確かなようだ。

「そっか、すまん。気にさせまくっていたのは謝るよ」

「あ……いえ」

「で、なんて言ったんですか？」

　やっぱり食いつきが激しい一いち之の江えだった。これはもしかしたら、俺をからかうネタを探しているのかもしれない。だが、今の俺は開き直っている。どんなにからかわれようが、もうドンと来いだ！

「俺の中で、大事な人に告げるって言葉があってだな」

「……はい」

　鳴な央おちゃんが神妙そうに頷うなずく。

「俺の物語になってくれませんか、って」

　その瞬間、一之江は目を大きく見開いて驚いた。

「……七しち里り詩し穂ほに、それを告げたのですか？」

「あ、ああ、うん」

　一之江の驚いた顔って割とレアだったりするので、こっちも驚いたりしつつ。

　一之江は先輩たちが休んでいるであろうホテルを見る。今いま頃ごろあのホテルでは鳴央ちゃん以外の、汗まみれになったぽよんぽよん少女たちが休憩をしているのだ。

　彼女たちがまだ戻って来ないのを確認すると、一之江は俺の首を掴つかみ、って……。

「いででででで!?」

　そのままズボッ!!　と無理矢理砂の中から抜き取られる！

「って、強引過ぎるだろ!?」

「そんなことより、ちょっと面つらを貸しなさい」

　一之江がくいくい、と崖がけの方を親指で指差す。

「お、おう、別にいいが……」

　俺はビックリした顔で困っている鳴央ちゃんを見る。

「すみませんが、ちょっくらモンジと話があります。何事もなければ夜にでも話し合った内容でミーティングでも開きましょう」

「あ、は、はいっ、解りましたっ」

　鳴央ちゃんに指示をしてから、一之江はスタスタと歩き出す。

　水着少女に誘われたにしては、色気が一切なさそうな内容だろうなあ。

「じゃ、ちょっと行って来る。鳴央ちゃんもホテルでみんなと休んで来るといいよ」

「あ、は、はい。そうしますね」

　鳴な央おちゃんはこくん、と頷うなずく。

「あ、それとな、鳴央ちゃん」

「はい？」

　俺おれを見て首を傾かしげる仕草に、少し笑ってしまいながら。

「水着、超素敵だぜ。感動した」

「え……!?　あ……！」

　自分の姿に今改めて気付いたのか、自分を抱き締めるみたいにぎゅっとして。

「……頑張って選んだかいがありました」

　とはにかみながら答えてくれる。

　うむ、素晴らしい……！　この清せい楚そな女の子が水着姿に恥じらいつつも嬉うれしそうにする、というのはなんとも言えない幸福感をくれる。

「そこで口く説どいてないで、さっさと行きますよ、ハゲ」

「ハゲてねえよ!?」

　一いち之の江えの冷ややかな声に急せき立てられて、俺はその背を追いかける。

　一度振り向いてみると、鳴央ちゃんは頬ほおに手を当てて……。

　あんまり今まで見たことのないふにゃふにゃな顔で嬉しそうに笑っていた。





◆2010-07-10T013:00:00　"Siragasaki Hotel Splendid Bath"

◇View Side:Site Manager◇





「うーん……ぶくぶくぶく……」



　わたしはホテルにある大浴場に浸かって、そのままぶくぶくと顔を半分沈ませていた。

　綺き麗れいな海や空を一望出来る素敵なスペース。ここでなら色々と考えられそうだ。

　ビーチバレーをしていたわたしたちは、ちょっとホテルで休憩することにした。わたしはいっぱいかいてしまった汗を一度流したいなーと思って、お風ふ呂ろにやって来たのだけど。こんな風ふうに考え込みたいっていうのもあったんだと思う。

　今回の海旅行は、とっても楽しい。みんなが全力で楽しもうとしてくれるし。でも、とっても楽しくて仕方ない反面、やっぱり忘れようと思っても忘れられないのがモンジくんへの返事のことである。

「どうしたものかなあ。やっぱモンジくんに、告白のお返事しないとまずいよねえ……」

　ビーチバレーをしていた時も、彼はニヤニヤと楽しんでくれていた。音ね央おちゃんのアタックが何度も彼の顔面めがけて飛んで行ったりして。それでもめげずにガン見していた彼は本当にエッチなんだと思う。

　そのエッチなことに対する感動っぷりが伝わってくるから、なんとなく許せちゃうというのも、ずるっこいなー、なんて思ったりして。そりゃ、女の子だって自分を見て楽しんでくれる人の方が気に入っちゃうのは当たり前だ。彼の下心には嫌味がない。たまに他ほかの男子が見るような、わたしを見るネットリした視線がないのが嬉うれしい。

「うーん、そういう意味ではやっぱり、割と好きなのかも」

　燃え上がるような恋愛！　ではない。

　比較的悪くない、というくらいなのが正直なところ。

　でも、これからちゃんと育っていく熱さでもある気がする。

「でもにゃー……色んな女の子と仲良しだしにゃー……ぶくぶくぶく……」

　今日来ている女の子たちだってほとんどみんな彼絡みだし。

　妹ちゃんなんて、割と露骨に『兄さんは私のです』オーラを出していた。それはそれで可愛かわいいんだけど……なんて思っちゃえるのは、告白された余裕からなんだろうか？　だとしたら、わたしはちょっと嫌な女だなー、なんて自己嫌悪したりして。

「うにゃー」

　そのまま浴よく槽そうの中でもゴロゴロしたりしていると。



　ガラッ、とドアが開いて女の子が入ってきた。



「あは、こんにちは、詩し穂ほ先輩っ」

「あ、さっきぶりだね、キリちゃんっ」

　体にバスタオルを巻いて手をパタパタ振ってくれているのは、仁に藤とうキリカちゃんだ。

　このロア界かい隈わいでも五本の指に入るほど、胡う散さん臭くさくて侮あなどっちゃいけない『魔女』。

「お部屋で休んでなくていいのん？」

「大浴場が凄すごい！　って聞いたから見に来たのです」

　ザバーッ、とかけ湯をして。辺りをきょろきょろ見てからニンマリ笑うキリちゃん。

　その体形はわたしから見てもセクシーで。モンジくんがしょっちゅう欲情してしまうのも解る気がする。大きさとかではなくてバランスと形で勝負！　みたいな。

「綺き麗れいな海、綺麗な空、そして綺麗な先輩の体ゲットですねっ！　モンジ君が食べたくなっちゃうのも解るなー、先輩ってば」

「ふふっ、ありがとねん♪」

　キリちゃんはそのまま湯船に入ると、スススッとわたしの横にやって来る。

「ふむ。ボイン祭りになりそうな予感だぜ」

「ん？」

　と、気がつけば洗い場には女の子がいた。

　いつの間にいたんだろう？　ついさっきまではずっとわたし一人だったのに。

「洗わないで入っていいのかよ、キリカ？」

「こういう温泉系では、掛け湯をすれば入っていいんだよアリサちゃん」

　そこには綺き麗れいな銀髪がこれでもか！　ってくらい長い女の子が、ワシャワシャと髪を洗っていた。あれだけ長いと時間かかるだろうなー。

「よう『管理人』。いつの間にかお邪魔してその体を満喫させて貰もらったぜ」

「うわっ、そんなことされちゃってたのね」

『予兆の魔女アリシエル』。通称アリサ。

　このロア界かい隈わいでも五本の指に入るほど、意地悪っぽくて侮あなどっちゃいけない『魔女』だ。そんなおっかない子に、さっきまでのわたしが見られていたらしい。

「詩し穂ほ先輩が『うわっ』って言ってるよ、アリサちゃん」

「まあ、お前さんくらい胡う散さん臭くさい魔女がいきなり風ふ呂ろに来れば、そりゃ嫌だろうさ。食べられるんじゃないか、って。色んな意味で」

「あはは！　そりゃ、食べちゃいたいくらい素敵な体だけどね、色んな意味で。でも、詩穂先輩と私はちょっと前からとっくに仲良しだから、やっぱり意地悪で有名なアリサちゃんに対して『うわっ』なんだと思うよ？」

「つまり、そんな私たち魔女が二人して来れば、誰だれでも嫌ってことか」

「なのかもしれないね」

　ニコニコとニヤニヤで笑いながら話す二人に、わたしは思わず苦笑いしてしまった。

「わたしみたいな子は、キリちゃんやアリサっちの二人みたいな子には嫌がられるかなー、と思ってたけどね？」

「あははっ！　私は平気ですよ、詩穂先輩。私とは仲良く遊んでくれてますしね？」

「私だって平気だぜ？　お前らみたいな胡散臭く猫かぶってる連中は好きだしな」

「凄すごい魔女さん二人にそう言って貰えるならいいのかな？」

　少なくとも、こんなわたしたちが揃そろっているこのお風呂には誰も入りたくないだろうなー。わたしたちのことを知っているロアやハーフロアがいたら、凄く近寄り難いんじゃないか、そんな自信がある。

「こっちに来るといいよ、アリサっちも。ここの温泉にはきっと胸がおっきくなる効果もあったりするよん」

「私はこのサイズでいいんだよ。お前さんたちみたいにボインボインしていると、新しいマスターにエロい目で見られまくるからな」

「あー、でもアリサちゃん。モンジ君はこないだ、私の胸をバッチリ見られるタイミングで我慢したくらいだから、もしかしたら小さい方が好きなのかもしれないよ？」



    

  









    
      「それはないんじゃないか？　キリカの話を聞いている限りだと、一番好きなのはやっぱそこの『管理人』なんだろ？　ってか、バッチリ見られるタイミングって何だよ」

「んふふ、そこは二人だけの秘密だね」

　意外とこの二人って仲良しなんだなー、なんて見てしまう。

　そしてさりげなく慌あわてて洗い終えると、そそくさと湯船にやって来たアリサっちは、もしかしたら本当は胸の大きさを気にしていたりするのかもしれない。そんな彼女を見てクスクスと笑ってから、キリちゃんと三人で外の景色を見るように並んだ。

　この二人はどちらも厄介な『魔女』と『魔女』。

　キリちゃんの方が『魔女喰ぐいの魔女』というだけあって、若じやつ干かんロアの『逸話としての能力』では分があるんだけど。アリサっちもそれに対抗出来るだけの底力は秘めていそうなタイプだったりする。この場で最弱なのはわたしだったりする以上、あんまりコトが荒くならないようにしないといけない。

「えーと。魔女二人に挟まれて、わたしはやっぱり食べられちゃうのかにゃ？」

　キリちゃんを見ると、少し意味深な笑みを浮かべていた。

　この子は本当に食えないので、気を付けないと。



「私はお話でもしよっかなー、って。今は割と、みんな休憩しつつシリアス系トークの時間みたいですしね。でも、物騒で有名なアリサちゃんはどう？」

「私だって戦いに来たわけじゃないさ。いくら何でも、私やキリカじゃこの今の『管理人』には敵かなわないだろ」

「そうだね」



　……あれ？



「えーと、それって謙けん遜そんか何か？」

「いんや、事実さ」

「ほらね。やっぱり知らないんだよ」

　魔女の二人が何かを納得している。

　わたしはわたしで、不安になった。

「ええと……？」

「あ、ごめんね詩し穂ほ先輩。気にさせちゃいました？」

「性格悪い魔女はこれだから困るよなぁ。気にさせるように言って確かめるし」

「意地悪な魔女だって、わざわざ『今の』とかつけたくせに」

「わはは。ならば言い争いは先手必勝だぜ！　そりゃっ」

　ピュッ、と指で水鉄砲を作ってキリちゃんにお湯をかけるアリサっち。

「ひゃっ！　仕返しだよっ！」

　キリちゃんも器用に指で作った水鉄砲で応戦する。

　お湯が飛び交う昼間の大浴場で、わたしは二人の言葉の意味を考えていた。

　今の『管理人』、つまりわたしに二人が敵かなわない？

　確かにわたしの『管理人のロア』としての能力はちょっぴりエグいものだったりするけれど。だからって色んな魔術を駆使する魔女に対抗出来るとは思えない。しかも二人も。

「ええい、タイダルウェイブだぜ！」

　アリサっちが両手でバシャーッとキリちゃんにお湯をかけた。

「わぷっ！　んもう、タイダルウェイブ返し！」

　キリちゃんもバシャッ！　と両手でアリサっちにお湯をかける。

　そんな間にいたわたしは……もちろん、双方からのお湯を浴びていた。

「ふ～た～り～と～も～！」

　わたしが人差し指を立てると、その先端に青い光が灯ともる。この二人相手だと、多分……勝てないまでも、さっさと実力行使の方がいいのかもしれない。

「わっ。ストップストップっ」

　キリちゃんが慌あわてて手を振って。

「正直すまんかった」

　アリサっちはペコリと深く頭を下げた。

「キリカがいけないんだぜ！　悪の魔女はそいつだ！」

「アリサちゃんがいけないんだよ！　死の予兆とか告げるなんていかにもな悪い魔女はそっちの方だし！」

　こうしていると、赤と銀の姉妹みたいに仲良く見える魔女たちだけど。

「んもうっ。ご飯抜きにしちゃうよん！」

「本当にすみませんでした管理人様」

「ごめんなさい詩し穂ほ先輩。死んじゃうからそれだけは……！」

　湯船の中で、二人とも正座をする。

「気になること言ってすぐに脱線しないでっ」

「あ、それもそうでしたね」

「うむ。やっぱ悪い魔女はキリカだな」

　アリサっちの責せき任にん転てん嫁かは聞いてて面白いのだけど、それはそれで困っちゃうことも多いなあ、なんて思う。わたしが手の光を消してちょっと唇を尖とがらせていると、キリちゃんがパタパタ手を振ってくれた。

「流石さすがに『８番目のセカイ』の『管理人』ともガチでぶつかりたくはないですよ」

「まあ、それ以外の何かだったとしても、そもそも『管理人』ってだけで厄介だしな」

　魔女二人はそんな反省の仕方をしていた。つまり、まるで反省していないらしい。まあ『魔女』という性質上はこうやってすぐ脱線したり遊んじゃったりするのも仕方ないのかもしれない。彼女たちはあくまで研究者。『魔の道を歩む女の子』という存在だから『人間の意識や道徳』というものに一切縛しばられないからだ。

「あ、でも。ちょっと見てみたかったよね。『４０４リンクノツト・フアウンド』」

「そりゃ見てみたいが、お前の項目なくなるけどいいのかよ」

「今は困るなぁ。アリサちゃんならいいんじゃない？」

「そうやって平気で人に押し付けるなよな。適当な敵でも呼び出して見せて貰もらえばいいじゃないか。そういう召喚も得意なんだろ？」

「アリサちゃんの使い魔の方が良くない？」

「私の可愛かわいい使い魔を捨すて駒ごまには使いたくないんだよ」

「私も可愛いロアたちだから使いたくないなあ」

　縛られないからこそ自由。人間らしさなんて全くなく、だからこそ逆に最も人間っぽいロア。魔女というのはほとんどのロアが持つ制約はなく、長い、無限に近い年月をただひたすら、自身の研究に費やす少女たちなのだ。

　一度滅ぼしたくらいでは倒せたとは思えない、というのでも有名だったりして。

　とてもじゃないけれど、ただの『管理人』であるわたしが勝てるはずなんてない。

　そのはずなのに。

「『今の』わたしは『やっぱり』って言われるような何かがあって、それを知らないってことなのん？」

　ロアなんて、噂うわさから生まれるものだ。

　自分でも知らない自分の噂があったとしてもおかしくない。

「それについてのお話もしないとなーと思ってたのです」

「私たち……ってか『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』に仕えてるロアも『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』に組み込まれた今、そろそろ本格的に考えなきゃいけないことがある」

　二人の顔に、声こわ音ねに、ちょっぴりだけ深刻な空気が流れた。

　つまり、それだけかなり大きなことを話すつもりらしい。

「詩し穂ほ先輩。これから話すのはモンジ君のことと――」

「これからどうするのか、って話だな」

「モンジくんとの、これから……？」

「うん、その認識で正解」

「告白されさたんだろ？　あいつのことをこれからどうするつもりなのかを考えてから、返事してやればいいじゃないか」

　二人はモンジくんの『物語』。

　だから、わたしと彼の物語がどうなるのかも、気になるのは当然だった。

　でも、ごく普通の告白だったらわたしは大丈夫だったのに。

　よりによって『あの』告白だったから悩んでいるわけで……。

　――もしかしてこの二人が、わたしが『８番目のセカイ』の管理人であることをバラしたのかな？

　でも、メリットは何だろう？

　モンジくんの魔女になったからって、わたしの正体を話すメリットはない。

　そりゃ、物語のひとつにする、っていうのはアリかもしれないけれど。

『８番目のセカイの管理人』を取り込んだからって、モンジくんが使える技が物もの凄すごく増えるわけではないと思う。強しいて言えばサイトでの情報収集が速くなるくらいで。でもそれはそれこそ魔女であるキリちゃんもアリサっちも得意分野だろうし。

　それに彼がわたしに恋心を抱いているというのは……この二人は。

　特に、キリちゃんはどう思っているんだろう？

「……えっと、その告白のことなんだけどね」

「うんうん！　モンジくんから、どんな風ふうに言われたんですか、詩し穂ほ先輩っ！」

　キリちゃんはすっごい目をキラキラさせて食いついて来た。この食いつきの良さは、流石さすがロアをむしゃむちゃ食べるので有名な魔女だなぁ、と思う。でも、嫉しつ妬ととかしないのかな？　やっぱり、そういう気持ちみたいなものって、純粋なロアであるキリちゃんにはないのか、それとも……本心は別にモンジくんをそこまで好きじゃないとか？

「ああいう男はオーソドックスか、無駄に中二っぽいかどっちかだろうな」

　アリサっちは腕を組んで偉そうにしながらも、とても興味深そうに聞いている。

「二人とも、どんな風に彼が告白したのかまでは聞いてないんだ？」

「うん。私は告白したんだなー、と思ってそっとしておいてあげたのです」

「私はむしろどんな告白をしたのか聞きに来たってのもある。私のマスター……ああ、こっちはリアの方だが。あいつが気にするに違いないからな」

　二人は本当に、ただ純粋に恋愛トーク、つまり恋バナをしたいだけなのかもしれない。

　でも、だとすると……。

「実はね」

　モンジくんはやっぱり、誰だれに聞いて、どう知ったんだろう？

　そう思ったから、もう包み隠さず話しちゃうことにした。

「『俺おれの物語になってくれませんか？』って」

「えっ!?」

　わたしが驚いたのと同じくらいビックリしてくれるキリちゃん。

「ヒュー。なんだ、バラしてたのか？」

　アリサっちがわたしに尋たずねてきたので、静かに首を振って。

「ううん、全く気付いてないっぽかったのに。テスト前にいきなり言われたから……驚いちゃって。わたし、二人がバラしたのかと思ったよ」

　ずっと昔から生きている『魔女』なら、わたしの正体に気付いていてもおかしくない。

　何な故ぜなら『管理人』の交代は多くの古いロアなら知っているからだ。

　十年くらい前に交代した『８番目のセカイ』の管理人。その正体を、情報戦に長けた『魔女』が突き止めていないというのも考えづらいし、現にこうしてバレている。

「私は、そんなことをしたらモンジ君が気にしちゃうから、話してませんよ」

「私は、それを話してやる義理がまだあいつにはないからな」

「……だよね。だったら……」

　どうして。



　――モンジくんは、わたしが人間側の存在じゃない、って知ってたんだろう？
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　一いち之の江えと一緒に崖がけまでやって来ると、そこは思っていたよりもかなり高い場所だった。

　先端の岩場は割と不安定で、ドドドッと波が押し寄せる音が妙に怖い。

　ハーフロアの能力を持っている今でも、あんな崖から落ちたら一瞬でアウトだ。

「犯人は貴方あなたですねモンジ」

「くっ、どうして解ったんだ」

「探偵役と共に崖に来た段階で犯人確定です」

「そういうお約束もどうなんだろうな、実際」

　などと軽口を叩たたきたくなるような、そんな危険な崖っぷちだった。

「で、ですね」

　一之江がそれでもなお声を潜ひそめる。

　こんな場所に連れて来たからには、他ほかのみんなに知られたくない会話なのだろう。

「七しち里り詩し穂ほが、何らかのロアである、と思っているのですね？」

　その言葉に、俺おれの心臓がドクンと高鳴った。

　先輩が、ロア。

　それは何度も頭を掠かすめては「まさかな」と思ったことだった。

　だが、俺おれがその可能性をより強めたのは、理り亜あとの戦いの後だ。

『身近で大切な人がロアである』というのを経験した俺は、身近な他ほかの人のことも考えた。多分ないとは思うが、アランのことすらちゃんと考えてみたのだ。

　その結果、自分の中で最も可能性が高かったのが……。

「なあ、一いち之の江え。先輩の家ってさ、あの時はまるで気付かなかったんだけど」

「はい」

「時計、なかったよな？」

　一之江は記憶を探るかのように顎あごに手を当てて考え込む。

「私があの家に入ったのは一度きりなので、そこまで注視していませんでしたが……確かに、あの家では時間を確認した覚えがありませんね」

「そうなんだよ。俺は携帯電話で時間確認することに慣れてたからすっかり忘れていたんだけど、色んなことがあった時間とか覚えてないんだよな」

「色んなこと？」

「『ベッドの下の男』に襲われた時とか」

「なるほど。七しち里り詩し穂ほに誘惑されて鼻の下を伸ばしてデレデレした時ですね」

「う、うぐっ」

　実際そうなので何も言えない……のだが。

　なんで一之江はそのことまで知っているのだろう？

　今度、本格的にカメラとか盗聴器の心配をしてみよう。

「しかし、それだけでロアと決め付けるのは不可能でしょう？」

「決め付けはしてないよ。俺の身の回りの人で、可能性があるとしたら……みたいに考えた結果だったんだ。前に、一之江がキリカを探していた時があったろ？」

「はい。『ロア喰ぐい』を探していた時ですね」

「あぁ。そん時、キリカか先輩が怪しいって言ってたじゃないか。結局はキリカの方だったんだけど、もしかしたら先輩にもまだ疑い……別のロアっていう疑いもあるのかな、って考えたんだ」

「……ふむ、ちゃんとそっちの思考も頑張ってるのですね」

　なんか一之江に褒めて貰もらえたみたいで、ちょっと嬉うれしくなる。

「そんでもって、俺たちが受け持つロアの事件は割と先輩の依頼みたいなものから始まったりもしていたろ？　神かみ隠かくしもそうだし、ベッドの下の男もそうだったし」

「確かに、そうでしたね……なるほど」

　そう。

　疑い始めれば、七しち里り詩し穂ほ先輩はとことん怪しい。

　だが、心のどこかで『そうじゃないと嬉うれしい』という気持ちがある。やっぱり、あのにゃぱーっと笑う先輩は、こういった消えるとか消えないとかの怖い世界には関かかわっていないで欲しいのだ。

　――きっと、理り亜あもそんな気持ちで俺おれを見ていたのではないだろうか。

　俺には、この『ロア』との戦いの世界ではなく、普通の人としての世界で生きていて欲しい。そう思っては不安になったり、怖くなったりしていたのではないだろうか。

　そんな理亜の気持ちを受け止めた俺が、そういう気持ちから逃げるわけにはいかない。

　どんなに好きな人だろうと。

　いや、好きな人だからこそ、だ。

「自分の想い人を疑うとは。成長したのですね、モンジも」

「正直、怖くて仕方ないけどな。『だったらやだなあ』とはずっと思ってたし。何よりも……先輩が理亜みたいに怖い思いをしてたりしたらもっと嫌だな、とも」

　だから目を背けないで、考えられるだけ考えようと思った。

　好きな人のことだから考えられない、盲目になるのではなく。

　好きなのだから、もっともっとよく考えないといけないんだ。

「ふむ。まあ、その考え方ならいいでしょう」

　一いち之の江えは静かな視線を俺に向けてくる。水着姿だというのに、その鋭い雰囲気はほとんど損なわれていない。人を威圧するのが得意なのだろう。

　ドドド、と波が崖がけにぶつかる音が響いてくる。その波の音やこの高さだけでも俺は結構ビビっている。

　……こいつにも怖かったり苦しかったりしたことがあったんだろうか。

　ちょっと想像出来ないくらいには、この偉そうな態度に慣れてしまっていた。

「それにしても、時計がない、ですか……そんな都市伝説があったかどうか、ちょっと調べてみなければ解りませんが……」

「先輩って、割と時間通り行動するんだよ。一之江と知り合う前からそんなだったし」

　陸上部を終えて、シャワーを浴びれば先輩が生徒会室から帰って来る時間にぴったり、というのもあった。多少の誤差は俺の方であったものの、先輩側は大体同じ時間だったような気がしている。

「……家で時計を全く見ない人が、時間に縛しばられた行動をとるだろうか？」

「携帯電話で時間を確認するのが慣れきっただけの可能性もありますけどね」

「まあな。もしくは、時間感覚がやたら凄すごいのかも、とか」

「時間感覚……ふむ」

　一之江は自分の頭の中にある都市伝説のデータベースを探しているのだろう。

　僅わずかに細められた瞳ひとみが、その思考の深さを物語っている。

「………………」

　うん、やっぱり綺き麗れいだよな、こいつ。

　だが、こうして近くで話をしていると思うのだが、無表情に淡々としているよりも何らかの表情を浮かべている方が実は明らかに可愛かわいい。感情が乗った一いち之の江えの顔はその魅力を何倍にも引き上げるのではないか、と常に思っている。こいつが満面の笑みで『ニッコリ！』とかしたら、俺おれは死んでしまうかもしれない。

　こんなことを考えてしまうのは、崖がけっぷちという場所柄のせいなのか、それとも一之江の水着姿のせいなのか。

「私に欲情しているのはいいのですが」

「欲情までしてねえ!?」

「なら構いません。それで一件ほど……当たらないといいなあー、という都市伝説なら思い浮かびました。ですが……これは、本当に当たらないといいなあー、というものです」

「そんなに、その都市伝説じゃない方が嬉うれしいってものなのか？」

「はい。――『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』との戦いの折、貴方あなたも聞いたでしょう。最強で、最悪の都市伝説の存在を」

「確か……『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』だったな」

　理り亜あが恐れる最悪の存ロ在ア。

　全世界規模、ワールドワイドに知られたことによって生まれた最強の都市伝説。

「ええ。かのロアは、とあるロアの中に封印することで、脅きよう威いは去った……一時しのぎをした、とされています」

「アリサが言ってたヤツだな」

　１９９９年に、多くのロアたちと『ノストラダムスの大予言』が戦った、ドリームバトルがあったと彼女は語っていた。おそらく、アリサもその戦いに参加していたのだろう。

「そのロアは、同じように破滅を導くかもしれないと言われるほどのものでなければならなかったそうです。そして『ノストラダムス大予言』よりも信ぴょう性の高い、現代の人々にとってそんなオカルトよりももっと『実際に有り得そうな』ものでなければいけない、そんなロア」

「そんな都合のいいロアが、十一年前にいたってことか？」

「はい。私もその名前を調べ当てて納得しました。確かに、あの１９９９年に世界中で話題になり、現実味もあった噂うわさがあったのです」

　一之江は鋭い視線を俺に向けた。

「……そいつは、いったい……？」

「その『時』が来れば、あらゆる精密機械が狂い始め、下手をすれば核爆弾のスイッチすらも押されるのではないか。コンピューター文明的なものは、絶大なダメージを受けて文明が崩壊するのではないかとすら囁ささやかれ――それこそがノストラダムスの予言した人類滅亡だったのではないか、とも言われた恐怖の都市伝説――」

　その話なら確かに俺おれも知っていた。

　と、同時に胸がキリキリと痛み、自分の顔から血の気が引くのが解る。

「時計がないのも、その彼女自身が『破滅までの時間を正確に刻む』という特性を持つロアであるならば、全くおかしくないはずです」

「時計を見るまでもなく……タイムリミットが解るから、か……」

　そう、つまり。

　一いち之の江えが言う『当たらないといいなあー』という都市伝説。

　七しち里り詩し穂ほ先輩がその『ロア』である可能性が高いもの。

　それは――。



「『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』です」







◆2010-07-10T013:30:00　"Siragasaki Hotel Sauna Bath"

◇View Side:Site Manager◇





　温度の高い蒸気の中でぼんやり座りながら。

　わたしはキリちゃんとアリサっちに過去の話をしていた。





　わたしがこの『管理人』の立場……ハーフロアになったのは、丁度十一年くらい前だった。小学生の女子にありがちな話だけど、怖い話であったりスピリチュアル的なものにハマっていたりして。そこで、わたしは色んな都市伝説を集めては、それをお父さんが作って放置していたホームページに載せたりもしていた。

　お父さんは、プログラマーとして凄すごい実力を持っている人で。そしてお母さんも、コンピューター関係のエンジニアだった。二人は今でも外国の大手検索エンジンの会社で一緒にその腕前をいかんなく発揮している。そんな二人に育てられていたわたしは、コンピューターにとても詳しい小学生だった。だから、まだ六歳とか七歳のうちにパソコンの使い方は覚えていたし。ピアニストの家系にとってピアノが当たり前のコミュニケーションツールであるように、わたしの家では生活の中心にパソコンが当たり前に存在するような、そんな家庭だった。



　だからその頃ころ、毎日色んな本を読んではホームページに載せて、クラスのお友達たちに見せていた。怖い話からちょっといい話、おまじないや占いまで、色々なオカルト要素のあるものを集めては友達に見せて、それを話の種にして遊ぶ。そんな、ちょっとおマセな遊び方をまだ小学校に入りたてのわたしはしていた。

　やがて、わたしのサイトが大手の掲示板でも注目を浴びるようになって、知らない人たちもいっぱい訪れるようになった。どんどん増えていくカウンターの数字。当時盛り上がっていた掲示板やチャット。そこではわたしを小学生だと知らない人たちが、顔も名前も知らない人たちが訪れては都市伝説を話して、議論し、広めてくれた。



　わたしは楽しかった。そんな人たちが集まる場所の『管理人』をやっていることが、とても誇らしかった。小学生のわたしは、わたし自身が何かとても偉い、お姫様か何かになったように錯覚していたのだ。

『管理人』が決めたことにはみんなが従う。そんなわたしのルールを嫌がったり、歯向かったり、荒そうとした人たちは、わたしが何もしなくても別の人が追い出してくれたりもした。サイトでちょっと困ったことがあれば、お父さんは嬉うれしそうにその対策をしてくれたし、お母さんもそれを喜んでくれていた。

　そういうのもあって色んなルールが生まれたけれど、決定権はいつだってわたしにあった。お父さんたちも、わたしのパソコンの腕が上がるのはいいことだと許してくれた。唯一、オフ会……つまり、実際に顔を合わせるのだけは許してくれなかったけれど、わたしも自分が小学生だとバレるのが嫌だったから、納得していた。

　そうして、わたしの作った都市伝説の情報交換サイトは……オカルト好きたちにとっての大手サイトになっていた。



　わたしのサイトから発した噂うわさがたちまち広がって、それが有名になったりしたこともあった。中には世界規模で広がったものもあって、余計にわたしとわたしのサイトはその名をネット上で轟とどろかせていた。

　だからわたしが小学校二年生になる頃には、もうわたしは『管理人』としての存在性を確立していたとも言える。

　そんな時、一通のメールが届いた。



『貴女あなたのサイトで『８番目のセカイ』という名を引き継いでくれませんか？』



『８番目のセカイ』。それはオカルト好きな人たちにとっても伝説になっているサイト。いわく『本当にあった都市伝説しか載っていないサイト』。

　わたしのサイトには正直なところ、つくり話が多かった。いや、どれも信ぴょう性なんてなくて、全部ただの噂うわさばっかりだったのだ。もちろん、自作したりなんてしなかったけれど、それでもわたしが信じていないものもいっぱいあった。

　だから、そんな凄すごいサイトにしてしまうのは抵抗があったけれど。

　だけどいつしか、わたしのことをそう噂する人たちも現れていた。

　わたしのサイトこそが『８番目のセカイ』で。

　その『管理人』がこのサイトの作成者なのではないか、と。



　だったら。



　だったら、わたしのサイトが『８番目のセカイ』だと名乗ってもいいのかな？

　他ほかにもたくさんある偽サイトよりも、わたしのサイトの都市伝説は信ぴょう性が高い。実際に信じて検証しようとする人たちだっていた。わたしが全く信じていなかった都市伝説を自分も体験した、という人たちだって現れていた。

　だったら……いいんじゃないかな？　って。

　それも半分以上は遊び心だった。小学生の女の子にしては色々考えていたけれど、結局わたしはちやほやされて舞い上がっていたんだと思う。

　だから、それがどんな意味を持つのかも解らないまま。

　自分のサイトの名前を『８番目のセカイ』というタイトルに変更した。



　それが始まりだった。



　サイトの名前を変更したすぐ次の日。クラスメイトの『三枝さえぐささん』という子がわたしに黒い携帯電話を渡してくれた。三つ編みのおさげをした、メガネの女の子。教室ではあんまり目立たないようにしていた、本ばかり読んでいる子。



「はい、詩し穂ほちゃん！　これがあなたのＤフォンですよ！」



　最初は何を言っているのか解らなくて、どうしてそれを貰もらったのかも解らなかった。

　そもそも、ごくごく普通のクラスメイトで、一緒に遊んだこともある三枝さんが、どうしてこんなものを手渡してくれたのかも解らなくて。



「それは、これから詩し穂ほちゃんを守ってくれるものです！　あ、でも……もしかしたら、逆に怖い目に遭あわせるものかもしれませんけどね。ふふっ！」



　三枝さえぐささんがとっても楽しそうに話したものだから、わたしはきっと新しいごっこ遊びか何かだと思って受け取ってしまった。



　でも、実際は本当のことで。

　その瞬間からわたしは『管理人』のハーフロアとなって。

　この本物の『８番目のセカイ』を管理する者になった。





「そのわたしが、別の何かかもしれないってことなのね？」

　わたしは話を締めくくる。全部話しちゃったのは、こうなったら、疑問点は全部解いちゃおうー、と思ったからだ。

　だけど、わたしの話を聞いて……キリちゃんもアリサっちも、ちょっと複雑そうな顔をしていた。何から話そうか迷う、そんな空気を感じる。

「その流れは全然問題ないんですけどね」

　キリちゃんがちょっと困ったように切り出してくれる。

「『管理人』になれるのは『ロア』か『ハーフロア』じゃないといけないんです」

「え？」

「つまりだな。その話が確かなら……お前さんはとっくに別のロアになってた、ってことなんだよ。なんか覚えはないか？」

「覚え……」

　ロアの運命は、Ｄフォンを受け取ってから始まるとも言われている。

　つまり、わたしはあの時に『ロア』になり、そしてその時にほぼ同時のタイミングで『管理人』になったということ……？

「例えば『三枝さん』はその後何か言ってなかったか？」

　アリサっちがずい、と顔を覗のぞき込こんで来る。

　なんでだろう。

　この暑い霧の中にいると、逆に頭の中にかかっているもやのようなものが晴れていくみたいな、そんな気分になってくる。



『詩穂さんは私の知っている中でも飛び抜けてイレギュラーなロアなんですよ』



　そんな言葉を聞いた気がした。

　あれは『いつ』、『どこ』で会った『三枝さえぐささん』の言葉だったんだろう？



『ぶっちゃけ、このＤフォンも三つくらいあげたいんですけどね！　あはは！』



「Ｄフォンを……三つあげたい、って言われた……気がする……」

　直後、ズキンッ！　と頭の奥が痛んで。

「う、うあっ……い、痛っ……！」

「わわっ。ここまでにしておこう、アリサちゃん！」

　キリちゃんが慌あわててわたしの体を抱き寄せてくれた。

　ポウッ、とその手が白く光って、わたしのおでこに触れる。

　――スゥーッと、頭の中に冷たい風が流れてきたみたいに痛みと苦しさがなくなっていくのが解った。

「とりあえず痛み止めしておきますね」

　これはキリちゃんの魔術らしい。

　優しい光と爽さわやかな風のおかげで、わたしの痛みと混乱は晴れていった。

「ふぅーむ。三つねえ……なんだか面白くなって来たんじゃないか？」

　アリサっちは言葉に反して、ちょっぴり声のトーンがシリアス気味だった。

　そのまま、彼女がミストサウナのドアを開くと、サウナの中に風が入ってくる。

「詩し穂ほ先輩。ちょっとカフェかどこかで休みましょ」

「うん……ありがと、キリちゃん」

　その声こわ音ねは普通に優しくて。

　ああ、モンジくんが思わずドキドキしちゃうのも仕方ないよなー、なんて。

　混乱する頭の中で、納得していたのだった。



    

  
    
      

◆第十六話：‥“〝管理人”〟のロア・その二



◆2010-07-10T017:30:00　"Siragasaki Seaside Beach"

◇View Side:Hundred-ONE◇





『ロアの世界』――誰だれもいなくなっている夕暮れの砂浜を俺おれは疾走していた。

　迫り来る『気配』を感じるべく、全身の感覚に集中しながら。

『気配』というものは五感みたいな形で感じ取れるものらしい。

　そんな見えないものを『視界に何か映った気がする』と視覚で感じ取るタイプ、『何かきな臭い空気がする』と嗅きゆう覚かくで感じ取るタイプ、『何か嫌な味わいが口に広がる』と味覚で感じ取るタイプ、『何かの波長が聞こえた気がする』と聴覚で捉とらえるタイプ。

　そして俺は五つ目の『触覚』で捉えるタイプだったようだ。

　なんというか、実際の温度ではない『熱さ』みたいなものを肌に感じることで、対象の気配を探ってきちんと意識する。その熱源が動いたり、何か変化したりした際に俺が感じる熱さ、『気配』の肌触りみたいなものに反応するのだ。

　さらに訓練を積めば五感全すべてで気配を感じ取れるようになり、超感覚の極みまで鍛え上げればただの『勘』だけで様々なことを察することが出来るらしい。

　一いち之の江えが不意打ちという形で俺に謎なぞの刃物をザクザクと突き刺して来るのも、その感覚を鍛える為ためだと言われたことがある。でもあれは、半分以上趣味だと思う。

「さて、どこから来る……!?」

　後ろから、右から、左から、或あるいは上から来るかもしれない攻撃。選択肢というもので考えた時『来るかもしれない』という可能性はそれこそ大量に発生する。それを限りなく絞ったり出来るのが経験であり、つまりその経験が俺には圧倒的に足りなかった。

　だから、この『チリッ』とした熱がどんな意味を持つのかがまだ解らない。

　それが攻撃の『気配』であるのは解るが、対処方法まで知らないのが今の俺だ。

　なので、とりあえず。

「せやあ！」

　大きく前面に転がり、そして仰向けになって空を見た。

　選択肢が無数にあるならば、自分を窮きゆう地ちに追いやってでも一つに絞る。

　この状態で俺に攻撃するならば、それは『上』からしかないはずだ！

「さあ、来い!!」

「うむ。咄とつ嗟さの割に良い判断じゃが、まだまだじゃの」

　そんな声が届いた瞬間。

　飛んで来た何かを、俺おれは右手で弾はじき返す！



　ガコン！



　何か金属っぽい物を殴ったような音と共に、俺のパンチで凹へこんだ銀色のバケツがあらぬ方向に飛んで行った。

　直後、上空から現れた黒い影から白い足が伸びて、俺の腹を踏む。

「ぐぇっ」

「チェックメイトじゃよ」

　月明かりの下でニッコリ笑う、ゴスロリっぽい水着姿の幼女。

　それは『境さかい山やまのターボロリババァ』こと、ラインだった。

「ゴスロリ水着の下はパンツではなくただの水着じゃからな。見えていたとしても美お味いしくはあるまい」

「確かに……完敗だな」

　ここであのスカートタイプの水着から見えるものがパンツであれば、精神的な勝利は得られたのかもしれないが。流石さすが、老ろう獪かいなラインはそれすらも許してくれなかったようだ。

「多少はハーフロアとしての身のこなしや気配探知も手に入れているようだが、まだまだロアとの戦闘には使えないレベルだな」

　足元の方から声がしたので、俺はそのまま身を起こす。

　そこには、今の戦いを見ていた氷ひ澄ずみがいた。

「だなぁ。体の動きは前よりも良くなってるのは解るんだが」

「お主は『主人公』じゃしな。本番のバトルじゃないと本領発揮は出来ぬのかもしれぬのう。何なら、殺すつもりでやってやっても良いのじゃが」

「それは勘弁してくれ」

　ラインは俺に乗せていた足を退どけると、腰に手を当ててニヤニヤ笑っていた。

「どちらにせよ、例の『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』の力を発揮していないと、お前はラインレベルのロアには勝てないのだろう。それが解っただけでも気を付けられるだろうな」

　氷澄はメガネをついっと上げて確認する。

「氷澄にはどうなんだ？」

　ラインには高速で移動するという身体能力がある。

　これは特殊な力ではなく、あくまでラインの普通に持つステータスなのだそうだ。ゲーム風味に言うと『素早さ』の数値がＭＡＸなだけだとか。つまり、何か特殊な環境――例えば『ロアの世界』でなくても、ラインはそのまま素早く動ける。だが、氷ひ澄ずみは俺おれと同様に人間で、特殊な能力を使わない限りは俺同様にハーフロアの力しか持っていないはずだ。

「残念だが、俺とお前では経験数が違う。『どんな手段でも取っていい』戦いなら、長く『主人公』をやっている俺に分があるのは当然だ」

「あー、なるほど。ルールがないと、確かに厳しい気がする」

　俺が氷澄に勝てたのは、氷澄が油断していたというのもあるが……あの場に、暗黙のルールみたいなものが存在していたからだろう。氷澄は『主人公』として正面から俺を倒すという縛しばり、そして俺は自分の使える力ならば何をやってもいいという条件。

「氷澄のヤツも、負けたらわらわが取られる、という条件であったら……きっと死に物狂いで愛するわらわを守ろうとしたに違いなかろうな」

「誰だれが誰を愛しているっていうんだ」

「お主がわらわをに決まっておろうが」

　はぁ、と大きなため息を吐く氷澄に、ケタケタと笑うライン。

　……口ではああやって否定しているが、実際にそうだったらこいつは本当に色々な手を使ってでも勝とうとしていた可能性は高い。

『主人公』と『主人公』の戦いでは、覚悟の強さが試される。

　それは、氷澄との後にあった理り亜あとの戦いでもまざまざと思い知らされたものだ。

「ともあれ。ありがとな、いきなり訓練に付き合わせたりして」

「全くだ。いきなりだから多少驚いた」

　氷澄は何かを探るように俺の目を見ている。

「ちょっとおっかない話を一いち之の江えとして、いても立ってもいられなかったんだよ」

　先輩が『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』のロアかもしれないということ。もう、とっくの昔に終わって噂うわさされていないロアであったが……もしそれが未いまだに存在するということは。



『その『２０００年問題』のロアがまだ存在してるというのは、大変怖いことです。それはつまり、この世界にもう一つのＩＦが存在するということ。彼女が本当に力を発揮してしまえば、過去に渡って歴史が改ざんされるかもしれないんです。それくらい、時間系のロアは恐ろしいのですよ』



　一之江の言葉を思い出すだけでブルッときてしまう。終わったはずのものが終わっていないというのがどれほど怖いことかがなんとなく解った。

「色々あるようだが、まあいいさ」

　氷澄はそんな俺の様子に、やれやれと肩を竦すくめた。

「どうせ、ただ遊ぶだけの旅行だと居心地が悪かったしな。お前のトレーニングに付き合うっていう理由があった方が気が楽だ」

「あー、そうだな。すまん、居心地悪くさせてたか」

「別に。わらわは全力で楽しんでおる、安心せい！」

　ラインがケタケタと笑うと、氷ひ澄ずみは俺おれに苦笑いをしてきた。

「それにしても、まさか『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』まで仲間に付けているとはな」

「しかも妹とはのう。実力の差は禁断の愛で埋めたんじゃな？」

　ラインがニヤニヤとからかってくるが。

　――概おおむね間違っていないような気もして反論しづらかった。

「理り亜あとはちゃんと話し合いで、えーと……仲良くなったよ」

「仲良く、か」

　氷澄はそのニュアンスを悟ったのか、口の端を歪ゆがめて笑った。

　ラインもニヤニヤ笑ったままなので、大体は察せられているのかもしれない。

「で。突然こんな場所でまでトレーニングしたいっていうのは、どういう風の吹き回しだったんだ？」

「あー……ちょっと、な」

　先輩がおっかないロアかもしれない。

　その話を一いち之の江えとしたから、なんだか居ても立ってもいられなかったというのもある。

「良いではないか、氷澄。男には強くなりたい時というのがあるのじゃろ？　氷澄も突然筋トレし始めたりして三日で飽きたりしておるではないか」

「…………そういうのはバラさなくていい、ライン」

　なんだそうなのか。っていうか、三日しかもたないのか。

「コホン。まあ、ともあれだ。お前がどうして焦って強くなろうと思ったのかの理由は割とどうでもいいが、別の『主人公』を取り込んだ今、他ほかのことにも目を配る必要がある」

「他のこと？」

「ああ。あの最強の『主人公』である『終わらない千夜一夜』を従えたのなら、これでお前はもう単なる『主人公』じゃなくてひとつの『勢力』になっただろう」

「勢力？」

　尋たずねる俺に、氷澄はメガネを直して頷うなずく。

「一人や二人組で行動している間は、単なる個人行動に過ぎない。だが、お前が抱えているロアたちは、それぞれが突出した力を持っているロアだ。そんなものが集まって、お前の意志で動くとなれば……それはもう『勢力』とみなされるということさ」

「お主が何か悪さをしたら、別の『勢力』に叩たたかれるということじゃよ」

　確かに、今俺が抱えているロアは結構な数になる上、それぞれがかなり強い力を持ったロアでもある。これからは曖あい昧まいな行動をするのではなく、ちゃんと団体として行動しなきゃいけない……いや。

「俺おれの今後の行動全すべてが、団体としての意志があるように思われるってことか」

「そういうことだ。お前一人の意志に従う集団なのか、それとも団体としてまとまった意見で動く集団なのか。どちらにせよ、ただお前を倒せは『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』を倒せる、という段階ではなくなったからな」

　俺を倒すには、俺の物語たちもまた攻略しなければいけない。俺の時は一人一人との戦いだったが、俺と敵対する誰だれかは複数との戦いになる。つまり『メリーズドール』や『魔女』、『神かみ隠かくし』や『妖精』と同時に戦闘するかもしれないのだ。

　あー、うん。想像してみたらおっかな過ぎる。なんか戦国時代ゲームとかで、配下の武将とかそういうのを集めている気分だな。

「しかし、自覚がない内に色々と進んでしまうんだな『噂うわさ』って」

「それはそうじゃ、ハンドレッドワン。お主、これからは『いずれ百ものロアを統すべる、恐ろしい勢力の長となる』――そう思われておるんじゃよ」

　この俺が、長。

　そんなの、考えもしなかった。

　なんとなく、みんなと仲良くやりながらこのまま突き進むのを漠然と考えていた。

　未来のこと……『これから』のことなんて、ほとんど考えてなかったのだ。

　だけど。

「……これからは、考えなきゃいけないんだな」

「受け入れるのが速いな？」

「これでも、それなりに覚悟して毎回『俺の物語になってくれ』って言ってるんでね」

　だから、彼女たちの物語を全て受け入れて。

　その上で、俺の物語を続けていかなければならない。

　まあ、最近かなりでっかい覚悟をしてその言葉を使ったものの、上う手まくいってなかったりするわけだが。

「せいぜい頑張ってくれ」

　氷ひ澄ずみは関心がないかのように手をひらひらと振った。

「こう言っておるが、心の中では氷澄はお主を手伝いたいと思っておるぞ」

「思ってねえよ!?」

　クックックッ、と笑うラインに鋭くツッコミを入れている氷澄。ふむ、この二人はもう、この二人で完成されている感じがあるな。っていうか、やっぱり氷澄もラインにあの言葉を言ったんだろうか？　早速尋たずねてみよう。

「なあ、氷澄はさ」

「なんだ？」

「ラインに『俺おれの物語になってくれ』って言ったのか？」

　俺が尋たずねると、氷ひ澄ずみは露骨に口をつぐむ。

「むふふ、それはもう、かーなーり、情熱的じゃったぞ？」

「ばっ、こら、よせ！」

　氷澄の顔が赤くなっていた。まさか、こいつがそんなに情熱的にラインを口く説どいたというのか？　それはかなり気になるな。

「知りたいかの、ハンドレッドワン」

「是非に」

「こらっ、やめろ!?　一いち文もん字じも知りたがるな!?」

「氷澄の策略によって敗れ、消えようとしていたわらわの体を抱き締めると、そのまま強引にわらわをじゃな……」

「だ、抱き締めて強引に……！」

「『俺の物語になれ。そうすれば、お前は永遠に俺のものだ……キリッ』」

「うひょー！　キザ!!」

　ラインが声こわ音ねまで真ま似ねして口にした言葉は、とてもじゃないが俺に真似出来る台詞せりふではなかった。前々からそういうヤツだとは思っていたが、本格的に格好付けたがりだな。

「お前たち、覚悟は出来ているんだろうな……？」

　気が付くと、氷澄はメガネを外して……その瞳ひとみを青く輝かせていた。

「すまん、マジすまん！」

「わっはっはっ、良いではないかっ！　わらわと氷澄はそれ以来、ずーっと離れぬ絆きずなで結ばれておるのじゃから。わっはっはっ」

　ラインの方は余裕だが、氷澄はやっぱり照れ隠しが強そうだな。

　年齢的、精神年齢で言っても、ラインはかなり年上なのだろう。そういう、包みこむような関係性を感じる。

　俺と、みんなはどうだろうか。

　……やっぱり、今日もラインにあっさり負けたことを考えれば、俺はみんながいなければまだまだなのだと思う。氷澄は、策略を使って単独でこんなに強いラインを倒せたらしいというのも考えれば、俺はまだまだ駈かけ出だしだと言わざるを得ない。

　早く単独でもそうやって頼りにされるような。

　そんな主人公にならないとな。

　――そうしないと。



　俺の大好きな人の抱えているものを受け止められないような、そんな気がしていた。
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　結局わたしは何のロアなんだろう。

　そんなことを考えているうちに、夜が来てしまった。

　今はみんなで、ホテルの美お味いしい食事を食べているところだ。

「シュノーケリング楽しかった！　ありがとうね、シホ！」

　わたしの隣に座っていたスナオちゃんが満面の笑みでお礼を言ってくれた。

「楽しんでくれたなら嬉うれしいよん♪」

「えへへー。魚があんなに間近で見られるなんてねー。リアル水族館！　って感じ！」

「明日はスキューバダイビングしてみる？　インストラクターさんを呼んで。サンゴ礁しようとかとっても綺き麗れいだよっ」

「わー！　するする！　潜る潜る！」

　ぴとーっ。スナオちゃんはそんなわたしの隣に座って、ピッタリくっついてくる。

　考えることはあっても、わたしはみんなと海遊びはバッチリしていた。さっきも希望者を募って、浅瀬をぷかぷか泳ぎながら魚たちを見たりしたし。みんな、マリンスポーツはあんまりやったことなかったみたいで、とっても喜んでくれた。

　だって、そうしないともったいない。悩みは悩み、遊びは遊び、ロアはロア。

　そうやって、ちゃんと区切りを付けてやり続けて来た十年間は、そのままわたしの経験になっていた。

　まあ、おかげで恋とかそういったものを知らないままこの歳になったのだけど。

　そんなの気にしなくてもいいくらいに充実していたのも確かだ。

「すっかり懐なつかれましたね」

　向かいの席に座るみずみずが、白いご飯をぱくぱく食べながら感心している。

　さっきは一緒にシュノーケリングの説明をみんなにしてくれたり、器具の使い方なんかをレクチャーしてくれたりしてた。みずみずはさりげなく、なんでも出来るみたい。

「ふふーん、シホは優しいのよ！　いっぱいハグしてくれるし！」

「ぽよんぽよんハグですね。あいてはしぬ」

「死なないよ!?　むしろ気持ち良かったもん！」

「既に死よりも恐ろしい、骨抜きにされているようですね。これでスナオさん。貴女あなたは軟体動物になってしまうのですよ」

「えええええ!?」

「そしてジャイアントオクトパスへと進化するのです」

「嫌よ!?　そんなＢ級映画に出そうなの！」

　みずみずの淡々としたからかいに、すっかり本格的に怖がっているスナオちゃん。

「ってか、さっきも別に、メガシャークなんて出なかったじゃない！」

「油断している美女の所に現れるのですよ」

「へ、そうなの？」

「なので、メガシャークに会いたかったらまずは先輩を油断させるといいでしょう」

「ＯＫ、解ったわ！」

　何が解ったのか解らないけれど、スナオちゃんはわたしにぎゅうーっと強めに抱きついてきた。……油断、させられているのかな？

「スナオさん。食事中ですから」

「はーいっ！」

　理り亜あちゃんが困ったようにスナオちゃんに言うと、スナオちゃんは元気な返事で離れる。

　この二人は同い年には見えないなー。スナオちゃんは歳の割に幼くて、理亜ちゃんは歳の割に大人おとなっぽい。

　だけど、そんな二人だからこそパートナーなんだと思う。

　わたしには、パートナーと呼べる人物はいなかった。

　だから……なんとなく。もしかしたら。

　今までのわたしは、寂さびしかったのかもしれない。

「どうかしましたか？　七しち里りさん」

　理亜ちゃんはちょっと心配そうな視線でわたしを見る。

　そこに浮かんでいるのは普通に気き遣づかいの色で、ちょっぴりドキッとした。

　――この子は、圧倒的にモンジくんのことが好きだ。

　妹的な位置にいるけれど、従姉妹いとこなんだから普通に交際も結婚も出来るし。

　今日だって、モンジくんがデレデレしているのを戒いましめたり、ヤキモチを焼いたり、常に彼の姿を目で追いかけたりと、解り易やすいことこの上ない態度だった。

　特にわたしにデレデレしているモンジくんを見ていたのだから、中学二年生なんて若々しい意識にしてみれば、わたしは敵認定になってもおかしくないのに。

「わっ、心配されちゃったっ」

「心配します。深刻に何かを考えてるようなのに、今回の旅行の発案者としての責務を感じてか、皆さんが楽しめるように気を配っているのも見ていましたから」

　……よく見てる。

　やっぱり『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』っていうのは伊だ達てじゃない。

　自ら選んで『主人公』になった覚悟を持った女の子。

　それだけでも凄すごいのに、ちゃんと周囲のことにも気を張っているなんて。

「あう……恥ずかしいにゃー」

「特に兄さんにはジロジロ見られていましたからね。もし不快でしたら言って下さいね。きちんと言って聞かせますから」

「あはっ、ありがとねん！　モンジくんの視線はそんなに気持ち悪くないからだいじょぶ。ほら、もっと直接的な視線だと嫌なんだけど」

「ああ……解ります。兄さんのはなんと言いますか、子どもっぽい視線ですからね」

　クス、と笑って頷うなずく理り亜あちゃん。

　モンジくんの視線はなんというか、こう言っちゃったら悪いけれど。小学生がおっきな胸に憧あこがれる、みたいな感じだった。実際に見たり触ったりしちゃったら緊張で何も出来なくなるんだろうなー、って感じの。

　実際、キリちゃんとかはかなり誘惑しているみたいだけど何もされていないらしいし。モンジくんはそういう意味ではおくてなんだろうなあ。

「それで詩し穂ほさん。この後の予定はどうなっていますか？」

「うーん、自由時間かな？　エステマッサージみたいなのもあるから、それを頼んじゃってもいいし」

「エステ……ですか」

　理亜ちゃんは箸はしを止めて考え込む。この歳では多分、そういうのを受けたことがないんじゃないかなー、と思う。そもそもこの中でそういう美容関係をちゃんとやっているのは。

「気持ちいいわよ、後で一緒に行く？　あたしと鳴な央おも行く予定だし」

　モデルなんかもやっている音ね央おちゃんだけだろう。

「あ、そうなんですね」

「美容にもいいし、すっきりするのも確かだしね」

「うーん……少し、興味はある、かも、しれません」

　理亜ちゃんはチラチラっとモンジくんの方を見ている。

　彼は美お味いしいご飯を食べながら、氷ひ澄ずみ君と何やら楽しそうに会話していた。

　この旅行を企画したのはわたしだけど、中心人物は紛まぎれもなく彼。でも当人は、そんなことに気付いているのか気付いていないのか、とても自由に遊んだり笑ったりしていた。

「そして自由時間が終わったら花火かな？　一応もういっぱい用意してあるよん♪」

「なるほど、了解しました」

　理亜ちゃんはきっと、この後はエステに行くんだろうな。

　あの目の輝きは「ちょっとでも綺き麗れいになって……」というものに違いない。

　彼女は小さい頃ころからモンジくんのことを知っていて、今もそばに居続ける。

　それって、本当にどういう気分なんだろう？

　誰だれかがずっと近くにいてくれるという感覚。

　――わたしにはまだまだ解らないものなはずなのに。

　わたしの中には、わたしの知らない何かが……。



　ずぐんっ



「っ!?」

　突然、胸が痛んだ。

　胸の中に大きな塊かたまりがいきなり生まれたみたいな、そんな痛み。

「……っ」

　そのあまりの痛みに、胸を押さえてしまう。

　いけない。

　今の明るくて平和な空気を壊しちゃうのはいけない。

「どうかした、シホ？」

　スナオちゃんがわたしを見て心配そうに顔を覗のぞき込こんでくる。

「実はちょっぴりお腹痛くなっちゃって。先に部屋に戻ってるね？」

「あうー……ヘーキ？　わたしも行こうか？」

　まだ心配するスナオちゃんの頭をわしわし、と撫なでて。

「うん、だいじょぶだいじょぶっ。食べ過ぎちゃっただけだもん。それじゃ後で一緒に花火しようねん♪」

「うん！　じゃあ後でよ！」

　スナオちゃんがニッコリと笑ったのを見て安心しつつ。

「……？」



　そんなわたしを見ている視線があった気がして、慌あわてて振り向いた。



　でも、そこには――漆黒の海と星空が開けた、大きな窓ガラスしかない。

　おかしいな、と思ったけどあんまり気にしないことにして。

「そんじゃ、今からみんな自由時間ねー。22時に海岸で花火しましょ！」

　と宣言すると、わたしは痛む胸を押さえたまま。

　みんなの心配そうな視線になるべく明るく振る舞いながら、食堂を出た。
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　今日一日、すっかり遊び呆ほうけた俺おれは、ボロボロのへとへとになりながら自分の部屋でベッドに突つっ伏ぷしていた。氷ひ澄ずみと俺は同室なのだが、部屋の番号はちょっとしたいたずら心というよりもやや悪意すら感じた。まあ、あいつはこの島に『ロア』がいないかを探りに出てしまっているが。そういう勤勉さみたいなものも『主人公』の資質なのだろうか。

「ラインとの深夜デートだったりしてな」

　それはそれで邪魔するわけにはいかない。だが、あの二人がそういう関係になっているようにはまるで見えない。悪友とか、腐れ縁みたいな関係。俺と一いち之の江えに似た立ち位置なのかもしれないな。

「しかし、なあ……」

　氷澄たちとのトレーニングの後、あいつらはずっと涼しい顔をしていた。俺だけがいつだって汗だくになってしまう。この辺りも経験の差なんだろうか。

　がむしゃらに訓練したくなるほど、俺はちょっとショックだったのかもしれない。

　先輩がロアである可能性。しかも、俺を殺すかもしれない『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』を封印しているかもしれないロア。

　一之江はあの時、言った。

「『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』……か」

　考える度たびにゾクッとする。

　最愛の人が俺を殺すかもしれない可能性。

　先輩が、俺を……？　どうして？　どんな理由で？　どんな能力で？

「『２０００年問題』……」

　もう十年も前のことだったが、おぼろげながら覚えている。

　テレビでも金融機関が大変だったりとか、全すべてのコンピューターが対応に追われて大損害だった、とかやっていたはずだ。

　つまり、マスコミすらも広めた噂うわさ……それが『２０００年問題』。

　もちろん、先輩がそのロアだと確定したわけではない。だから、ロアなのかハーフロアなのかすら解らない。かと言って、確認することも……今の俺には出来なかった。

「返事、保留中だもんな」

　告白の返事が保留中である以上、別件で話しかけるというのが何となく嫌というのもある。そっちはさておいたとしても『先輩ってロアですか？』とか尋たずねられるはずもない。そもそも、現状実害も何もないのだから、気にしなくてもいいはずだと思いたい。一之江の言うように『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』が封じられている可能性もあるからには楽観的になっちゃいけないっていうのはあるが、今の所問題がない以上あんまり刺激するのも良くない気がしているし。そもそもよく解らないのは、もし『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』だったとしてもとっくにそのロアの期間は終わっているんじゃないか、ってところだ。

「人々がその噂うわさをしなくなったら消えてしまうのがロアじゃなかったっけかなぁ」

　とっくに２０００年は過ぎ、今はもう２０１０年だ。

　これはもう解決したと言っても過言ではないのではないだろうか？

『ノストラダムスの大予言』が封印されている場合、そのあまりにも強いパワーが内側にあるから解決したことになっていない、とかもあり得たりするのだろうか？

「……………………そういうのに詳しい仲間が一番身近にいるんだった」

　ベッドから身を起こすと、壁の方を見る。

　――『千の夜話アルフ・ライラ』という、都市伝説を終わらせる『対抗神話』を使いこなすロア。

『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』という最強の主人公である存在。

　そして……俺おれを好きだ、と言ってくれた可愛かわいい従姉妹いとこであり、妹のように大事にしている女の子、須す藤どう理り亜あ。

　だが、当の『２０００年問題』は、理亜が怖がった『ノストラダムスの大予言』を封じていると言われているロアだ。その話をすることで余計怖がらせてしまうのも嫌だし……。

「それが、先輩かもしれない、って話すのも微妙だよなあ」

　確証もないのに怖がらせるというのはどうかと思う。さっきご飯の時や花火の時には仲良くしていたみたいだし。

「やっぱ、ちょっとおっかないし、タイミング的にも微妙かもしれないが……先輩に確認してみないといけないのかなあー」

　告白の返事を貰もらっていないのに別の確認をしに行かなきゃいけない、というこの間の悪さ。俺は思わず枕まくらに頭を突っ込んだ。

「ぐむう、どうしたもんか」



　ピンポーン♪



　と、部屋のチャイムが鳴った。

「はーい？」

　ドアまで近寄って返事をする。

『兄さん、少しお話よろしいですか？』

　と、理亜の声がドアの向こうから聞こえた。こんな時間に女の子が部屋にやってくるなんて、と思ったが妹が部屋に来ることになんらおかしなことはないな。

「お、おう」

　とはいえ、ちょっと緊張するのも確かなので思わず口ごもってしまいつつも返事をする。

「明日の予定についてなのですが……」

　そして理り亜あは当たり前のように、ドアを開けずに会話しようとしてきた。

　そういえば、理亜にはこういう癖がある。ドア越しで会話して、それで満足してしまうことがあるのだ。実家なら構わないが、ここはホテル。ドア越しに会話するのも少しおかしな感じだろう。

　俺おれはそのまま、ドアを開いた。

「あっ！」

　廊下に立っていた理亜が、自分のパジャマ姿を庇かばうみたいに一歩下がる。

「どうかしたか？」

「あ、いえ……パジャマ姿が、恥ずかしい、ので……」

　薄いピンク色のパジャマは、理亜にとても良く似合っていた。ふわっ、と甘いシャンプーの香りが鼻をつく。湯上がりで、パジャマ姿の可愛かわいい妹。なんとなく肌がつやつやしているのは、いわゆる『エステ』というものに行ったからかもしれない。

　うん、これは――部屋に入れたらドキドキし過ぎて大変なことになるな。

「ははっ、あんまり見ないようにするから、部屋に入れよ」

　俺の気持ちに反して口はあっさりと理亜を招いていた。体は正直、というものだ。

「氷ひ澄ずみ、さんは？」

「ラインと深夜デートだろうな」

「え、あ……そうなのですね……あぅ……お邪魔、します……」

　理亜は部屋に入ってから、困ったように辺りを見回すと。

「え、ええと……」

　何だか真まっ赤かな顔をしながら、そこにあったベッドに腰掛ける。

　恥ずかしそうに右手の人差し指をちょっと曲げて唇に当てているのが、さらにそそる仕草だった。なんというか、パジャマから見える鎖骨の辺りとかかなりヤバイ。



　▼たたかう→理性



「そんなに緊張するなって。いつも俺の部屋を片付けたりしてくれているんだろ？　男の部屋なんて慣れたものじゃないか？」

「兄さんがいない時に、です」

　理亜は伏せがちな視線で俺と目を合わせようとしない。

「あ……すみません、寝ていたんですか？」

　理り亜あはベッドに触れながら、おずおずと尋たずねてきた。

　布団ふとんの温かさに気付いたのだろう。

「あー、ゴロゴロしてただけだよ」

「なるほど。何か悩んでいたんですね？」

　そして視線は真まっ直すぐに俺おれを射い抜ぬく。

　……俺の身の回りには、俺専用のテレパシーを持っている女の子が多い。

「俺って、そんなに解り易やすいだろうか？」

「ふふっ、兄さんは昔っからそうですから。何か悩んだり困ったりしたことがあったら、ベッドの上でゴロゴロしているんです。高校の進路を決める時もそうでしたよね？」

　俺が今の夜や坂さか学園に入る前の中学校時代。確かに、受験勉強をしながらの休憩中は『本当にあの高校でいいのか』とか考えたなぁー。あの時理亜は私立の中学校を受けるのを取りやめて、俺と同じ十じゆう二にの宮みや中学に通うことを決定していたはずだ。

「誰だれだって悩む時はそういう自分だけのスタイルがあるそうですよ」

「なるほど。理亜にもあったりするんだな？」

「あ……多分あるのかも。自分では気付いていないものがあるかもしれません」

　くす、とようやく理亜が微笑ほほえんだ。それだけで俺は安心してしまう。

「すみません、兄さん。やっぱり、ちょっぴり緊張していたようです」

「いいって、俺もだよ」

　二人で笑い合いながら頷うなずく。

「なので、良ければ兄さんも一緒にベッドに座って下さい。一緒に座っている状態なら、そんなに緊張しないと思いますから」

「そんなもんなのか？」

「少なくとも、正面に立たれているよりは」

　それもそうだな。理亜だけ座らせて俺が立っているというのは、確かに威圧感みたいなものを与えてしまうかもしれん。俺が言われた通りにベッドに座ると、理亜は体をこちらに傾けて静かに微笑んだ。その可か憐れんな笑みについつい心奪われそうになる。

「それで、明日の予定だっけか？」

「あ、はい。スキューバダイビングをする場合、色々準備が必要らしいので。身長と体重と足のサイズですね。ダイビングスーツを着たり、フィン……足ヒレを着ける際にそういうものを事前に提出しておくんだそうです」

「ふむ、なるほどな」

「女性陣はもう提出しましたので」

　ダイビングスーツといえば、テレビとかで見たあの体に密着したスーツだろう。女性陣は身長とかの他ほかにも色々なデータが必要だったのではなかろうか。こう、それぞれ圧倒的に大きさが違ったりするしな。

「兄さんには絶対に教えませんよ？」

「ですよねー」

　まあ、うん。知ってしまったら命を狙ねらわれる知識というものがある。これもその類たぐいだ。数値で楽しむのではなく、目で実際に楽しむとしよう。

「解った、ちょっと待っててくれな」

　口頭で答えて理り亜あにメモさせるより、自分でサラサラっと書いてしまう。

　この手のホテルにはメモが電話の近くにあるのはマンガで読んだしな。

「はふぅ……」

　俺おれがメモを手に取っていると、理亜が小さなため息を吐いた。

「どうした？　やっぱり遊び疲れたか？」

「それもありますけれど。緊張もしていましたので」

「あー、そうだな。知らない人も多かったわけだもんなあ」

　俺はみんな知り合いだからいいが、理亜にしてみれば特に先輩なんかは知らない人だ。

「それもありますし。その……男性もいましたから」

「氷ひ澄ずみかー」

　理亜は潔けつ癖ぺき症しようっぽいところがある。人に触られたりするだけでなく、じろじろ見られたりするのも抵抗を感じるのだ。ましてや水着姿なんて。

「本当は、理亜の水着姿を見られるのは俺だけにしたいところだったけどな」

「それはそれで問題発言だと思いますけど」

　クスっ、と笑ってやや頬ほおを染める理亜。

「それだと兄さん、男性一人で孤立でしたものね」

　女性陣だらけの中で男が俺一人。とても嬉うれしいハーレムに見えるかもしれないが、実際は居心地の悪さが大変なことになりかねない。

「うーむ……」

「私も、せめて一人か二人は男性がいらっしゃった方が、兄さんも楽しめるのではないかな、と思っていましたので、大丈夫ですよ」

「まあ、女の子だらけってのは嬉しいには嬉しいが……」

「兄さんのことだから、気を使い過ぎて疲れちゃったりしないかな、と思っていました」

　……そういう心配までしてくれる理亜は、本当に良く出来た妹だった。

　俺が気苦労をすると理亜も心から楽しめない。誰だれかが楽しめない状況だと、他ほかのみんなもそれを気にして楽しめない。そうなったら、この旅行は大失敗だ。

「既に相方っぽい女性がいるから氷澄はＯＫじゃないかなーと思ったんだよ」

「ああ、ラインさんですね」

「うむ。今も二人で出かけているからな。あの距離感からして、なんというかこう、二人は出来てるんじゃないかなー、みたいな」

「ああ……はい。私もそうかなー、と思って見ちゃっていました」

　理り亜あはそう告げてから少しだけ考え込むと。

「確かに、私の体に興味がなさそうな方なら大丈夫なようです」

　氷ひ澄ずみを誘ったのは正解だったということか。

　ラインとはなんかいい雰囲気だし、他ほかの女にはあんまり興味なさそうだし。

　いや、あれはあれでむっつりスケベな可能性も否めないが。だが、もしそうだったとしても相方は見た目が幼いラインだ。もしもロリコンだったとしても、ちょっと大人おとなっぽい理亜よりはスナオちゃんとかをガン見するはずだから、大丈夫なはず。

「しかし、よく来てくれたよなあ」

「『蒼の邪眼ブルーアイズ』ですね。ふむ……」

　理亜は何かを考えるように視線を横に向けると。

「『ターボババア』のラインさんも含めて、いざとなったら問題ありません」

「いざとなったら、何が問題ないんだ？」

「『千の夜話アルフ・ライラ』の準備は万ばん端たんということです」

　さらりとそう告げる理亜に思わず驚いてしまった。

　理亜はそんな俺おれに気付くと、ため息を吐く。

「はふぅ。兄さんは人を、そしてロアを信用し過ぎです」

「いや、だってなあ。さっきもトレーニングに付き合ってくれたりしたんだぞ？」

「そういう意味では、確かに仲良くはなっているのだと思います。ですが……」

「うん？」

　理亜は真まっ直すぐ、俺の目を見つめた。

「あちらが操られる可能性だってあるんですよ？」

「操られる……？」

　思わずオウム返しをしてしまう。

「その通りです。ロアの力は、本当に様々なものがあります。もしかしたら、ロアを使役するようなロアだっているかもしれないでしょう？」

「うぐ、まあ、それはそうだが」

「そうでなかったとしても人質を取られたりすれば敵対することだってあるはずです。兄さんは、そういう点がまだまだ甘いんだと思います」

　ずいっ、と顔を寄せてくる理亜に、一歩引く俺。

「いや、だがな、理亜よ」

「だがな、じゃありません。第一兄さんは……」

　さらに顔を寄せて来る理り亜あは、すっかりお説教モードに入っていた。

　もう自分がパジャマであることなど忘れているに違いない。やや前のめりになっているから、その胸元がチラチラっと見えてしまっていることも気付いていないっぽい。

　……こう、ぶらじゃーを着けているのも見えてしまっているのだが、角度的にその柔らかそうなたわみが、肌と下着とのスキマにいい感じに見え始めて……。

　もうちょっと俺おれの視線の位置が上がるか、理亜の体が下がるかしてしまったら、俺はその柔らかそうな先にあるそれを見てしまうだろう。というか見たい。

　だが。

「理亜、ストップだ」

　俺は自分の手で両目を押さえてそう告げた。

「え？　……あっ!!」

　物もの凄すごく恥ずかしそうな理亜の声が聞こえる。衣きぬ擦ずれの音からして、慌あわてて胸元を隠したに違いない。惜しいことをした。とても惜しいことをした。っていうか惜しい!!

　だが、もし見えてしまっていたら。俺は何か卑ひ怯きような男として自分を責め続けることになっただろうし、理亜も知らない所で傷を負うようなことになっていたはずだ。

「……見えちゃいましたか？」

「いや、えーと。膨ふくらみはとても素敵だったが、ピンポイントなものが見えそうになる前にこうして自らを封印した」

「そ、そうですか……はぅ」

　困り切ったような、弱り切ったようなその声に、ああ、見なくて良かった。

　なんてホッとする。それは確かに見たかったが。というか見たかったが。

「……見たく、なかったんですか？」

　なんてことを言い出すんだこの妹は！

「は、はひっ!?」

「あ、その……すみません。兄さんは、私くらいの体ではやっぱり……」

「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや」

「わっ、十四回もっ!?」

「正直な話をすれば、それはもちろん見たかった！　っていうか、今でも本当は『チラっと見て、見てなかったことにして、後でムフフと思おうぜ』みたいな悪魔に打ち勝ったことをやや後悔しているくらいなんだっ！」

「は、はい……」

「だけど、こう……そんな不意打ちみたいなもので大事な体を見られてしまった理亜が、かなり悲しんだり困ったりするのは、俺はもっと嫌なんだよ。一時のエッチな感情だけで、理亜をそうやって傷つけたりは、したくないんだっ」

　まくし立てるように言う俺おれだったが。

　――ちょっと正直に言い過ぎた気がしなくもない。

「……み、見たかった、の、ですね……えっと……」

　理り亜あはぎゅうううう、と凄すごく自分の体、特に胸の辺りを抱き締めながら呟つぶやく。

　その顔はもう、耳まで真まっ赤かになっていた。

「あ、ありがとう、ございます……」

「うぐっ……」

　そこで感謝されるのもどうかと思うのだが。

　それにしても、そうか。こう、意識してしまうな、やはり。

　チラっ、チラっ、と何かを言いたげにしている理亜の視線がまたやたら気になる。なんというか、ここで「兄さん、見たいですか？」とか言われてしまったりなんかしてしまったりしたら、俺はもう断る術すべはなく色々とアレがコレでもう大変になるだろう。

　言われたいし、見たいし、っていうか見たくないわけあるかー!?　と内心どんどんキレるくらいに欲望マックスになりそうだったので、なんとか話題を逸そらすことにする。

「は、話を戻そうな、理亜。えーと……枕まくらでも抱っこしててくれ」

「は、はい」

　俺のベッドの枕を渡すと、理亜は赤い顔のままぎゅううと枕を抱っこする。

　うん。可愛かわいい。

　このまま清せい楚そ系妹キャラで俺にだけちょっぴりエッチ、みたいなままでいてくれ。

　ではなく。

「こほん。つまり、あんまりロアを信用し過ぎるのは危険ってことなのか？」

　なんとか真面目な方向に戻す。

「あ……はい。とは言っても、兄さんはそもそも誰だれかを疑うというのが苦手だと思います。特に女の子でしたら、疑うことなんて出来ない……というよりは、騙だまされてもいいとすら考えているでしょう？」

「ぐはっ」

　確かに。例えば一いち之の江えやキリカが何か企んでいて、そのせいで俺が酷ひどい目に遭あったとしても仕方ないような気がしている。今までに何度も助けてくれたっていうのもあるが、あいつらが俺を騙してまでやり遂げたいことがある場合、それを止めたりしたくないっていうのも俺の中では大きい。

　これは、仲間の誰かが何かをやり遂げたい！　という強い気持ちがあり、その為ために俺を騙すくらいの強い意志を持っているなら、それはそれでさせてやりたいっていう俺の矜きよう持じみたいなものかもしれない。

「いけませんからね。そうやって、すぐ……誰か別の人のやりたいことを優先するの。私は、兄さんがやりたいことを優先しないと嫌なんですからね」

　じーっ、と枕まくらごしに上目づかいで見られてしまう。

「うっ、すまん」

「本当に、すまないことなんですから。兄さんが兄さんのやりたいことをしないなら……その……私がどうして兄さんの物語になったのか解らないじゃないですか……」

　むー、とじと目で見られてそんなことを言われてしまうと、本当に申し訳なくなる。

　俺おれのやりたいこと。

　それを優先していいと言ってくれる、心強い味方が出来たことに今は感謝しないとな。

「ありがとな、理り亜あ。やっぱり理亜と一緒になれて良かったよ」

「いっ、いっしょに……!?」

　理亜の顔がさっきよりも真まっ赤かになってしまった。

　視線をうろうろとあっちこっちに彷徨さまよわせた後、やたらと潤んだ瞳ひとみで俺を見つめてくる。

　――一緒になれて良かった。ああ、そうか。なんかこう、それって。夫婦みたいだな。

「兄さん……あの」

　か細い声で、伺うように俺を見る。

「もう少し、そちらに寄っても……いいですか？」

「お、おう」

　妹が近くに寄るというだけだ。何もおかしなことなんてない。

　だと言うのに、俺の心臓はもうバックンバックンだった。

　そして、僅わずかに近寄って来る理亜。

　その瞳はとても潤んでいて……そのまま、じーっと俺の瞳を見つめている。

　頬ほおも、耳も赤い。そんな真っ赤な顔で見られてしまったら、俺だってドキドキする。



「私は……兄さんが、大好き、ですからね」



　あの時もしてくれた、告白。

　そう、それは兄と妹ではなく、男女としての気持ち。



「兄さんになら……触られてもいいと思っていますし。……その……見られても、いいと思っているんですからね……？」



　熱っぽい視線。なんだか熱い吐息が頬に当たったような気がする。

　そう、気がつけば理亜の顔は吐息が当たるほど近くにあった。



    

  









    
      「だから……兄さん」



　そのまま、枕まくらを離して俺おれに顔を寄せて来る。

　理り亜あの、柔らかそうでピンク色な唇が迫って来て……。

　物もの凄すごく、物凄く！　俺はその唇にキスしたくなった。

　この衝動は、今思い出すのも正直どうかと思うが、キリカのバスローブ姿を押し倒した時に目の前に広がっているであろう桃源郷への扉を開こうかどうか迷った時レベルだ。

「り、理亜……」

「ん……」

　そのまま目を閉じられてしまうと、それはもうすっかり臨戦態勢なわけで。

　このまま理亜と唇を重ねるとか、そのままもっと凄いことをしてしまうとか。

　そんな考えに至りそうになった――。

　正まさにそんなタイミングで。





　ドガン!!





「っ!?」

　その衝撃が、ホテル中に走ったのだった。
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　モンジくんがそんな妹さんとイチャイチャしているなんて知らない頃ころ。

　わたしは痛む胸を押さえながらベッドに寝転がっていた。

　今ではちょっとじわじわ痛むくらいで、激痛で大変！　という感じではない。

　どちらかと言えば、お腹が痛い時のギリギリした持続性の痛みに近い。

「うーん……」

　痛いのは我慢出来るのだけど。

　それ以上に気になっているのが……。

「誰だれか、いるのかな」

　わたしを見ている、視線がある。

　食堂の時からずっと、わたしのことを見ている誰だれかがいるのだ。

　それが誰なのかはさっぱり解らないけれど。

　なんだかとっても身近で。

　なんだかとっても遠い。

　そんな存在な気がしていた。

「変なの……」

　今まで感じたこともないような感覚だというのに。

　なのに、わたしは変に確信している。

　気のせいとか幻とかじゃなくて、わたしに身近だけど遠い誰かが、さっきからわたしのことをじーっと見ているのだ。

　さっき理り亜あちゃんと話したような嫌な視線じゃないからいいのだけど。

　とはいえ、ずっと見られているっていうのは気持ち悪い。

「うーん……」

　わたしはゆっくりと身を起こして、ベッドを降りる。

　何か飲み物でも飲もうかなーと思ったのだけど。

　不意に、窓の方を見るとガラスにわたしの姿が映っていて。



　――そのすぐ横に、白いワンピース姿の女の子がいた。



「っ!?」



　慌あわてて振り向いてみても、そこには誰もいない。

　ガラスには確かに映っているのに。





「やっとわたしに気付いたんだね、お姉さん」





　大きな帽子を目ま深ぶかにかぶって、顔は口元しか見えない少女。

　その口がニッコリと笑っていて、ちょっと寒さむ気けを感じる。

　どうしてだろう。

　わたしは、その子をとてもよく知っている気がする。

「と、いうことはもうすぐ目覚めちゃうのかもしれないね」

　目覚めちゃう？

　少女はクスクスと笑いながらわたしを見ている。

　視線の主はこの子だ。

　この、見られているだけで体を通り過ぎて、魂まで見られているような。

　そんな視線を投げているのはどう考えても彼女だった。

「あ、あなたは……？」

「私はヤシロだよ、お姉さん」

　ヤシロ。

　新たに生まれたロアに、Ｄフォンを配るための存在。

　その存在自体がシステムと呼べるような少女。

　だというのに、わたしは……。

　彼女がそんなものじゃないことを知っていた。

「ああ、やっぱり。もう気付きつつあるんだね」

　ヤシロがくすくすと笑いながら、帽子に手を当てる。

「だめ……」

　そう、ダメだ。

　わたしは、その顔を見てしまったらきっと。

「そろそろ、全部知って楽になりたいんじゃないかな、と思って」

「だ、だめ……っ！」

　わたしが止めるのも聞かずに、ヤシロはその帽子を取って。

　そして――。

「あ、あああっ！」

　わたしの口から、悲鳴がこぼれる。

　その顔は、わたしの知っている顔だった。

　いや、知っていて当然の、存在だった。

　何な故ぜなら、そこにいたのは。

「さあ、そろそろだよお姉さん。そしてお姉さんの中の、もう一人のお姉さん」

　そう、それは――。



「約束通り、破滅の未来を再開しよう？」





　八歳の頃ころのわたし自身だった。
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　ドガン!!



「キャッ!?」

「理り亜あっ！」

　いきなり発生した縦たて揺ゆれ。俺おれは慌あわてて理亜を抱き寄せると、そのままベッドに倒して覆いかぶさった。

「地震か……？」

「いえ、兄さん、これは……！」

　俺の体の下で理亜が深刻そうな声を上げる。

　直後、キィィィィィンとやたら頭に響く音が鳴る。

「『ロアの世界』です、兄さん！」

　理亜はもうＤフォンを取り出していた。この対応の速さ、そして切り替えの速さが我が妹を最強の主人公『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』たらしめているのかもしれない。

　俺も今の色っぽい雰囲気に大変名な残ごり惜しい気持ちと『危なかったー』という安堵を覚えながら、ポケットに入れてあったＤフォンを取り出して体を起こした。

「………………」

「兄さん？」

　体を起こした理亜の胸元がやたらと開いて乱れていたので、もう無言でそのまま俺がそっと直してしまうことにする。

「ひゃあっ!?　す、すみませんっ！」

「いや、うん。ごちそうさま」

「お、お粗そ末まつさまです……ではなくてっ」

「お、おう。確か、みんな二人部屋なんだよな？」

「はい、七しち里りさん以外はそのはずです」

　先輩が一人かもしれないのか。確か一いち之の江えとキリカが同じ部屋で、音ね央おと鳴な央おちゃんが同じだったというのは覚えている。

「七里さんの部屋には、私と同室のスナオさんが遊びに行くと言ってました」

　すっかり先輩に懐なついたんだな、スナオちゃん。先輩のお姉さんちっくな姿も見られるので、あれはとても和む光景だが。

「なるほど。後でスナオちゃんに連絡とってみてくれ。で、えーと」

　他ほかに単独になっていそうな人物は……。

　氷ひ澄ずみとラインがいないということは、ラインの相部屋の人がいないはずだ。

「ラインは誰だれとだっけか」

「アリサさんですね」

　なんか偉そうなロリ少女コンビか。その部屋に行けばどんな相手でもからかい尽くされそうな、ドＭの人にはとても楽しい部屋なのかもしれない。ゴクリ。

　ではなく。と、なるとアリサが一人の可能性があるわけだが、あいつはキリカに匹敵するくらいの魔女らしいし、放ほうっておいても上う手まくやりそうだな。

「とりあえず一いち之の江えたちに連絡をとってみる」

「はい。私もスナオさんとアリサさんに連絡してみます」

　理り亜あはそのまま俺おれの枕まくらを抱きかかえると、ドアの方へと向かった。互いの電話の声が交ざったりしないように離れたのだが、枕を抱き抱えたままな辺りが可愛かわいげを持っている。なんかもう、ホテルの枕とはいえそのままあげてもいい気になった。代わりに理亜の部屋の枕を貰もらったりすると、それはそれで気になって眠れないかもしれない。まあ、今日のところはクッションでも敷いて寝るとしようか。

　それにしても理亜の乱れた胸元。

「……ちょっと成長してるよな」

　そんなスケベ心は俺に落ち着きを取り戻してくれる。

「まずは一之江に連絡をしよう」

　やっぱりこういう時に頼りにするのはあいつだった。キリカへの連絡とも迷ったわけだが、さっきやたらといやらしい姿を思い出してしまったので、ほんのちょっぴり気が引けているというのもある。まあ、同じ部屋だしなあの二人。

　Ｄフォンの連絡先を開いて、さあかけよう、と思った矢先。



　トゥルルルル。



　と、逆に一之江からかかって来た。

「おおう、珍しいな。はい、もしもし」

『もしもし私よ。妹とのエロいイチャイチャはどうかと思います』

「見てたのかよ!?」

『うっわ、マジでしてるとは思いませんでした。うっわ』

　電話口の声が遠くなるくらい引かれてしまい、俺は何も言えなくなった。

「……ほんとにごめんなさい」

『マジで謝られても引いたままですが。犯罪ですからね』

「はい……マジで気をつけます……」

『よろしい。では、えーと。もしもし私よ。今、部屋にいるの。貴方あなたたちが何者かの『ロアの世界』に入ってしまったのは、キリカさんのおかげで掴つかんでいます』

「一いち之の江えたちは入ってないのか？」

『基本、招かれざるものは入れないのが『ロアの世界』ですからね。貴方たち『主人公』は比較的、招かれなくても入ってしまうことがありますが、それも特性というものです』

　そういう特性があったのか『主人公』ってのは。

　しかし、そうなるとこの『ロアの世界』を作り上げたロアは、俺おれたちを狙ねらったわけではなくて別の誰だれかを、という可能性もあるのか。そこに、たまたま俺たちも入ってしまっている、という状況なのかもしれない。

『というわけでもし私を呼ぶならいつもの強制召喚で呼んで下さい。移動が面倒くさいので。呼ばなくても解決出来そうならそれでも構いません。私たちは今、面白い映画を見ているので』

　のんびりし過ぎだろ。だが、その落ち着き過ぎっぷりは逆に安心出来る。キリカとも仲良くしているようだし、心配は要らないみたいだな。

「そっち側で何か解ったら連絡頼んでいいか？　ターゲットが俺たちなのか、別の誰かなのかも解らない状況だからな」

『構いません。こちらも映画が見終わったら対応してあげましょう』

　映画優先なのかよ、と思ったが。まあ、それでこそ一之江って気もする。何かあれば強制的に呼び出してもいいらしいしな。極力頑張ってみよう。

「そんじゃ、それで頼む」

『それでは、何者だったのか判明し、どんなロアなのかも把は握あくした後で、後はやっつけるだけだ、という頃ころにお呼び下さい』

　完全に移動やら相談やら対応やらをするつもりがない一之江であった。

　まあ、相手がどんなに強大な存在だったとしても、やっつけられるという自負があるからかもしれないが。

「解った。後でな」

『ええ。一応、大丈夫かとは思いますが気をつけて下さいね』

　珍しく気を遣うような言葉で電話を切られた。

　……なんだろう。さっきも二人で話してくれたりしてたし、ついに一之江もデレ期に入ったんだろうか？　いやしかし、あいつに限ってそんなものあるんだろうか。

「っと、後は……音ね央おと鳴な央おちゃんにも連絡をしないとな」

　そのままＤフォンで音央にかけてみる。

　コール音が一回聞こえたか聞こえないかの辺りで、その電話は繋つながった。

『もしもし!?　大丈夫なの!?　あんた一人!?』

「うおっ、元気だな」

『鳴な央おが、あんたが『ロアの世界』に包まれたって把は握あくしたのよ。なんでも『神かみ隠かくし』的な力で解ったんだってっ』

　異世界と異世界を繋いだりする能力を持つ『神隠し』だけに、こういう隔離された世界を把握するのは得意なのかもしれないな、鳴央ちゃんは。

「なるほど、とりあえず俺おれたちがターゲットなのか、別の誰だれかなのか解らない状況だから、これから調査に出てみるよ。音ね央おと鳴央ちゃんは問題ないんだな？」

『うん、あたしたちは何も問題ないわ。鳴央があんたを心配してるくらい』

「ははっ、サンキュ。鳴央ちゃんに元気だから安心してくれって伝えてくれ」

『言ってるんだけどね、この子ったら心配性なのよ……って、言わなくていいって言われたから、もう言わないでおくわね』

「おう」

　音央と鳴央ちゃんも仲良くやっているみたいで安心した。

　と、なると後は理り亜あが連絡を取っている二人か。

『ん？　俺『たち』って言ったわね？　氷ひ澄ずみでもいんの？』

「いや、実は兄妹の語らいをしていたところだったんだ」

『あー、明日の話を聞きに行くってさっき言ってたわね。手を出してないでしょうね？』

　ギクリ。

　うん、今回も我慢して何もしていないのは確かだ。

「出してないぞう」

『なんでちょっと嘘うそくさいのよ。いーい？　中学生相手は犯罪だからダメよ？　いくら理亜ちゃんが大人おとなっぽいからって、まだまだ色々若いんだからね？』

「う、うぐ、解ってるさ。大事な妹だしな」

『はぁぁぁ』

　凄すごいため息を吐かれた。

『ま、大事なって付けるんだったらちゃんと大事になさいね』

「ぅ、うむ」

　なんでこんなに呆あきれられたのかは解らないが。

「で、だ。音央は先輩のとこ向かってくれないか？」

『会長？　いいけどどうして？』

「先輩だけ一人の可能性があるんだよ。他ほかはみんな相部屋だけどさ」

『あー、そうね。そういえば会長だけ一人部屋だって言ってたわ。ＯＫ、今から行ってみるわね』

「頼んだ。こっちも何かあったら連絡する」

『はいよ。そんじゃ、そっちはそっちで頑張りなさいね』

「すまん、頼りにしている」

『いいわよ。もっと頼られるようになりたいんだしね、あたしたちは』

　音ね央おは笑いながら電話を切った。

　もっと頼られるようになりたい。それは……理り亜あと対たい峙じしていた時にもひしひしと伝わってきたものだった。そして多分、鳴な央おちゃんも同じことを考えてるのだろう。

「二人には充分助けられてるんだけどな」

　思わず独りごちると、理亜がパタパタとドアの方からやってきた。

「兄さん、連絡が終わりました！」

「どうだった？」

「はい。スナオさんは部屋で寝てたそうです。今から私の服を持って合流させます」

「そうだな」

　いつまでもパジャマ姿ってわけにもいくまい。

「とりあえず俺おれたちが『ロアの世界』の中にいることは伝えた。先輩のことは音央に頼んでおいた。そんな感じ」

「了解です。では、頑張りましょう兄さん」

「ああ」

　理亜と共に、頷うなずき合う。





『主人公』兄妹、初の共同戦闘だった。



    

  
    
      

◆第十七話：‥“〝管理人”〟のロア・その三



◆2010-07-10T023:30:00?　"???"

◇View Side:Site Manager◇





　わたしは闇やみの中にふわふわと浮かんでいた。

　何も見えない。何も感じない。ただふわふわと、ただ揺られるままに過ごす。

「えーと？」

　どうしてこんな所にいるのかが解らない。

「何もないね？」

　耳の奥、頭の中からヤシロの声が聞こえる。

　Ｄフォンを配り歩く役を任されている存在。わたしのように『管理人』を任されたモノと近しい何か。これが別の子だったら、わたしみたいに誰だれかの代わりにその役職を得たのかもと思ったのだけど。

　その姿がわたしそのものである以上、結局はわたしに返って来る問題なんだろう。

「ここは夢の中？」

「そうだね。お姉さんの意識の底だから、夢って言っても構わないと思うよ」

「意識の底？　つまり、寝ちゃってるのかな？」

「似たようなものだね。起きられるかどうか解らないけれど」

　その言葉を聞いて、背中にゾクッとした冷たいものが走った。

「なんかね、ヤシロ。あなたがわたしだから話しちゃうんだけど」

「うん、なあに？」

「わたし、なんにも知らないんだな、って」

「仕方ないよ。そうしなかったら、このタイミングまでもたなかったんだもの。そうしないと、１９９９年に全人類は滅亡しちゃっていたし。お姉さんも消えちゃってたんだから」

「……わたしの記憶を消さないと、そうなっちゃったってこと？」

「うん。大体そんな感じ」

　アバウトな返事だなあ、とちょっと笑ってしまう。

　わたしが『知らない』というのが大事なことだったみたいだ。

「さっき、破滅の未来って言ってたけど……」

「元々、お姉さんとわたしはそういう約束でひとつになったんだよ？」

「ふぇっ、そうなの!?」

「うん。お互いに、それが存在意義だからね。わたしもお姉さんも、この世界を破滅させないと消えちゃうの」

　そんなことをさらっと言われても困る。

　わたしは……結構今の生活が気に入っているし、これからもこの生活で過ごしていくつもり満々だった。確かに、自分が消えるのは嫌だけど。消えない為ために世界を壊してしまったら、その先を生きる自信があんまりない。

「世界が消えちゃったら、こんなふうになるのかな」

　真っ暗で、何もない場所。

　きっと、ずっと一人で。何もないまま停滞し続ける世界。

　一人は嫌だな、と思ったばかりだし、空の広さ、海の綺き麗れいさ、みんなの笑顔の明るさを知って嬉うれしいと思ったばかりだから……ここは本当に、嫌な場所だった。

「お姉さんは、すっかり今の世界が好きなんだね？」

「そうみたい。そんなに自信なかったんだけどね」

『管理人』なんて立場になって、ちょっと偉そうになっていたのかもしれない。

　観測者を気取って、他ほかの物語たちを下に見ていたのかもしれない。

　世界がどうなるかなんて、わたしじゃなくて……それこそ『主人公』たちが考えることだ、なんて思っていた。だから今こうして、色々と突きつけられて初めて『どうしよう』なんて怖くなっちゃってるんだと思う。

「そろそろ、ちゃんと思いだしてみる？　お姉さん」

「その方がいいのかな。思い出したらどうなっちゃうんだろ」

　知っているわたしが生まれて、知らなかったわたしが消える。

　それは怖いことのような気がする。

「このままずっとここにいてもいいけどね」

　だけど、このままここにいるのは嫌だった。

　このままここにいると……色々なものを見たい、とか。欲しい、とか。そういう気持ちも全部なくなっていく気がしちゃうから。

　わたしはもっと、色んなことがしたいし。

　それに――彼にもちゃんとお返事をしなくちゃいけない。

　そんな彼の照れたような笑顔を思い出した時、胸の奥に熱い炎が灯ともった。

「明日はスキューバダイビングの予定だから、早くここから出たいかにゃ？」

　なんて口に出来たのはちょっと強さを貰もらえたから。

　彼の諦あきらめない、明るさを闇やみの中の光に出来たからだ。

「うん、じゃあ……賭かけてみようか。あのお兄さんに」

　ヤシロはわたしの姿をしてるだけあって、わたしの心は見透かしているようだ。

「お姉さんの記憶で答えていいからね。お姉さんが元管理人からメールを受け取った頃ころ、お姉さんたちは一体、何の話題で盛り上がっていたか覚えてる？」

「え？　ええと……」

「１９９９年７の月の頭はとっくに過ぎていたよね。お姉さんたちみたいな都市伝説好きな子たちはとっくに『ノストラダムスの大予言』から目を離して……ううん」

　ヤシロは目を閉じてふるふると首を振り。

「『実は』ノストラダムスの大予言はこれだった！　って話で盛り上がってたはず」

「そう……だね」

　そう。

　わたしのサイトの、掲示板もチャットも一番盛り上がっていたのは予言で言われていた７の月だった。六月三十日の深夜に、みんなでチャットに集まってその日付が変わる瞬間を待ったり。その時に何もないのを知ると、今度は七月の三十一日まで、毎日毎晩みんなで集まって今か今かと話題にしたりしていた。

　だけど、結局何も起きなかった。八月に入った頃には……いや、もう七月の内に、もう次の話題に移っていたのだ。

　本当は計算した日が違う、とか。旧暦で換算すると何年の何日だ、とか。

　でも、あの時に一番盛り上がった『大予言』の話題は……。

　そう。



「『２０００年問題』？」

「そういうこと」



　ヤシロはニッコリと笑って、満足気げに頷うなずいた。

　そしてその『２０００年問題』という言葉は、わたしを否いや応おうなしに怖がらせる。

「『２０００年問題』。全すべてのコンピュータが狂うとまで言われ、テレビとかマスコミまで大騒ぎになった大問題だね。実際に壊れたパソコンもあったらしいし。子どもから大人おとなまで万まん遍べんなく信じるに値する、オカルト好きじゃなくても話題にした噂うわさだった」

「う、うん……」

　そしておぼろげながら。

　わたしは思い出し始めていた。

「当時、『２０００年問題』のスタートは……とあるサイトの管理人の少女が流した噂だ、っていう話があったよね？」

「……うん」

　そう、そうだった。





　わたしたちは、１９９９年の七月に入ったばかりの時、何も起きなかったことにがっかりしていた。だって、本当は何かが起きていて、しかも怖いバトルになっていたなんて知らなかったからだ。

　だから、もっと盛り上がれる破滅の都市伝説を探し始めていた。

　わたしも学校で聞いたり、本をもっと読んだりして調べまくっていた。

　そんな折……その噂うわさは、なんとお父さんからもたらされた。

『実は２０００年ピッタリになると、色んなコンピューターが壊れてしまうかもしれないんだ。三桁で演算していたものが、２０００という数値を認識しないという可能性があってね』

　お父さんは凄すご腕うでのプログラマーだからこそ、その問題に凄すごく早いうちに気が付いていた。なんでも、お父さんやお母さんにしてみるともっと前から困っていた話題だったっぽくて、難しい会議や対応に追われていたらしい。

『どういう困ったことが起きるの？』

　あの頃ころのわたしの問いに、お父さんは脅おどかすみたいに教えてくれた。

　機械で制御していたものがいきなり壊れるかもしれない。機械が暴走して、凄い大事故が起きてしまうかもしれない。もしかしたら、怖いミサイルだって発射されてしまい、世界中に降り注いでしまうかもしれない、と。

　わたしは不謹慎だけど、とっても心が躍った。

『ノストラダムスの大予言』みたいに曖あい昧まいな予言ではなくて。

　その『可能性』は、とても身近に感じられるものだった。

　だから、わたしは早速、それをサイトに掲載した。

　そしてそれはみるみるうちに新しい『破滅の予言』として広がり。

　その情報を公開したわたし自身も、瞬またたく間に知られるようになった。

　あのサイトの『管理人』こそが『２０００年問題』を広めた人物である、と。

　むしろ、その管理人こそが……。





「あ、あれ……？」

　今まで、そんなこと思い出せなかった。だけど今は、さらりとあの時のことを思い出すことが出来る。

「え、えっと……」

　ズキッ、と頭が痛くなる。

　ヤシロの声は、そんなわたしの頭の痛みにえぐり込んで来るみたいにさらに響いた。

「『８番目のセカイ』の『管理人』とか。『Ｄフォンを配る少女』っていうのは、とても強力な力を持ったロアかハーフロアが継承するものなの。それこそ、世界中のロアが見るものだったり、使うものだったりするからね」

「……え？」

　ドクンッ。

　わたしの心臓が強く跳ねて、そのまま頭痛に響いた。

　ヤシロの声が痛い。胸に、頭に、心に響く。

「元『管理人』はそこで考えた。『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』レベルのロアを封じるには、世界中の人々に信じられるレベルの新しい噂うわさじゃないといけない。そこで丁度……その頃ころ現れた『２０００年問題』の噂があった。だから、元管理人の彼女は『ノストラダムスの大予言』を『２０００年問題』に書き換えてしまうことを考えたの」

　ヤシロの声がぐわんぐわんと頭の中で響く。痛む箇か所しよを揺すられて、さらに傷を悪くしているみたいな気持ち悪さ。

「そして……その作戦は上う手まくいったの。八月に入った頃、力を失い始めた『ノストラダムスの大予言』は、次の機会……『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』になって世界を破滅させるという説得に同意した。『そんなものは破滅の引き伸ばしでしかないよ。破滅の予言は絶対に終わらないからね。人類がいる限り、私は絶対に何度でも現れるよ』って言ってね」

　ヤシロの言葉が届く度たびに、わたしの中で心臓が激しく跳ねた。

　どうして、わたしに関係のないはずのその言葉が、こんなにも動どう悸きを激しくするのか。

　どうして、わたしはこんなにも……その先を聞きたくないと思っているのか。

「『２０００年問題』のロアの方がそれに同意したのか、それとも知らないうちに勝手に封印されたのかは解らないけどね。元管理人さんは自分の命を賭かけた、最期の仕上げとしてこう……『２０００年問題』のロアに告げたの」

　ヤシロは間を置いて。

　その言葉をゆっくりと告げた。



「『“〝８番目のセカイ”〟という名を引き継いでくれませんか？』」



「っ!?」

　その言葉は。

　わたしが貰もらったメールのものだ。

　でも、それはおかしい。

　だってわたしは……。

「どういう、こと？」

　わたしの声は震えていた。

　自分自身が別の何かだと言われているみたいで、気持ち悪さがあった。

「時間が経てば消える、っていうロアじゃないからね、大予言っていうのは。今でも『実はあの大予言は何年のことだった』とか『本当の予言はこれだった！』とか続いてるもの。信じられ過ぎた都市伝説は神みたいなものになる。信仰レベルで信じられるんだね」

　神になるロア。それはわたしがずっと気になっていたロアの進化だった。

　女神、聖女と呼ばれる存在だっているのだから、いずれは神話になるロアだっていておかしくない。むしろ、本当はもっといたのかもしれない。

「でも、それだと……わたしは……」

　そう。わたしは元々『管理人』だったわけじゃない。

『管理人』が彼女の言う通り、強いロアに引き継がれるものだとしたら。

　わたしはもっと別の何かだったから、引き継いだ形になる。

　と、いうことは――。

「わ、わたしは……つまり……」

「そういうこと。お姉さん自身が『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』のロアなんだよ」

　ヤシロにきっぱりと言われても。

　――そんなことを言われても、わたしには全く自覚がない。

　わたしはただの『管理人』。普通の、ちょっとネットに精通した小学生がなってしまった『８番目のセカイ』の『管理人』なだけだったはずなのに。

　でも。

　だったらどうして。

　こんなにも胸が苦しくて、めまいがして、頭が痛くて……とても苦しいんだろう？

「事実を伝えても思い出せないなんて、元管理人さんの呪のろいは凄すごいなあ……。あの子、とっても強かったしね。私もすっかり『こう』なっちゃってるわけだし」

　思い出せないようになっている『呪い』？

　つまり、わたしは自分が『２０００年問題』のロアであることを忘れさせられていて。

　そしてそのまま、のうのうと過ごして来たということで。

「だから、七しち里り詩し穂ほお姉さん。貴女あなたは本来、世界を破滅に導く因子があるロアなの。この闇やみの世界は、お姉さんの見ている破滅の形。つまり――これが、お姉さんがもたらす破滅の世界なんだよ」

　何もない闇、何もない世界、何もかも消え去った絶望の居場所――。

「……そんな……」



　ピンポーン。



　その時、この世界に聞こえるはずのない音が聞こえた。

「会長！　ちょっといいですか？」

　あれは、音ね央おちゃんの声。

　でも、どこから聞こえて来ているんだろう？



「はい、大丈夫ですよ」



　っ!?

　今の返事。

　わたしがしたものじゃなかった。なのに、返事をしたのはわたしだった。

『わたし』はここにいる。

　じゃあ、今音央ちゃんに返事をしたのは……？

「お邪魔しますね」

　ダメ、音央ちゃん、なんか今のわたしは、危ない!!

　わたしじゃない誰だれかが、わたしの代わりに『わたし』になっているような。



「いらっしゃいませ、音央さん、鳴な央おさん。そして……」



　その『わたし』が、とても喜んでいるのが解る。

　そう、わたしには全すべて伝わっていた。彼女は……。

　――だったら……！



「ね……っ、うっ!?」



「わ、会長、どうしたんですか？」

「とても、具合が悪そうですけど……」

　わたしは『わたし』の意志の力、全てを使ってなんとか。

　せめて一言だけでも……！



「逃げて――!!」



　その言葉を二人に告げるのに精神力の大半を使ってしまったわたしは。

　そのまま――闇やみに意識ごと包まれるのだった。
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　ホテルの部屋を出る前には、理り亜あは着替えを終えていた。

　ちゃんとした服を着て、リボンも頭に着けている。さっきの姿が隙すきだらけだったのに対して、既に凛りんとした『主人公』の顔立ちになっていた。

「アリサさんとは連絡が付きませんでした」

「そうか」

　今回の件に関かかわっているのかいないのかは解らないが、アリサという魔女がいないというのは心に留めておこう。

「しかし……」

　ホテルの部屋を出た俺おれたちは辺りを見回して眉まゆをしかめていた。

　内装ががらりと変化していたからだ。

　ついさっきまではシックでシンプルなお洒落しやれ空間だったのに、今はまるで何十年、何百年も過ぎたかのようにボロボロになっている。

　完全に廃はい墟きよの中。それが今のこの場所だったのだ。

「うわっ、凄すごいっ！　『ロアの世界』の中だとボロボロなのねっ」

　スナオちゃんがしきりに驚きながらきょろきょろしている。

　そんな彼女を眺めながら、俺は『気配』を頑張って探っていた。

　上の方から生暖かい風のようなものを感じる。その体感温度みたいなもので、熱く感じる『方向』というのを探り、気配の場所を探ってみた。

「上の方が……熱い気がする」

　と、指を差した方向にスナオちゃんが頷うなずく。

「へー、凄いじゃない！　気配の感知なんて、結構慣れないと出来ないのに」

「理亜はまだ出来ないのか？」

「はい。私のロアは多分、そういったロア的な感覚や身体能力はそれほど発達しない、ということなんだと思います」

「その代わり、使える能力が破格ってわけよ、マスターはっ！」

　スナオちゃんが嬉うれしそうにスリスリと理り亜あにくっついている。

　その姿はとても愛らしくていいのだが。

「あれ、大丈夫なのか、理亜？」

「我慢すれば割と」

「我慢されてた!?」

　そう、理亜は我慢しないと人に触られるのを極端に嫌う体質なのだ。

　むしろその回避力は第六感レベルまで強化されており、自分が意図していない方向からの接触であっても体が自動的に回避するほどだった。

『女神』とか『聖女』の持つ、不浄なものが触れられない能力であるというのがその説明らしいが……。とりあえず俺おれやスナオちゃんに対しては、理亜が我慢してくれれば触れられるというもののようだ。

「それにスナオさんに触れていると、彼女の感覚の一部を共有出来ますから」

「うんうん、マスターとわたしは今、一心同体みたいなものよ！　あんたなんかに邪魔させないんだからねっ！　べーっ！」

　スナオちゃんが可愛かわいらしい舌を出して俺を牽けん制せいする。

　一応、スナオちゃんも俺の物語の一部なわけだが。

　まあ、そういうのを関係なくこうやって仲良く（？）やれているなら問題ないか。

「理亜にピンチが来ないよう、がっつり守ってやってくれ」

「はいよ、任せといて！」

　あの赤いマントで包み込むことで、理亜をあらゆる外敵から守るという能力も持っている『赤マント』のロア。その実力がどれほど高いのかは、俺もとっくに知っていた。理亜自身の回避能力と、スナオちゃんの赤マントさえあれば、とりあえず理亜の身を心配する必要もないだろう。

　俺は俺で、ようやく『気配』みたいなものが感じられるようになったおかげか、辺りには何もないっていうのも理解出来ていた。もっとも、いきなり襲いかかられた時にどんな『反応』になるのかまだ解っていないので、警戒は必要だったが。

　歩いていると気配がどんどん濃厚になる。

　エレベーターなんて動いていなかったので、当然非常階段になるわけだが……階段というのは『上から流れてくる空気』というものが解り易やすくて、余計にこの『ロアの世界』の中心が上にあることを悟らせてくれていた。

「上って、さっきの大食堂と？」

　ゆっくり階段を歩きながら尋たずねる。

「大食堂の上に、ロイヤルスイートルーム等のある階がありますね。七しち里りさんは個人部屋でその部屋をいくつか用意していたみたいですけど」

「みんなは相部屋の方がいいって選んだのよ。だからシホだけがロイヤルなわけ」

　詩し穂ほ先輩の部屋がある、のか。

　濃密な『気配』に、俺おれはさらに不安が増す。

　音ね央おはどうしただろうか……？

　無事先輩を確保して、守ってくれていればいいが。

「ありゃ」

　スナオちゃんが階段の上を見て声を上げた。

　見れば、上に続く階段が完全になくなっている。

　代わりに、ボロボロの……どこまでも続く吹き抜けがあった。

「飛べば行けないことはないんだが、この吹き抜けの方からは気配がしない」

「空間が歪ゆがんでいるのかもしれませんね」

　さらりとそんな用語を口にする理り亜あに内心驚いたりしつつ。

　俺らは、手近な階――大食堂のある階に出た。

「うわぁー……」

　そこも空間が歪んでいるのか、左手に大食堂の入り口はあるのだが、右側は壁も何もない、暗黒の空間になってしまっている。

　そして、目の前の廊下は――やたらと長くなっていた。

　さっきの階段からこれより上に行くことは出来ないし。行くならこの果てしなく長い廊下を突き進まないといけないということのようだ。ここまで奇妙にダンジョンっぽい作りになっている『ロアの世界』は新鮮だった。今後はゲームで『ここから行けそうなのになんで行かないんだ』という考えはなるべく持たないようにしよう。

「わたしは、この廊下の先から『気配』を感じるんだけど」

「奇遇だな。俺もこの先からビンビン感じる」

　その『ロアの気配』もビンビンに感じられていた。首筋がチリチリして頭の中に熱を送り込みまくり、とにかく『危険だ！』と知らせるかのような感覚。あんまりこの場所にいちゃいけないばかりか、近付けば近付くほど生命を危険に晒さらすと理解出来る、本能的な直感とでも言えばいいのだろうか。正直な所、気乗りがしない。

「ここにロアがいるのは間違いないようですね」

「とびっきりのヤツがね！」

　気配は解らないと言っていた理亜も何かを感じているのだろう。スナオちゃんの感覚を共有して、それを感じ取っているのかもしれない。見ればどこか青ざめて見えるし、スナオちゃんも口元は笑っているが汗が額ひたいに浮かんでいた。

　気配が解るようになった俺は確信する。これは圧倒的過ぎる。

「スナオちゃんよ。こいつはヤバいんじゃないか？」

「そ、そうね、わ、わたしにかかれば、らくしょー、なんだけど、ねっ」

　解り易やすいくらい声が震えているスナオちゃんだった。名前通りの子なんだな。こういう子がいてくれるだけで、少しは安心出来るから助かる仲間だ。そして、戦ったことがあるから解るが、スナオちゃんはいざという時の行動が運を呼び込む要素も兼ね備えている。理り亜あたちと戦ったあの時、役に立たないはずのスナオちゃんがアリサと一緒にいてくれたおかげで、理亜たちを傷つけずに済んだのだから。

「じゃあ、行くか」

　と、足を進めたその瞬間だった。



　キィィィン！



　突然甲かん高だかい音がして、目の前に巨大な黒い『穴』が生まれる！

「うわっ、これは!?」

　スナオちゃんが理亜を庇かばうようにして立ち、俺おれはさらにその前に立つ。

　だがこの穴とその『気配』には覚えがあった。これは……。

「鳴な央おちゃん!?」

　その穴から、ふらりと鳴央ちゃんが倒れて来たので、俺は慌あわてて受け止める。

「『神かみ隠かくし』ですか？」

　理亜が鋭い視線を穴に向けるが、その穴は鳴央ちゃんを吐き出すと消えてしまった。

「あ、う……モンジさん……」

　鳴央ちゃんは額ひたいに大量の汗を浮かべつつ、支える俺の手を掴つかむ。

「すみません、音ね央おちゃんが……っ！」

「音央？　あいつに何かあったのか？」

「はい、詩し穂ほ先輩の所に向かいましたら、もの凄すごい力が押し寄せて来まして……うくっ」

　鳴央ちゃんの整った顔が、苦しそうに歪ゆがんでいる。怪け我がでもしているのかと思ったけれど、服はどこも乱れたりはしていない。

「どうしたんだ、鳴央ちゃん？」

「すみません……この『ロアの世界』は怖い、所ですね」

　なんとか俺の手を支えにして立ち上がりながら、鳴央ちゃんは口にする。

「うぐっ……なんかちょっと、嫌な空気凄いわよここ……」

　理亜を庇うように立っているスナオちゃんが、その愛らしい目を歪ませてぼやいた。その表情にはいつもの明るく強気な色は浮かんでおらず、青ざめて見える。

「はぁ……ん……」

　深呼吸をして立つ鳴央ちゃんも、手を握り締めて立つスナオちゃんも、かなり何かを我慢しているのは確かに見えた。

「……モンジさんと理り亜あさんは？」

　鳴な央おちゃんに言われて、俺おれと理亜は顔を見合わせる。

　確かに息苦しいくらいに重い気配は感じているのだが、スナオちゃんみたいに青ざめたりするほどではないし、鳴央ちゃんのように汗だくになるわけでもない。

「兄さん。ハーフロアにのみ感じられる何かでしょうか？」

「その可能性は……」

　あるな、と言いかけた所で。

「モンジさん！」

「マスター！」

　真っ先に動いた二人。鳴央ちゃんは俺を押し倒すかのように飛びついてきて、スナオちゃんは理亜を赤いマントで一瞬で包んで消えていた。

　その直後。



　ズガアアアアン!!



　倒れた俺の頭上を青白い光の砲撃が通り過ぎる！

　ちょっとでも触れれば全すべて消し飛ばされそうなほどの強力な光の帯。

　――今のは――。

「アリサの砲撃!?」

　バサッ、とマントを翻して現れたスナオちゃんが廊下の向こうを見み遣やる。俺も鳴央ちゃんの柔らかい体の感触を楽しむ間もなく、そちらを見た。

　そこには、薄うす暗くら闇やみの中に……確かに、巨大な銃を構えている銀髪少女の姿が見える。ただ、その姿はあくまでシルエットなせいか、不思議な違和感がある。

「アリサさんっ？」

　理亜が声をかけても、その人影はまるで反応しない。まるで、アリサであってアリサではない、影みたいな存在がそこにいるように見えた。



　ピピピピピピピピピピピッ!!



　その時、俺のＤフォンが鳴り響いた。

　ポケットから取り出そうとして……。

「ひゃんっ!?」

　ぽよん。

　やたら柔らかい感触が俺おれの手いっぱいに広がった。

「ごめん、鳴な央おちゃん、わざとじゃないんだ！　わざとならもっと堪たん能のうする！」

「わ、解ってますから、早くっ！」

　泣きそうな声で言ってくれる鳴央ちゃん。ほんとすまん。

　こう、なんだ。こういう緊急事態じゃなかったら感動と余よ韻いんを味わいたいところなんだが、悔しいことに今は一秒が惜しい。真面目にやるので、そこで超冷たい目で見ている理り亜あよ、だから勘弁してくれ。

「っ、もしもし!?」

『よう、ハンドレッドワン。上う手まく避よけたようで何よりだな』

「あれ、アリサ!?」

　アリサからの電話に驚いて、俺はすぐにスピーカーモードにした。

　これであちらの声も理亜たちに聞こえるはずだ。

『そう、私さ。んでもって、そこにいるのも実は私っぽいぜ』

　人影は電話をしている様子はない。こちらの出方を窺うように、或あるいはあの銃にパワーを溜ためているかのように、じっとしている。

『そっちの『ロアの世界』にはどうやっても入れないんで、キリカと合流して調査したり対策を練っていたんだが、こいつはとんでもないヤツが目覚めたっぽいぜ？』



    

  
    
      



    

  
    
      「なんだ、どういうことだ？」

『おっと、そっちの私のパワーが溜たまったみたいだな。いくら偽物とはいえ、そいつは私のデータで出来ている。とりあえず避よけな!!』

　言われた瞬間。

　スナオちゃんは再び理り亜あを赤マントで包んで消え、俺おれは横に開いていた大食堂の方に、鳴な央おちゃんを抱えてゴロゴロと転がり入った。



　ズガアアアアン!!



　青白い光の帯が、そのまま廊下を通り抜けていく。

『いやあー、我ながらヤバイなー。あんなの喰くらったらお前さんたちはひとたまりもないな、わははっ。流石さすが私だぜ』

「流石なのはとっくに知ってるから。アレはなんなのか、っつー話だよ！」

『厄介なコンボが成立したんだ。ロアとロアの相性が最高だった、みたいな。だから通常出来上がるはずのない『ロアの影』が生み出されたわけだなこりゃ』

「コンボって」

　よく解らないが、やたらレアな事象であいつが生み出されたのは確からしい。

『ま、威力は私そのままだが、魂の篭こもってない一撃だからな。私という頭脳がないバグった状態では単にお前さんたちにひたすら砲撃をぶっ放すくらいしか能がないだろうよ』

「バグ？」

「まさか……」

　俺の下で、髪が扇形に広がって……なんか、俺が押し倒したみたいになっている鳴央ちゃんが、頬ほおを染めながらもシリアスに会話に参加してくれる。すまん、もうちょっとそのままで我慢してくれ。ついでに、ごちそうさま。

「操られているわけではないんですね？」

　廊下の方で、アリサに質問する理亜の声が響いた。

『ああ。私の本体はホテルの一室でまったりしている。だが、そいつらは意志がないだけでロアとしての能力はピカイチのままなんだ。何せ『８番目のセカイ』に記載されているロアのデータが具現化したモノだからな。だから『影』なのさ、私たちの』

「『８番目のセカイ』のデータが？　なんだってそんなことに」

「詳しい話は端は折しよるが、つまりお前さんを狙ねらってるのはそこの『管理人』ってことさ」

『８番目のセカイ』の『管理人』が？

　なんでいきなり、そんな凄すごそうな人に狙われるのかが解らなかったが。

　カツン。

　その時、大食堂の中に誰だれかの足音が響いて、嫌な予感が一気に湧わいた。

『あちゃー、やっぱりか。その話は後だ、そっちに集中した方がいいぜ』

「そう……みたいだな」

　あんまり見たくないなーと思いながら音がした方を見ると。嫌な予感通りの存在の、綺き麗れいで肉感的で美お味いしそうな脚がスカートから伸びていた。直後。

『モンジ君！　そこに、私の影もいるから、気を付けて!!』

　アリサとの電話から割り込んで聞こえてきた声の主。



　キリカのシルエットが、大食堂の窓際で月明かりに照らされて存在していた。
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「なんでアリサの影がわたしたちを狙ねらうのよ!?」

　私を赤マントで包みながら、スナオさんが戸惑った声をあげていました。

　無理もありません。今まで、こんな風ふうに彼女と戦うことはなかったのですから。

　ですが。

　先ほど兄さんに注意した通り。

　私は、仲間が『操られる』という可能性も考えていました。

　なので、比較的冷静な対処を心がけられるコンディションになっています。



　ピロロロロロロロロ。



　と、私のＤフォンが鳴りました。私はポケットから取り出した耳に着けるイヤホンを装着し、その通話ボタンを押します。今時のＤフォンは最新版だから、こうして特別なイヤホンなら受信出来るんだぜ、と作ってくれたのが、他ほかならぬアリサさんでした。

　彼女の魔術は『錬金術』と呼ばれるものらしいので、こういう小道具作りの方が得意との話です。魔術には色々なジャンルがあるものだな、と思います。

『ってなわけで、私はこっちに電話することにしたよ』

「あちらにも誰かの影が現れたようですしね。おそらく、キリカさんですか？」

『ご名答。お前さんには別の名前の方が解り易やすいかもしれないらしいな？』

　そう。兄さんが頼りにしている『キリカ』という魔女は、かつて私とも因縁のある魔女でした。その時は名前も姿も違っていたのですが、今は『キリカ』でいいでしょう。魔女の名にはさほど意味はありません。

　大食堂の中で、頼りの『魔女』の影と戦わなければいけない兄さんは心配ですが、あちらには隠したり隠れたりするのが得意な『神かみ隠かくし』がいます。本当はあんなにセクシーな体つきで、でも大人おとなしそうな雰囲気で、さり気なく兄さんを誘惑しまくりそうな方と一緒にいさせるのは気が気でないのですが。

　悔しいですが、今はこの状況をなんとかしないといけません。

「兄さんとの会話は聞こえていました。あのアリサさんはやっつけてもいいんですね？」

『リアは容よう赦しやなくやると思ったけど、出来れば穏便にやっつけてくれると助かる。影とはいえ、私の『８番目のセカイ』にある『ロアのデータ』そのものでもあるんだ。やっつけると、私たちの『ロア』としてのデータも世界的に壊されるかもしれん。そうしたら私たちはある意味死亡だ』

「善処するつもりですが、容赦はしません」

『だよなあ。それでこそ私のマスターだ。ふー』

　呆あきれたような、諦あきらめたような吐息が耳から聞こえて来ました。

　まあ、手加減してなんとかなる相手じゃないことは、他ほかならぬ私が一番良く知っているわけですが。それにしても、まさかこんなに早く『魔女』と対決することになるとは。

「とはいえ、所しよ詮せんはデータから作られたものなのでしょう？」

『ああ。食堂にいるヤツにも聞こえるように言うが、つまりそいつらは私やキリカみたいな『ロア』の部分がバグっちまって勝手に行動してる状態だ。私の意志とは無関係に、敵っぽいヤツに向けてぶっ放すように出来ているってわけさ』

「えーと。アリサはこっちの状況って見えるの？」

　スナオさんは私の肩を抱きながら、油断なくアリサさんの影を見つめています。今は流石さすがに我慢しなくても彼女のその手を受け入れていました。それは、頼れる『相棒』の手だからです。

『実はまるで見えない。が、なんせそこにいるのも『私』だからな。そいつのことを感じ取ったりはなんとか出来るみたいだぜ』

「うんうん、なんとなく解ったわ！　じゃ、あいつはやっつけちゃっていいのね！」

『ははは、チームメイトもマスターも、私の仲間らしく物騒で素敵だなあ、おい。よし、私本体が許可する。とっととやっつけちまってくれ』

「はいよー！」

　スナオさんはやる気満々でしたが、私はちょっぴり気が引けていました。仲間だからというのはもちろんあるのですが、この先にいる『アリサさんのデータ』を狂わせた……アリサさん風ふうに言うとバグらせた存在との戦いに余力を残さないといけないからです。ここで『魔女』をやっつけてしまうと、その先の戦いで魔女を使えないということになります。

　――なので、最良の手はその敵である存在を先に叩たたくことなのですが。

　その敵を倒す為ために、魔女がいてくれると助かって。その魔女を救う為には、その存在をやっつけないといけない。これは決定的な矛盾でした。

「私が『千の夜話アルフ・ライラ』を使って足止めをしている間に、スナオさんがあの銃を抑えこんでしまう、という作戦で参りましょう」

「わっ、敵の前で作戦会議しちゃっていいの？」

「あのアリサさんの体に知性が存在しないのなら、大丈夫ですし――」

『まあ、知性担当はこっちにいるしな』

　そう、だからあのアリサさんは単に銃を放つだけの銀髪の少女で。

「私は最悪、アリサさんの影を倒せないまでも、ここで足止めをすればいいはずなんです。……不本意ですが」

「うん？」

　ここでは大食堂での動きも、なんとなく聞こえて来るから解ってしまいました。

　兄さんと鳴な央おさんが、どんな決断をしたのか。それは私としては受け入れ難い戦略でしたが、そういう流れになってしまったのならこちら側の私も行動するしかありません。

　……後で兄さんを叱しかろう。

　本当は、ずっと一緒にいたい。アリサさんの影も、大食堂のキリカさんの影も倒して、二人で『主人公』として敵に挑みたい。そんな気持ちには仕方ないので蓋ふたをします。

「ともあれ行きますよ、スナオさん」

「う、うん！　ＯＫよ！」

　スナオさんが私の体を赤マントで包み込みます。

　すると、そこは暖かくて柔らかい、気持ちのいい布に包まれたかのような心地良い空間になりました。『赤』という色も光の無いこの世界では目に痛くならず、あるのは安らぎと僅わずかな寂さびしさだけです。

　とはいえ、そこに『スナオさんがいる』という気配はずっとあるので、その寂しさだって気にならないレベルでした。そう、彼女はいつだって、私のすぐ側で私を包んでくれているのです。

　――守る為に。

　だから、私は安心してその言葉を紡ぐことが出来ました。





【その魔女が最後の予兆を語ったのは、全すべてが終わった後のことでした】





「――!!」

　おそらくアリサさんの影であろうものが苦しむ気配と。

『ぅぐっ……！　や、やっぱり私の『夜や話わ』もとっくに押さえてやがったか……！』

　苦しそうなのにどこか楽しそうなアリサさんの声が聞こえます。





【もう語る予兆も未来も何もない。笑って告げるその魔女の顔は、すっきりしていて。だからこそ寂さびしそうに笑っていたのです。何な故ぜなら彼女は――】





「くあああああ!!」

　その悲鳴は電話口からではなく、アリサさんの影から発せられていました。

「動きが止まった、今ね!!　『怪人の手マジシヤンズハンド』！」

　スナオさんの声と共に、一気に視界が開けました。

　すぐ間近にいる、苦しんで膝ひざをつくアリサさんの体。そして、彼女の持っていた巨大な銃を隙すき間まなく埋め尽くすかのような無数の白い手。

　いっそこのままやっつけてしまえば、とも思いましたが。



「今です、兄さん!!」



「サンキュー、理り亜あ!!」



　そのタイミングを見計らって大食堂から飛び出して来た兄さんは、モノクルを着け、和服のようなものを纏まとっていました。おそらく『神かみ隠かくし』の力を使っている衣装。異世界を出たり入ったりすることが出来る、そんな反則技を使う装しよう束ぞくなのでしょう。

　大食堂から聞こえて来ていた作戦。

　それは――この影である魔女たちをなるべく傷つけないように足止めしながら。

　兄さんが、これを引き起こしているロアを倒すというものでした。

「上う手まくやって下さらないと、許しませんよ兄さん」

「解ってる、任せてくれ！」

　そのまま、うずくまるアリサさんの横をすり抜けて駆け抜けて行く背中。

　――一緒に死のう、とか言ってくれたくせに。

　そんな文句が浮かんでしまうくらいは、許して欲しいものです。

「マスター！　そろそろ抑えられないかも！」

「もうＯＫです、後はここでこの影相手に時間稼かせぎです」

「え、お、ＯＫ！　でも……あ、あんまりもたないかもしれないよ？」

　ふと気付けば、スナオさんの手も僅わずかに震えていました。

　見ると、その顔には大量の汗が流れています。

『あー、リア。言い忘れてたんだけどな？』

「……意図的っぽい忘れ方ですね。どうぞ」

『おう。実はその空間に長くいると、ロアがバグらせられるんだよ。主人公であるお前さんたちはそうでもないみたいだが、まず純粋なロアである私らはすっかり回避不能で、ハーフロアも徐々に狂わせられる、みたいな感じだな』

「本当に……そういうことは、早く言って下さらないと」

　スナオさんが狂ってしまったとしても、私は彼女の『夜や話わ』を唱えることでアリサさんのように動きを止めることは出来ます。ですが。

「二人同時に止めるなんて……出来ないのですからね」

「うぅ……ごめん、マスター……」

　どんどん弱々しくなっていくスナオさんの声。

　そして、無数の白い手の中から、ゆっくりと持ち上がりつつある銃身。

　これはもう、本格的に――。

「頼りにしていますからね、兄さん」

　私たちの主人公である、兄さんに託すしかないようでした。
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　シルエットのキリカを見ていると、なんだか懐なつかしい気分になってきていた。

　その目に浮かんでいるのは、どこか感情のない視線。

　それはかつて、キリカと俺おれが対決した際に見せたものだ。

『一応、アリサちゃんに比べると直接的な武器がないから、そういう意味では私自身の影はそんなに厄介ではないと思うの』

　電話口でキリカが呟つぶやく。

『でも、私の使い魔……食べたロアを使ったりするかもしれないから、そうしたら気を付けてね？　バグっちゃっている私のデータに呼び出された子も、多分バグっちゃっているはずだから』

「バグ？」

「コンピューター用語で、プログラムが暴走してしまって……思いもよらない動作を起こしたりすること、ですね」

　ゆっくりと身を起こしていく鳴な央おちゃん。

　その内側から、ふつふつとかなり大きな『気配』が膨ふくれ上がるのが解る。

『わっ、『神かみ隠かくし』の力を使うつもりなんだね、鳴央ちゃん』

「そうでもしないと、貴女あなたには勝てないじゃないですか、キリカさん」

　ちょっと苦笑いした鳴央ちゃんの髪が脈打つようにふわふわと広がった。

　うっすらとした淡い光がその体を包んでいく。静かに、まるで月明かりがそのまま姿を変化させていくかのように、鳴央ちゃんの体は着物に包まれていく。

　服装チェンジの際に裸になったりするのは在り得ないんだな。これはちょっと残念だが以後覚えておこう。

『モンジ君、ちょっぴりエッチなこと考えたでしょ』

「すまん。服装チェンジの時は裸にならないんだなーと思ってた」

「えっ!?　も、もう、モンジさんったら……っ」

　それまでシリアスだったのに、途端に真まっ赤かになってしまう鳴央ちゃん。



    

  
    
      



    

  
    
      　なんというか『神かみ隠かくし』の力を使ってシリアス！　になるよりも、こうやって照れたり困ったりしている鳴な央おちゃんの方がやっぱり好きだし、見ていたいと思う。だけど、その額ひたいにはいっぱい汗が浮かんでいて、端正な顔がちょっと苦しそうに見える。

「ぅく……それにしても、バグですか」

『そ。私とかアリサちゃんのデータすら、容よう赦しやなく狂わせてしまうほどのバグ。つまり、あらゆる法則に基づいたものを、狂わせるほどの強いロア能力。この空間にいる限り、そしてロアの力を行使する限り純正のロアはあっと言う間に。ハーフロアもじっくりと狂わされてしまう、そんなおっかない禁忌の力。対抗出来るのは『主人公』くらいだろうね』

「そんなものを使うのが、この先にいるって言うのか」

　だとしたら。

　だとしたら、音ね央おなんて、最も危ないんじゃないか？

　あいつは誰だれよりも人間っぽいけれど、その正体は純正のロアだ。

「音央ちゃん……」

　鳴央ちゃんが心配そうに呟つぶやくのも無理はない。彼女はおそらく、自分だけこちらに逃げてきたようなものなのだろう。

　プログラムをバグらせる。既存のデータを壊して暴走させるかもしれない。

　つまり、こいつの原因は……。

「『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』だな？　キリカ」

『そっか、もう知ってたんだね、モンジ君はやっぱり。じゃあ、この先にいるのが誰なのかももう解っちゃってるってことかな？』

「信じたくはなかったけれど、覚悟はしてたってヤツさ」

　ショックだった。キリカがあっさり肯定してくれたことで確定してしまったから、余計にショックだった。だけど、既に一いち之の江えと会話出来ていたおかげで、覚悟みたいなものは出来ていた。

　七しち里り詩し穂ほ先輩。

　彼女はやっぱり『２０００年問題』で。

　こうして、ロアとしての力を発揮してしまっているのだ。まだ、さっきアリサが言っていた『管理人』というのがいるのかどうかまでは解らないが、先輩がこの状況を作り上げてしまった、というのは納得せざるを得なかった。

「だとしたら。やっぱり止めに行かないとな」

　心が重い。なんだか、大事な何かが失われていくような寂さびしさも感じる。

　大事な人。好きな人。幸せにしたい人。

　そんな人がこんな『誰かを狂わせる力』を使っているなんて、信じたくない。

　だからこそ……俺おれが行って止めないと。

「……モンジさん」

　そんな俺おれの手を、鳴な央おちゃんが包んでくれた。その顔は、つらそうなのに優しい笑みを浮かべてくれている。……俺の手は、知らないうちに強く握られていたようだ。

「ありがとう、鳴央ちゃん。うん、大丈夫だ。君の力を貸して貰もらうな？」

「はい。私は貴方あなたに救われた女ですから。私の全すべては、貴方のものですよ、疾風はやてさん」

　二人っきりの時しか使わない『疾風さん』という呼び名がとてもこそばゆい。

『くー、本当はモンジ君のメンタルケア担当は私なのに！　と、ちょっと悔しがりつつ。二人とも気を付けて！　私が何かしてるよ！』

　見れば影のキリカは……何やら大きな赤い本を取り出していた。

　いかにも『魔導書』という雰囲気を持ったそれが、パラパラとめくられる。

『使い魔の召喚だね。私が食べちゃったロアたちの……って、わ、やばっ！』

　珍しくキリカの慌あわてたような声が電話から響くと。

　その赤い本がボウッと強く輝き、赤い光は粒子となって回転する。

　その回転の中で、どんどん人の形を成していき――。

「えっ、あ、貴女あなたは……！」

「うげっ」

　その姿が形をとるにつれて、少女のシルエットが生まれた。それがやがて完全に見覚えのある姿をとると、ニッコリ、と赤い目を輝かせて笑いかけて来る。

「あ、朱あけ井い詞し乃の……！」

　それは、かつて俺たちが迷い込んだ『富ふ士じ蔵くら村むら』の主。通称『人喰くい村』であるロア、朱井詞乃ちゃんだった。

　確か、キリカが対決してやっつけたはずだが……。

「キリカって、食べちゃった相手をこうやって使ったり出来るのか」

『あ、あはは……す、凄すごいでしょ、あはは……』

　笑って誤ご魔ま化かすキリカというのもやっぱり珍しいな。この能力は隠したい力か何かだったんだろうか？　そう疑問に思っていると鳴央ちゃんが鋭い目で二人を見る。

「こうやって、たくさんのロアを集めていたんですね」

　不信感を含んだ鳴央ちゃんの声に、俺もドキッとした。そうか、キリカにとっては俺と一緒にいればこういうロアを食べて、いざという時に使う手て駒ごまに出来たりするのか。それはつまり、俺との関係がキリカにとって利益でも繋つながっていることの証明でもある。

　キリカは確かに、胡う散さん臭くさいし本音をあんまり見せない、極めて危険な魔女だ。

　一いち之の江えもずっと警戒し続けているくらいだし、誰だれに話を聞いても『あいつは信用出来ない』というようなことばかり忠告される。それくらい『ロア喰い』は警戒され、怖がられている存在なのだ。

　だが、どんなことを隠されていても、どんなに悪いことを企まれていたとしても。

　俺おれはキリカのことを嫌いにはなれなかったし。

　なんというか……誘惑の時に見せてくれる、ちょっとした素っぽい態度こそ、本当のキリカなんじゃないか、なんて思ってしまっている。

「私と対たい峙じする存在として詞し乃のちゃんを呼び出すという辺りが、意地悪ですよね」

『あ、あはは……うん、ごめん。多分、私が合理的に、確実に敵をやっつけるならこのロアだろうなー、というのを呼び出したんだと思う。精神的に負荷になる相手とか。バグっちゃっていても、そこの判断はちゃんと私に準拠みたいだね』

「そういう言葉をさらりと言えるだけ、少しだけ安心出来ました。それに私も……詞乃ちゃんに、あの時の私ではないというのを見せたいと思っていた所だったんです」

　張り詰めたような空気を鳴な央おちゃんから感じる。

　その内側で『神かみ隠かくし』の力が、より大きくなっていくのも同時に感じた。

「もう『人喰くい村』の影に隠れて神隠しをしていた頃ころの私ではありません！」

　着物姿の鳴央ちゃんの目が、そしてその身に纏まとう衣が、ほんのりと光っているのを見て俺は心強さを覚えた。あれは彼女の心の輝き、強さの明かりなのだ。

「さあ、疾風はやてさん。私の力を使って、早く七しち里り先輩の所に向かって下さい！」

「解った。ここは任せる、鳴央ちゃん！」

　俺はキリカとの通話は保ったまま、右手にＤフォンを握り締めた。すると右手の甲が熱くなり、その熱を詞乃ちゃんやキリカの影に向けて一気に真横に振り抜く。

　そこに、赤い一筋の軌跡が生まれ、俺は出来る限り厳かな雰囲気で口にする。





「さあ、『百物語』を始めよう──！」





　直後Ｄフォンが勝手に動作し、通話中であろうが構わずに俺自身を写真に写す！

　不思議な和音のメロディーが動作音として鳴り響き、大食堂が白と黒のモノトーンカラーに包まれた。その瞬間、俺の周りに無数の赤い光が回転を始めた。

　白衣に似た襟の高いロングコートを纏い、右手に持っていたＤフォンがモノクルの形を取った直後、すぐに頭の中に浮かぶ『書庫』のイメージの中から、圧倒的に強い力を放つ『神隠し』の物語を選び、手を伸ばす。

「ぁ……ん、ぁぁあああっ！」

　俺が本に触れた瞬間、目の前にいる鳴央ちゃんがやたらと色っぽい声を上げた。だが、それを楽しむほどの余裕は今の俺にはない。

『神かみ隠かくし』。なんて恐ろしいロアだろう。

　自らの内側で渦巻く混こん沌とんのような暗黒。全すべてを飲み込む、奈な落らくの門。

　そこから溢あふれ出でるのは多くの怨えん嗟さ、憎悪、悲哀、絶望。そしてそれら全てを飲み込む無。

　こんな恐ろしいものを経由して、神隠しは執とり行われるのだ。

　触れて知ったが、鳴な央おちゃんはよくこの力を暴走させないで使いこなしていると感心した。手にしただけで俺おれの手から存在そのものを喰くらい尽くすんじゃないかってくらいに荒れ狂う力。大勢の『神隠し』された人々の苦しみや哀かなしみ。そして、いなくなった人を探す人々の絶望の叫び。そういったどす黒い感情の奔ほん流りゆうに飲み込まれそうになるのを辛かろうじて押し留める。

「疾風はやて、さん……頑張って下さいっ」

　汗だくの鳴央ちゃんの髪が一筋頬ほおと口に張り付いていて、それが艶なまめかしくて色っぽい。そうだ。こんなにか弱い女の子が頑張っているんだから、俺が頑張らないでどうする！

「大丈夫だ、鳴央ちゃん、キリカ！」

『へえええ！　凄すごい！　やっぱり『神隠し』は凄いね、モンジ君！　ひょわー！』

　そしてそれらの渦巻くものを敏感に感じ取り、やたらはしゃいでいるキリカがいた。モノクルと化したＤフォンから直接、そのノリノリの声が聞こえて来て、ついつい顔に笑みが浮かんでしまう。そう、キリカはこれくらい当たり前に受け止めるほどの悪女。そんな彼女が傍かたわらにいる『主人公』なのだから。俺も笑い飛ばせるレベルまで上がらないとな。

「うん？」

　不意に、窓に映る自分の姿を見てみる。俺の姿は、いつの間にか着物っぽい和装になっていた。これが俺の……言うならば『神隠しフォーム』みたいなものか。なるほどな。

「疾風さん、私が仕掛けるのと同時に走って下さい！　そして、七しち里り先輩を……！」

「ああ、解った！　必ず――」

　倒す、つもりはない。

　俺はいつだって、大事な人を。大好きな物語たちを。

「必ず、助けて手に入れてみせる!!」

　俺の宣言に、鳴央ちゃんは笑みを浮かべて頷うなずいてくれた。

『廊下でも理り亜あちゃんたちがアリサちゃんの影を足止めしてくれるみたいだから、その隙すきに向かおうね、モンジ君っ！』

　確かに、廊下側からも強い力の気配を感じる。『物語』そのものの質を、圧倒的に上層の概念からかき消すような暴力的な力の奔流と、その気配。

　あれは――理亜の『千の夜話アルフ・ライラ』か!!

「行きます、詞し乃のちゃん！」

　鳴央ちゃんがその両手を詞乃ちゃんに向けると同時に、俺は走り出した。

　詞し乃のちゃんはそんな俺おれに気付くと、こちらに手を向けて――。

「『奈落落としアビスフオール』!!」

　鳴な央おちゃんがその言葉を発した瞬間、詞乃ちゃんとキリカの体の周囲に無数の物体、野球ボールくらいの黒球が浮かび始めた！

「っ!?」

　詞乃ちゃんの指先がその黒い球体に触れた瞬間、その場所から黒い煙のようなものが吹き出して彼女の指を削り取る。まるで、その球体が彼女を『喰くった』かのように。

　ってか、なんだあれ!?

『うわー、凄すごい、本気過ぎる！　奈な落らくの穴をあんなに大量に作り出して、それを全部制御するなんて！　音ね央おちゃんのロアと分離したことで、より『神かみ隠かくし』としての力を上げたみたいだね、鳴央ちゃんってば』

　キリカの耳元での説明に納得しつつ、それがどんなに激しくてつらい制御下で行われているのかも、彼女自身の力を宿している俺には解った。一瞬でも気を抜くと、自分自身が闇やみの穴の放つ大量の暗黒に落ちてしまう、そんな危険と隣り合わせの技だ。

「すぐ、片付けてくるからな！」

「はいっ！」

　鳴央ちゃんの力強い返事を聞いた瞬間に廊下からも。



「今です、兄さん!!」

「サンキュー、理り亜あ!!」

　理亜の声が聞こえたので、俺はそのまま大食堂を飛び出したのだった。



    

  
    
      

◆第十八話：‥“〝管理人”〟のロア・その四
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　――結局、わたしの意識はあのまま。

　未いまだに闇やみの中をふわふわーっと漂ただよっていた。

　なんとなく、いい人生だったなー、なんて思ってしまっている。両親は優しかったし、友達もいい人ばっかりだったし、毎日は楽しかったし。『管理人』なんてやっていたから、悲劇的な話とかおっかない話は日常茶飯事だったけれど。それでも毎日は充実していたし、苦しかったりすることなんてなかった。

　今だって。

　ちょっといいな、と思っていた男の子に告白して貰もらって。その言葉に困ったり悩んだりしたりして。結局後回しにしちゃったのだってなんかこう……青春っぽいよね。

　好き、とか嫌い、とか。恋とか愛とか。そういうことにドキドキしたりハラハラしたりニヤニヤしたり。困ったり苦しんだり悲しんだり。

　それが多分『生きてる』ってことだから。だからわたしは今までの人生がとてもいいものだと理解していた。理解して、納得して、満足していた。

　この旅行で本当に楽しく過ごすことで――満足、してしまった。

　だから――。

　わたしは全部思い出した今も、今までの自分が楽しい人生だったと誇れる。



　わたしは――『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』になってしまった、ハーフロアだった。

　わたしは――『管理人』になった、ハーフロアだった。

　そしてわたしは――。



　でも、ああ、どうしよう。

　このままだと、取り返しの付かないことが起きてしまう。

　このままだと、わたしはもう戻れなくなってしまう。

　このままだと、この世界は……！

　なんとか、して欲しい。

　誰だれかがなんとか、してくれるのを祈るしかない。

　でも。

　わたしは闇やみの中で、祈るように手を握る。

　どうか、どうか彼だけは来ませんように。

　絶対に来ないで。

　来たら、君が――いなくなってしまう。

　だから……。



「だからお願い、来ないで――モンジくん!!」
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「なんだ!?」

　大食堂を抜け、その先にあった非常階段から最上階に上がった時。

　そこにあったのは海と白い砂浜、そして……気味の悪いほどに赤い空だった。空が赤いせいで海もまるで血の海みたいに赤く染まっている。今この島によく似た風景だというのに、おどろおどろしくてたまらない。

　振り向いてみると、今上って来た階段がなくなっている。

『モンジ君気を付けて。ここはもう彼女……『８番目のセカイ』のデータ全すべてを取りまとめて、そしてそれらを借用することが出来る『管理人』のテリトリーだよ』

「『管理人』のテリトリー……なるほど、了解した」

　この『世界』への警戒を強める。キリカの忠告を受けて、慎重に辺りを見回す。あまりに平和で、あまりに静かな周囲の情景。すっかり場違いに思えるのに、とてもしっくり来る。そんな『ロアの世界』だった。

　集中して、空気の違い、温度の違いみたいなものを感じられるように全身の感覚を研ぎ澄ます。目や耳、鼻だけに頼らずに自分自身をレーダーにするイメージで探ってみる。

　濃密な、熱源みたいなものが感じられた。その方向にストーブがあって、じりじりと俺おれの体を焼いているかのような感覚。その気配は、確かに感じられる。

　だが――。

「二つ？」

『モンジ君！』

　キリカの鋭い声が聞こえた瞬間――俺おれは頭上から迫り来る無数の気配に反応して、横っ飛びで回避していた。ズザッ、と砂浜に半円を描いて着地して振り返ると、今まで俺がいた場所に大量の刃が突き刺さっていた。

　いや、大量の茨いばらの蔦つた。

　それらが槍やりのように鋭えい利りな刃と化して、俺を襲ったのだ。

「音ね央おか！」

　見上げてみれば、そこには虚うつろな目をした音央が飛んでいた。茨の蔦で縛しばるだけでなく、こんな風ふうに槍として飛ばすことも出来るようになっていたなんて。『妖精』のロアとして目覚めた瞬間に、技の応用も増えたのか。

　しかし、音央の顔に感情が浮かんでいない。爽さわやかな青空に、薄緑のドレスに身を包んだ少女がただ立っているだけというのは幻想的だがちょっと怖い。

『この音央ちゃんは本物だよ！』

「マジでか！」

　俺はさっき鳴な央おちゃんがやっていたことを思い出した。無数の黒い球体。あそこまで大量に生み出すのは不可能だが――。

「大人おとなしくしててくれ！　『奈落落としアビスフオール』！」

　俺は自分の手にバレーボールくらいの暗黒の球体を生み出すと、それを頭上の音央に向けて放った。その瞬間、音央は無数の茨の蔦をその球体に向けて放つ。

　だが、それらの茨の蔦は全すべて暗黒の球体に飲み込まれていく。神かみ隠かくしの穴、奈な落らくへと繋つながる門、それがあの球体だ。だが、今の俺はそれを上う手まく使いこなすことも出来る。暗黒の球体はそのままぐるぐると音央の周囲を回転し始めた。

「……っ！」

　音央はその球体相手にどうすればいいか解らず、空中で静止している。何かを放てば全て吸収されるし、触れれば飲み込まれるかもしれない球体。自分で使っておきながら、かなりズルい武器だなあ。

　そして、鳴央ちゃんのこの能力がもっとずるいものであることを、今の俺は把は握あくしていた。『神隠し』は制御が難しいほどに強いロア。一いち之の江えや音央の力がバランス型なのに対して、鳴央ちゃんのはパワー型。ゲームに例えればＭＰ消費のでかい魔法みたいなもの。

「音央、ちょっと失礼するぜ！　『奈落の門アビス・ゲート』！」

　俺は自分の目の前にも暗黒の球体を用意して。そこに右手を突っ込んだ！

『わっ、モンジ君!?』

　右手が指先から粒子状になって消えてしまうような感覚。だが、逆に――再生するようなイメージで、その『先』へと手を伸ばす。

「っ!?」

　音ね央おの周囲を回転している球体のひとつから俺おれの『手』が伸びる！

『わっ、空間制御!?』

　音央が驚くのも無理はない。この『神かみ隠かくし』の力は、つまりとんでもなく遠くにあるものと俺の体を空間を無視して繋つなぐことが出来るのだ。

「すまんが、寝ててくれ、音央！」

　そのままその手のひらで彼女の額ひたいに手を当てて。

「『真夏の夜の夢ミツドサマー・ナイトドリーム』」

　手から直接『夢を見せる』力を送り込むと、音央は静かに目を閉じて眠ってしまった。

　ガクンッ、と力を失って落ちそうになったので慌あわてて手だけで支える。そのまま、砂浜に寝かせておく。ロア状態の俺でなければ片手で音央を支えるなんて出来なかったな、とちょっと冷や汗を流した。

『便利だねえ『神隠し』の力』

「ちょっと、消耗が激しいのが、難点だけどな……」

　神隠しの力を使う度たびに、頭が重くなって息が上がっていく。体の中にある『生きる』為ための力がどんどん消費されていくかのような感覚。あんまり使い過ぎると、この闇やみの球体に食われてしまうのは俺の方なのだろう。

　まあ、あとひとつ問題があるとすれば、今音央が見ている夢は恋の夢になることだ。相手が誰だれになるかは知らないが、後で怒られるかもしれないのは覚悟しておこう。

　ともあれ、これで音央はなんとかなった。本人だったらしいが、意識が明確じゃなかったから楽勝だったのだろう。

「普段の音央ならここでむきーっ、てなってそうなんだけどな」

『やっぱり。すっかりバグらされちゃったね、音央ちゃん』

「まあ、そうなってないといいなーとは思ってたんだけど。こういう仲間割れを誘発されるっていうのはおっかないな」

『うん。今回は『管理人』の力でロアのデータが構築されて。『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』の力のせいでロアはどんどん狂っちゃう。そういうコンボなの』

「なあ、キリカ。先輩は『２０００年問題』なんだろ？　どうして『管理人』の力も発生しているんだ？」

「うーん、それについてはもう、今から直接対たい峙じした方が早いよモンジ君」

　そうかもしれない。もうここに来た以上、後は当人との対決だろうし。

「でも、アリサやキリカを使うなら、狂ってないデータの方が強いんじゃないのか？」

『狂ってなかったら、データとはいえモンジくんを気に入っちゃうかもしれないでしょ？　私、さらに自分自身もライバルに！　とか大変だから嫌だなー』

「う、うぐ、そうか。ありがとう」

『あはっ、どういたしまして！』

　……ともあれ。『管理人』か。『８番目のセカイ』の管理人ならキリカやアリサのロアデータを持っていてもおかしくない。それを使役出来るとか、俺おれが言うのもなんだがすげえチート能力だ。それに加えて『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』とかまで絡むのだから。

　毎回毎回、俺の相手というのはどうしてこう――。

「こんなに『最強』とばっかり戦わなきゃいけない『主人公』って他ほかにいるか？」

『いないだろうね。そしてその最強系が、瑞みず江えちゃん以外はみんな知り合いっていうのも凄すごい確率だと思うよ？』

　そういえば一いち之の江え以外みんな身内か。まあ、氷ひ澄ずみは俺の物語でもないからカウントしないでおくとして。こんなに周りにロアだらけな生活だったとはなあ。知らないというのは、本当に罪なのかもしれない。うむ。

「そういや、ハーフロアのスナオちゃんや鳴な央おちゃんは辛つらそうにしていたけど、どうして俺や理り亜あは大丈夫なんだ？」

『今のモンジ君はロアっぽくなってるからちょっと危ないかもしれないけどね。ロアの能力、力、存在の法則を狂わせて、それらを破壊や破滅の方向性に導く能力っぽいから。だから、モンジ君』

「ああ、危ないから素早くなんとかしろ、だな？」

　俺はもう一つの熱源みたいなものに意識を向ける。音ね央おの熱源がストーブだとすれば、そこにあるのは真夏の太陽。それくらい規模も大きさも桁けた違ちがいのもの。

　その『彼女』は――。

「ふふっ♪」

　波打ち際で、水と戯たわむれていた。

　裸足になって、楽しそうな笑みを浮かべながら海で遊んでいる。パシャパシャと跳ねる水しぶきが小さな虹にじを足元に作っていて、その可か憐れんさが何な故ぜか悲しくなるくらいだった。

　今の状況とは完全に場違い過ぎて、だからこそ、薄ら寒いものを覚える。

「先輩の意識は？」

　まさか先輩すらバグってしまっているのか？

『うーん、多分あると思うんだけど。もしかしたら『七しち里り詩し穂ほ』という人格じゃなくて、別のロアが出てしまってるって可能性はあるかな。あの子の中には三つのロアが同居していたわけだしね』

「……『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』になってる可能性もあるのか」

『うん。お風ふ呂ろで話を聞いている時に、なんとなくそうかなーって思った』

「お風呂だと」

　先輩とキリカがお風ふ呂ろ、とか。どんな楽園なんだそこは。

　先輩は俺おれがいることに気付いていないかのように、押し寄せて来る波と戯たわむれている。

『色々と話を聞いたんだけどね。もしかしたらそのせいで、今回の事件を引き起こしちゃったのかもしれない……ごめんね？』

「いいさ。それは無事に元に戻った先輩に言ってやってくれ」

　しかし、だとすると今の先輩がどのロアなのか、なんだな。

　これだけ戦ったりなんだりしている俺に、気付いているのに波と戯れているという辺りで今まで俺が知っている『七しち里り詩し穂ほ』先輩ではないと思いたいのだが。

『もし『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』が今にも目覚めそうだったら、早めに手を打つつもりもあったから接触したんだけどね』

「手を打つ？」

　その言葉にもぞわっと寒さむ気けが走った。

『うん。『ノストラダムスの大予言』に目覚められちゃったら、モンジ君も死んじゃうんでしょ？　そういう予兆だったんだよね、理り亜あちゃんが見たのは』

　確かに、そういう予兆は俺も見せられた。それを夢で見た理亜も、何度もその結果にならないようにしたけれど、出来なかったと口にしていた。

『予兆っていうのは、色んな要素を加味した上で導き出される、極めて物理的、数学的な未来予測だから。私たち魔女としては、それを見過ごすわけにはいかなかったの』

「だから、先輩を？」

『まあ、始末出来ちゃうのが本当は一番いいんだけど。もしくは、私が食べちゃえれば。だけど、そんなことをしようとすれば逆にあっさり消されちゃうのは私たちだっただろうから、もっともっと封印を強化しようと思ったの。詩穂先輩が、自分の正体をちゃんと思い出すことで自分の力を制御出来るようになったらいいなー、とか』

「先輩は……自分の正体を知らなかったのか？」

『うん。過去の封印の仕上げとして『８番目のセカイ』の『管理人』にするっていうのがあったから。どんなロアからも『世界』そのものからも『管理人』と認識される女の子。だから詩穂先輩も自分は『管理人』だと思い込んでいたよ』

　まあ、先輩が『８番目のセカイ』の『管理人』だったというのも驚きなのだが。

　本当は世界を破滅に導くような恐ろしいものを封じられていて、それを忘れさせられていたなんて。そんな都合で先輩が振り回されていたということに、苦いものを感じる。

「もしかしたら先輩は……自分の正体を知ったことで、暴走してしまったとか。そんな感じかもしれないんだな？」

『多分ね』

　モノクルから聞こえてくるキリカの声はあっさりしている。だが、俺はなんとなくだが申し訳なさみたいなものが含まれているような気がした。それは俺おれの勝手な思い込み、そうあって欲しい、という願望なのかもしれないが。

「ありがとうなキリカ。先輩がなんかこう……もっと悪くなる前になんとかしようとしてくれたんだろ？」

『モンジ君……？』

「やっつけちゃうつもりだったのかもしれないけど。多分、キリカやアリサがもっと冷酷に結果だけ求めたんだったら、そんな回りくどいことはしないで『どうやったら倒せるか』みたいな方向で話し合うだろうし、それを実行するんだろうな」

『あ……うん』

「だけどキリカもアリサも、先輩が自分の正体を受け入れた上でなんとかしようとしてくれたんだろ？　だから、ありがとう、だ」

『…………失敗しちゃったのに？』

「魔女の実験とか研究も、結果が全すべてじゃないだろ？　そういうのって大量に失敗していく中で一番いい方法を探していくものだろ？　だから失敗しちゃってもいいんだとみた。なんせこうやって……」

　俺はゆっくりと足を、先輩に向けて進ませる。

「俺がその後を引き継げるんだしな？」

　背後の音ね央おはまだぐっすり寝てくれている。

　なら、安心してそのまま先輩の方に歩み寄れる。

「ん？」

　先輩がそんな俺に気付いて、ニコニコと笑ったままの顔をこちらに向けていた。

　――先輩の笑顔が好きだった。

　にゃぱー、とした可愛かわいらしいその表情に、何度も癒された。

　だけど、今そこにある笑顔は違う。

　虚うつろで、何も浮かんでいない……仮面のような笑顔だけだ。

「先輩。告白の返事もくれないで、こんな場所で一人遊んでいるなんて」

　語りかける言葉に、先輩はまるで反応しない。

「みんなと遊んでいるのも楽しい。そう思ってくれるのは嬉うれしいですけどね。でも、俺は先輩が苦しんだり我慢したり怖がってるのは許せない。だから――」

　先輩はただただ、じっと俺の言葉を聞いている。

「だから、元に戻させて貰もらいます」

　ザザァ、と押し寄せた波が俺の足を濡ぬらした。

　先輩までの距離は、もう少しで手が届くくらいになる。

「なるほど――『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』の主人公、一いち文もん字じ疾風はやて君。通称モンジ君。うん、ずっと見ていましたよ、私も」

「私……？」

　違和感。

　その言葉を発しているのは確かに先輩の口なのに、そこから出た言葉はどうしても先輩の言葉に聞こえない。いつもののんびりとした柔らかな口調ではなく、どちらかと言うと事務的な丁寧さがさらなる違和感を醸かもし出だす。

「……『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』、か？」

「いいえ、ハズレです」

「じゃあ、まさか『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』……？」

「残念、それもハズレです。ふふっ」

　クスクス、と肩を揺らして笑っている先輩は、およそ今まで見たこともないような……とろんとした、甘い視線で俺おれを見つめた。



「『２０１０年、５月10日。18時半。夜や坂さか学園の校門にて』Ｄフォンを受け取る」



「……っ!?」

　いきなり語り始めた言葉に、俺はすぐに寒さむ気けを覚えた。



「『２０１０年、５月10日。23時45分。一いち文もん字じ疾風はやての部屋にて』、『８番目のセカイ』に接続して、ロアとしての物語を開始する。その時、Ｄフォンにかかって来ていた『月つき隠がくれのメリーズドール』からの電話を無視」



「それは……」



「『２０１０年、５月11日。８時40分。２年Ａ組の教室にて』そこで転校してきた少女……『月隠のメリーズドール』と出会う」





◆2010-05-10T18:30:00　"Yasaka High School Gate"

◆2010-05-10T23:45:00　"Hayate's Room"

◆2010-05-11T08:40:00　"Yasaka High School 2-A Class"





　それは俺の行動の記録。そんなものを完全に把は握あくしているということは……！

『モンジ君、彼女は『管理人』のロアだよ！』

「『管理人』のロア……！」

「その通り。全すべてのロアの行動を管理し、記録し、把は握あくする。それが私です、一いち文もん字じ疾風はやて君。なので、今までの貴方あなたの行動は全て解っています。つまり……」

　先輩は楽しくて仕方ない、とでも言うかのように俺おれに手を向けると。

「弱点も全部解っていますよ」

　ぴっ、と俺の胸元を指さした。

「貴方は私を傷つけるような攻撃は一切出来ません。その甘さに他ほかのロアが付き従っている以上、そのモットーを崩した瞬間に貴方の物語は、まるで別人が続きを書いたかのように意識に一貫性がなくなります。物語の管理人としては、そういう『つまらなくなった主人公』を見続けるのは不快なので、そうならないで下さると嬉うれしいです」

「うぐっ」

　確かにそれは俺の致命的な弱点だ。理り亜あが心配していたことでもある。

「貴方は私のこの体の持ち主……七しち里り詩し穂ほを大切に思っています。ある意味で、私は貴方に対して最大限有効な人質を得ていると言っても過言ではないでしょう？　例えば。この器になっている七里詩穂を破壊すれば『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』も『管理人』も滅び、『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』も復活しないとしても。きっと貴方には出来ないでしょう」



　その通りだった。



　もし全てが上う手まく行くとしても、先輩の体が壊れてしまう……死んでしまうようなことがあれば、俺は……。そんな未来を想像するのすら怖い俺にはその道は選べないだろう。

「従って、今ここで貴方に出来ることはありません。一文字疾風君。このままでは貴方自身も、そして貴方の大切な物語たちも危険になってしまうでしょう？　『２０００年問題』であるこの七里詩穂の暴走した能力の結果、取り返しのつかないバグが発生してしまうかもしれませんし。ですからここは皆さんを連れて引き返す方がいいと思います」

　そんな魅力的な提案すらされてしまう。

　そう、確かに俺は先輩の体に何かすることは出来ない。であれば、一度引き返して対策を取るなどしないと……今も戦っている理亜や鳴な央おちゃんがどんどん危険になっていくだろうし、キリカやアリサの影、音ね央お自身にも致命的な何かが起きるかもしれない。



　だけど、それでいいのだろうか？



　ここで先輩を置いて、逃げていいのだろうか？

「うぐっ」

　理性は退却と判断している。だけど、心がそれを良しとしていない。

　目の前にいる一番大切な人。それを救わないまま逃げるなんて、本当にしていいのか？

「先輩！」

　彼女に向かって呼びかけるが、相変わらずの冷たい笑みは崩れない。

「気持ちは解ります。私は貴方あなたのことは全すべて知っていますから。頭では引き返した方がいいと解っていても、でもこの私の体……七しち里り詩し穂ほを諦あきらめられないのでしょう？」

　先輩の体で語る『管理人』は、そのままクスクスと笑って肩を揺らした。

「ですが、安心して下さい。別にこの体を害するつもりはありませんし、目的が済めばお返ししても構いません」

「え、目的……？」

「はい。私には１９９９年から続く『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』を倒すという使命があります。この世界を、そしてロアたちを『管理人』として滅ぼさせるわけにはいかないんです。体を失って、こうして他人の体を使ってまで存在を保っているのも、ひとえにその目的の為ためだけに過ぎません。今の私は――ただ『ノストラダムスの大予言』を倒す。その為だけに在るのです」

　穏やかに淡々と語る口調の中に、執しゆう念ねんめいた熱さを感じる。

　俺おれたちの知らない所であった、大きな戦い。その時に凄すごい数の犠牲が出たというのも聞いたから、本当に大変なものだったのは確かなのだろう。

　この『管理人』という人もまた、そこで多くの仲間だったり友達だったり、大事な人を失ってしまったのかもしれない。だからこそ、そこまで『ノストラダムスの大予言』を倒す為に頑張っているのかもしれない。

　でも。

「どうしても、先輩の体でやらないといけないことなのか……？」

　解ってはいても、それだけは譲りたくない。

　自分が幼稚なわがままを言っていると自覚しているだけに、語調が弱くなってしまう。

「本当は。本物の七里詩穂は『２０００年問題』の時に消えるはずでした」

「っ!?」

「ロアになってしまった人間、ハーフロアの定めに従って。『２０００年問題』による世界の破滅は発生せず、噂うわさされることはなくなり、当人は全ての人々から忘れ去られる。それがこの世界の摂理であり、ロアたちのルールですから」

「先輩が……消えるはずだった？」

「はい。それでも生きてこられたのは……『８番目のセカイ』の『管理人』としての役割が与えられたからです。七里詩穂はその時『２０００年問題』のロアではなく、『管理人』となったことで命を長らえました。私が彼女の中にいたおかげです」

『今話している貴女あなたの体は、もうなくなってるんだね』

　モノクルから出るキリカの言葉は、割とクリアに彼女に届いたようで。先輩……の姿をした『管理人』はうんうん、と二度頷うなずいた。

「はい、ご名答です。私の体はあの戦い……『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』との戦いの際に、失ってしまいました。ですが『管理人』の能力を引き継ぐという方法で、こうして意識を移し替えることが可能となったのです」

　意識を移して他人の体で復活する。それほどまでして『ノストラダムスの大予言』を倒したいという彼女に戦せん慄りつを禁じ得ない。

「私は既に死んでいる。つまり幽霊みたいなものだとして私を否定することも出来ますよ、一いち文もん字じ疾風はやて君。既にこの身を失い、執しゆう念ねんのみに生きている私は確かに幽霊と思われても仕方のない存在です。こういうパターンの物語の時、多くの主人公はきっとその論点で告げるでしょうね？　『いいからその体を離れろよ』のような形で」

　確かに、そういうパターンの物語はある。とにかく大事な人を助けることを優先して、割り切り、そのまま戦闘に入るような物語だ。

「そういうお話を読んでる時は共感してたしさ。それでやっつけた後は自分もすっきりしてたんだけど。いざ自分が！　ってなると難しいものなんだな」

　作品の主人公たちはあっさりと決断していたが、実はこういう悩みを経ての苦渋の決断だったのかもしれないな。

「だけど、それは俺おれっぽくない気がする」

『そうだね。モンジ君はそういうタイプじゃないもんね』

　モノクルからクスクス笑う声が響いてきた。キリカはそんな俺をよく理解してくれているみたいだし、だから味方についてくれているのだろう。

「そもそも『管理人』よ。多分あんたは俺にとって『敵』じゃないんだよ。今の話が全部本当だったら、あんたは消えるはずだった詩し穂ほ先輩を生き延びさせてくれたわけだし。そのおかげで……俺は、詩穂先輩っていう人を好きになることが出来たんだから。むしろ、恩人なのかもしれないもんな」

「ふふっ、そうなんですね。一文字疾風君のそういう甘過ぎる解釈は、確かに嫌いではありません。そちらでお話ししている『ニトゥレスト』も、そういう面白い甘さに惹ひかれてそこにいるのでしょうしね」

『まあね。私も最初はモンジ君を食べる気満々だったんだけど、モンジ君ったらそんな私を全然諦あきらめてくれないんだもの。なんかこう……』

　キリカは朗ほがらかな口調のまま、ちょっとだけ思案して。

『むしろ食べられちゃってもいいかな、なんて思っちゃった』

「ぶふっ、お前なっ!?」

『んふふ。いつでもいいからね、モンジ君？』

　こんな所でさりげなく誘惑してくるとは、流石さすが魔女だった。おかげで別の意味で心臓がドキドキする。

「その魔女にそこまで思わせているという段階で、異質な『主人公』なのは確かですね。ですが、私は楽観視はしないタイプなんです。そして、七しち里り詩し穂ほも楽観視はしません。何な故ぜなら私たちは『管理人』として、甘過ぎたせいで消えた『主人公』たちを何人も見てきていますから」

「やっぱり、そうなのか……」

　甘さはいつか俺おれを殺すかもしれない。それは理り亜あに怒られて以来ずっと考えていることだった。能力の強さ、技術の高さというのももちろん生存率に繋つながるが、それ以上に大事なのは気持ちの部分。

　俺は誰だれも失いたくない。その為ためなら、俺は自分が飛び込んでしまう。

　そうやって消えていったいわゆる『主人公』の先輩たちがいるというのは、俺の心にずっしりとした重みを与えてくれた。

「だがそれでも、だ。俺はそんな甘さを気に入ってくれているキリカたちの『主人公』だからな。ここで俺が方向転換したりしたら、それこそ好感度に関かかわる」

「ふふっ、なるほど。好感度、面白い例えですね。私の管理にもそのパラメーターを付けてみてもいいかもしれません」

「それが目で確認出来てしまうのは怖いなあ……」

『ああ、怖いねえ……』

「え、怖いのか？」

『私の好感度がぶっちぎりのＭＡＸでも困っちゃうでしょ、モンジ君』

「あ、ああ、嬉うれしいけど確かに、ぶっちぎりＭＡＸだと色々恥ずかしい」

『逆に、こんなにアピールしている私の好感度がすっごい低かったりしたら、モンジ君はやっぱり凹へこんじゃうでしょ？』

「……女の子って怖いなー、と思いそうです」

『ね、怖いでしょ？』

「うん」

「でしたら、やっぱり好感度メーターは付けないでおきますね。これで『メリーズドール』が群を抜いて高かったりしても、やっぱり一いち文もん字じ疾風はやて君は困りそうですし」

　一いち之の江えの好感度があるって段階でビビッてしまいそうなのだが、最近ちょくちょくデレてくれるのでせめて、そうだな。『嫌いじゃないかもしれない』くらいになっていれば嬉しいなあ、なんて思う。

「それに一いち文もん字じ疾風はやて君。貴方あなたが他ほかの女の子たちをどう思っているのかが数値化されたりして、それを見られたら怖いでしょう？」

「……あー」

　怖い。みんなに順番が付いてしまうっていうのは確かに怖い。

「好感度の話はなかったことにしたい」

　俺おれは両手でペケマークを作って『管理人』に伝えた。

「だが、新たに好感度を稼かせぎたい相手なら出来たよ」

『あ、始まったっ』

　キリカが『仕方ないなー』みたいな空気を漂ただよわせる。

「ああ――なるほど」

『管理人』も今までの流れを全すべて知っているなら、すぐに理解しただろう。

「先輩の体から出ていく必要はないし、むしろ出て行かれると先輩が消えちゃうかもしれないならずっとそのままでもいい。『管理人』、だから……」

「……はい」

　だから、俺はいつだってこう伝えるのだ。



「俺の物語になってくれないか？」
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　今いま頃ごろ兄さんはもしかして口く説どいているんじゃないか。

　そんな焦りみたいなものが戦闘中だというのに浮かんでいる私でした。

「な、なんかマスター、怖い顔してるよ!?　わ、わたし頑張るから！」

「え？　ああ、いえ。別にスナオさんには怒っていませんよ」

　私の胸をかき乱すのはいつだって、兄さんです。

　その怒りのおかげで冷静にもなれているのはちょっぴり皮肉的ですが。

「あ、じゃあ、マスター」

「はい？」

「そろそろ、ピンチかも……って泣き言言っちゃっていい？」

　スナオさんの顔にはいつになく汗がいっぱい浮かんでいました。この前向きな友達は、泣き言もわんわん言うくらい素直で良い子なのですが、こんな風ふうに伺ってきたのは初めてです。つまりそれくらい、危ないということなのでしょう。

「泣き言はいくら言っても構いませんし、後でいくらでも甘やかして差し上げます」

「あ、ほ、ほんと？　じゃあ、もうちょっとだけ頑張る！」

　いいように使っている、という意味では罪悪感も浮かびましたが、それ以上に私は彼女たちのマスターとなる際に『毅き然ぜんとする』『判断に迷わない』というのを自分に課してします。兄さん風ふうに言うならば、それが『主人公』としての矜きよう持じでした。

「とはいうものの……」

　目の前にいる『アリサさんの体』は本当に厄介でした。

「いっそやっつけてしまいたいですね」

「だよねー」

『まあ、私がお前らでもそう言うだろうな』

　三者の意見は一致しているものの、そうもいかないのが現状でした。アリサさんの影とはいえ、このデータを破壊することはアリサさん本体にも影響が出るかもしれないのです。最悪、消滅させてしまうかもしれません。

「とりあえずあのビームライフルをぶっ壊せればいいのに」

「兄さんが壊したはずなのに、復活が早かったですね？」

『私の基本は錬金術だからな。壊れたとしても再構成すれば、はい元通り！　さ』

　なるほど。つまり壊してもいいってことなのは理解しました。

「それに、あんなに何発も撃ってエネルギー切れになったりしないの？」

「いつもは私が供給しているのですが、今は何を撃っているんですか？」

『今は私の魔力だな。つまり、アレを撃ちまくらせればいずれは倒れるんだが――』

「じゃあその作戦で行きましょうよ！」

『大問題は、この場における私の魔力はかなり底なしってことだな。なんせ予兆の魔女は破滅の魔女。こんな世界の破滅時空にいれば、いくらでも供給されちゃうわけよ』

「ああん！　もっと正義の魔女になりなさいよね！」

『うむ、私も今は正義に目覚めたいと思っている』

　どんどん不利な情報ばかりがやってきて、流石さすがにちょっぴり焦りそうになります。

「最悪、やっつけてしまいますが構いませんね？」

「わ。マスター、やっつけないつもりだったんだ？」

『私も驚いた。リアは絶対あっさりやっつけるつもりだと思ってた』

　まあ、確かにあっさりやっつけるつもりもあったのですが。

　そこまできっぱり言われるとなんとも心苦しくなります。

「……私は甘いので有名な『主人公』の物語にもなりましたので」

「あいつね。次にやっつけるべきはやっぱりあのムッツリスケベね！」

『割とストレートにスケベだと思うが、いつかやっつけないと気が済まないのは私も同意だ。よし、共通の敵が出来た私たちはマブダチだ』

「ＯＫよ、マブダチ！」

　そのマブダチを今はやっつけようとしてやる気になっているのが不思議ですが。

「ふふっ」

　こんなやり取りが、こんなピンチな状況で出来る自分たちに笑ってしまいます。

「スナオさん、ちょっと貴女あなたの力を温存しましょう。私を守るのをストップで」

「えええ!?　そ、そんな危ないわよ!?」

「危ないのは確かですが、一応自力で避よけてみます。避けるのは得意なので」

『まあ、確かに。私の演算力なら二回くらい避けられれば確実に三回目で撃ちぬくように撃ってくるだろう。つまり逆に、二回くらいなら大丈夫だと思うぜ』

「う……うー」

　心配そうに私を見るスナオさんの頬ほおに手を当てて、うん、と頷うなずいてみせます。

「なので、私が避けているうちにアリサさん本体に仕掛けましょう」

「武器じゃなくていいの？」

「足止めするだけでしたら武器を奪えばいいと思いましたが、この際です。『予兆の魔女・アリシエル』をやっつけてスナオさんのハクでも上げましょうか」

『やっつけられる当人の前でそういう会話するところも、嫌いじゃないぜ』

「なるほど！　いいわ、それでいきましょ！」

　スナオさんはすっごく嬉うれしそうに頷きました。この先の戦い……世界を破滅させるロアとの戦いを考えれば、ここでスナオさんのレベルを上げておかないことには、私たちが足手まといになってしまいかねません。そんなことになれば私は私を許せないでしょう。

『だけど、自分で言うのもなんだけど、結構強いぜ私は。しかもこっちの戦力はぶっちゃけスナオだけじゃないか。リアの『千の夜話アルフ・ライラ』も確かに厄介だが、それには『発言』というタイムラグがあるのもとっくに掴つかんでいるぜ？』

「そうですね。スナオさんに隠して貰もらわないでそれを使うのは確かに危険だと思います」

　アリサさんの忠告に頷きながら、必死にプランを考えます。まず気を付けなければいけないのはあの砲撃。あれを受けてしまった瞬間、私の存在も消し飛んでしまうでしょう。今はとっくにエネルギーのチャージも済んでいるようで、今にも放ちそうな気配を見せています。続いて考えなければいけないのは、先程からアリサさんが忠告していること。つまり、アリサさんの『知性』がそこに存在していなくても、あの『予兆の魔女』はこちらの動きを学んでしまうのです。

「うん。大丈夫です、作戦ならあります」

「おっ、そうなのね！」

『しかも私たちにも明かさないってことは、本気だなリア！』

　イメージした通りに戦えばなんとかなるのではないかな、と思いますが。

　この作戦に必要なのは私の勇気。

「ええ。私はいつだって本気ですよ」

　携帯電話に付けているストラップに手を伸ばして、きゅっと握り締めます。

　――ようやく。やっと、私の想いを伝えることが出来たのだから。

「こんな所で止まっている暇はありません！」

　兄さんが私を見て下さるまで。決して諦あきらめるわけにはいかないのです。

「行きますよ！」

　私が声を上げた瞬間。アリサさんの影は私に向けてその銃を放ちました。

　私が飛び出すタイミングを待っていたのでしょう。人は『動き始め』に隙すきが生まれます。それを見ぬいた上での冷静な攻撃。確かに私は今、隙だらけでした。

　青白い光が見えた瞬間には、私の体は勝手に床に倒れこんでいました。チリ、と後ろ髪が僅わずかに光を受けて焼けたような音がします。直後、私の体はさらに横にゴロリと回転しました。青白い光が、私のいた床を思い切り撃ち抜きます。

　……この勝手に回避してくれる私の才能はとても有難いのですが、転んだり転がったりする際にやたらと体が痛かったり、無理に捻ひねられたりするのが大変でした。密かに捻ねん挫ざしたこと、打撲したこともありました。

　続けて二回。今の二度で私の『回避』能力の演算を終えた可能性があります。ですが、すぐに三回目の砲撃は来ませんでした。無尽蔵に放てるとはいえ、連続で二回も撃てばチャージが必要ということでしょうか。

　――三回目が放てる魔力があったら、おしまいだった。

　この賭かけに勝てた以上。

「魔女は聖女をたぶらかすことは出来ますが、直接手を下すことは出来ないようですね」

『なるほど、魔女ってのはそういう位置だもんな』

　すぐに起き上がった私は、アリサさんの影に向かって走ります。

「り、リア……っ」

　後ろで心配しているスナオさんの声。

「せやああっ！」

　私はそのまま、アリサさんの影に頭から突っ込みました。非力な私が出来るのは、こういうタックルくらいしかありません。

　ですがアリサさんはその手に持った巨大な銃で、私を横よこ薙なぎにして来ました。これが彼女の三回目の私への攻撃。体は勝手にしゃがみ込んで、その銃を避よけようとしましたが。

　ゴスッ！

　鈍い音と同時に、横腹に鋭い痛みが走りました。直後、私の体はそのまま大食堂側の壁に激突し、跳ねるように床に倒れこみます。

「リアー!!」

　スナオさんの悲痛な叫びが耳に届きます。正直、痛くて痛くて仕方ありません。銃に殴られた脇わき腹ばらと、壁に打った背中と、床に打った頭が全部ガンガン痛覚に響きます。ですが、これが致命打にならなかったのなら。アリサさんの演算で導いた命中だったのでしょうが、これが私を倒す一撃にならなかったのなら。

　意識が朦もう朧ろうとしそうなその状態で、私は――Ｄフォンのスイッチを押しました。データフォルダにある、スナオさんのコードを再生します。

「あっ!?」

　薄目で見ていると、スナオさんの体が一瞬光り、粒子化して消えてしまいました。

　直後、私の目の前。アリサさんの背後にその体がパッと現れます。

「今です、スナオさん！」

　あらゆる『予兆』を演算し、計算し、予測し、行動出来る魔女。あのまま私を追いかけたスナオさんがいたとしても。私と同時攻撃をしたとしても。それらはあっさりと見抜かれたに違いありません。ならば、その予想、予測に存在していない流れを作る。

　私というマスターが捨て身になって突き進み、倒されることも厭いとわずに突破し。

　そして、その『背後』に彼女を召喚し直す。

「もしもしわたしよ、って言いたくなるわね！」

　スナオさんはアリサさんの背後に立つと同時に、もう彼女の攻撃を終えていました。

「『真紅の外套クリムゾン・ルーム』！」

　アリサさんの判断は流石さすがだったと思います。背後に現れた彼女に対して、わざわざ振り向くことはなく。その銃で背後を突いたのです。ですがそこにはただ、広がり切った『マント』しかありませんでした。

『怪人赤マント』のロア、スナオさん。彼女がマントを広げて立っているそこに、彼女の体はありません。頭はちゃんとマントの上にあるのに、広げたその内側は真紅の闇やみ。別空間への入り口のようなものでした。

　銃を突いた、それが決定的で。アリサさんの姿はそのまま赤マントの中に飲み込まれて、パッと消えてしまいます。

「魔女だろうと、聖女だろうと。わたしは可愛かわいい少女を攫さらうロアよ！」

　得意げに宣言するスナオさんがマントを閉じて。

『こいつはやられたな。私の完全な負けだぜ』

「あはは！　ぶいっ！」

　得意げにＶサインをしている姿を微笑ほほえましく見てから、私は意識を失ったのでした。

　……兄さん。これで私の役目は終えましたよ。
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　詞し乃のちゃんとキリカさんの周囲を回転させている暗黒の球体は、正直長持ちするものではありませんでした。あれを維持するだけで私の力はどんどん削られますし、さらに回転をさせているからにはその消耗も激しくなります。

「とは、いうものの」

　私はそんなに悲観していませんでした。

　敵は『魔女』と『人食い村』という恐ろしい存在ではありましたが。

　この二人が本当に怖いのはある意味その『言葉』。

　それがなくて、ロアの力だけの彼女らであれば。

「お二人に『神かみ隠かくし』の本当の恐ろしさを、お見せしますね」

　ここには疾風はやてさんがいません。音ね央おちゃんもいません。キリカさんは把は握あくするかもしれませんが、今は疾風さんと共に先輩を倒すことに夢中なはずです。

　誰だれも知らない。誰にも気付かれない。

　こういう時こそ『神隠し』は真価を発揮するのです。

　詞乃ちゃんの顔には常々笑みが浮かんでいました。彼女の特徴的な語尾上がりの口調が、私はちょっとだけ苦手でした。全すべてを確認され「いいの？」と尋たずねられるような、あの独特な言い回し。どんな決断にも必ず罪悪感が伴う彼女の言葉は正直苦痛だったのです。

　でも。そのおかげで私は強くなれている気がします。全ての言動に一度自分の中で「いいの？」と確認出来るようになりました。おかげで、覚悟というものがどれほど大変できついものなのかも解っていました。

　だから、今ここで。彼女たちを躊躇ためらいもなく倒してしまうことにします。

　キリカさんのデータと詞乃ちゃんのデータに問題が発生するかもしれませんが、多分あの魔女さんはそんなことはとっくに見越しています。それにあの『魔女』が、自分のデータを全て『８番目のセカイ』に記録させているとも思えません。

　その『不明』をほのめかして相手の疑心を煽あおり、心の隙すきに介入するのがキリカさんの魔女らしさなのだとしたら。今、私は何も煽られず、心の隙を突かれたりすることはない状態です。キリカさんらしさは半減どころではないのでしょう。

　自分の周囲を回っている黒い球体に対しても、どう対策をしようか考えている素そ振ぶりを見せていました。本当の彼女ならとっくに私の心に介入して、その黒い球体を解除させるように働きかけていたのではないかな、と思います。

　……そんな恐ろしい魔女が疾風はやてさんの側にいる。

　これは私にしてみると怖くて仕方ないことでしたが、おかげで安心も出来ました。

　彼女が味方でいる限り、疾風さんは負けることがない。どんな手段であっても、きっと彼が滅びないようにはしてくれるだろう、という信頼。それが私の彼女に対する意識です。

「さあ、それをどうしますか？」

　私が確認した瞬間。

　キリカさんの影は開いた本を再び輝かせました。

　直後、詞し乃のちゃんが自分の体が削られるのも顧かえりみずに、そのまま私の方に突っ込んで来ます。当然、黒い球体に触れた箇か所しよがどんどん気化して削られて行き、詞乃ちゃんの姿は穴だらけの見るも無残な姿になってしまいます。

　捨すて駒ごまを放ほうって、本体を倒してしまえばいい。

　それがキリカさんの影が下した決定なのでしょう。

　事実、あの詞乃ちゃんの一撃が私に届けば。あの手が私の胸に触れたりすれば。彼女の人殺しのテクニックならあっさりと胸を貫いてくるかもしれません。ですが私はそれを待っていました。

　詞乃ちゃんの手が、私の胸……心臓を抉えぐりに繰り出されます。

「『奈落の門アビス・ゲート』！」

　その手が胸に届くか届かないかの辺りで、私は胸の前に漆黒の『穴』を生み出しました。そのままの勢いを維持したまま、詞乃ちゃんの手が穴の中に消えて――。

　バシュッ！

　その手はキリカさんの胸を貫いていました。

　私の胸の穴を入り口として、出口をキリカさんの周囲に漂ただよう暗黒の球体にした『門』。空間と空間を繋つなぐという荒あら業わざ。それがこの技でした。

「……っ」

　キリカさんの影は、目を大きく見開いて……笑っていました。

　目の前にいるボロボロの詞乃ちゃんも、ほとんど粒子化していきながら笑っています。

　なんとなくこの二人は似ているな、と思いました。純粋なロアとして生まれ……自分が滅びるということに恐怖を持たない存在。

「意志も何もないロアが『神かみ隠かくし』に勝てるわけありません」

　手で詞乃ちゃんを払うと、あっと言う間に掻かき消きえてしまいました。

　そして私は胸からおびただしいほどの流血をしているキリカさんに近付きます。

「どうして笑っているのでしょうか」

　キリカさんの影に、キリカさんの意志はありません。

　あるのはきっと『ロア喰ぐいの魔女』というデータと、それに付随する行動原理。

「どんな理由があるにせよ。このまま――」

　消えて貰もらいます、そう告げようとした瞬間。

　四方八方から、私とキリカさんごと貫こうとするかのように、大量の槍やりが襲いかかってきました！　見たことはありませんでしたが、知識として知っていたもの。魔女を殺す為ために『村』のロアが持つ特別な技。

『狂気の魔女狩りセーラムナイト』。

　私がキリカさんの影に近付く瞬間を狙ねらって、自分の体を失った詞し乃のちゃんが放った最期の一撃。それはキリカさんの影ごと私を貫こうとする為の無数の槍でした。

　これだけの数の槍は流石さすがに『奈落の門アビス・ゲート』で防ぐわけにはいかず。

「『妖精庭園フエアリーガーデン』！」

　その瞬間に、私は――神かみ隠かくしの世界、自分の隔離空間に転移していました。

　そこにはキリカさんの影と、黒い煙のようになってしまった詞乃ちゃんだったものの残ざん滓しだけが漂ただよっています。無数に繰り出された槍はもう、ここまでは届きません。

「この場所まで使いたくはなかったのですけれど……仕方がありませんね」

　しゅるしゅるしゅる！

　庭園の茨いばらの蔦つたが、キリカさんの影に巻き付きます。同時に、黒い霧になった詞乃ちゃんだったものも、無数の茨の蔦によってかき消されていました。

「貴女あなたたちはずっと――永遠に、この庭園にいて下さいね」

　私はそれだけ告げると、自分は大きく開いた黒い穴の中に入ります。

　彼女たちがこの後どうなるのか。脱出出来るだけの能力を持っているのか、それとも未み来らい永えい劫ごう、無限にあるこの庭園の一つに封じられたままになるのか。



　――私の関与出来ることでは、ありませんでした。



　元の大食堂に戻ってきた私は、そのまま膝ひざを付きます。どっと汗が吹き出して、動どう悸きも激しくなり、手近にある椅い子すにもたれながら呼吸を整えることしか出来ませんでした。

「はぁ……はぁ……疾風はやてさん、後は宜よろしくお願いします、ね……」

　そう呟つぶやくと目を閉じて。

　……これだけ頑張ったのだから。後で夢にお邪魔するくらいは許して貰おう。

　そんなことを考えていたのでした。
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「俺おれの物語になってくれ、ですか……」

「ああ、その通りだ」

　先輩の体にそれを言うのは二度目ということに、変な違和感は感じつつも。

『管理人』は唇に指を当てながら、上目遣いになって思案していた。そんな仕草は先輩の癖になかったものなので、やっぱり違う人なんだなーみたいな感慨を持つ。

「ああ。あんたがどれくらいの覚悟を背負っているのかはまだ解らない。きっと、世界の破滅なんかと向き合ったんなら、生半可じゃない覚悟をしたんだろうな、とは思うけど。でも、俺にはまるで想像は出来ない」

　正直、俺にはまだスケールがデカ過ぎて解っていなかった。だからそのままの気持ちを、ただそのままの言葉で伝える。

「そんな、いい加減な意識なのに、私を物語にしたいんですか？」

「その通りだ。もっと言えば、俺は一いち之の江えの苦しみも知らないし、キリカがどれくらい悪い子なのかも知らない。音ね央おや鳴な央おちゃんがどれほどの罪悪感で悩んでいるのかも解らないし、理り亜あが……どのくらい強い想いで戦っているのかも理解していないんだ」

　そう。俺はそのどれも解らない。きっと大変で、つらくて、悲しくて、逃げ出したいくらいなんだろうな、というのは予想出来るけれど、実感は出来ていない。

「当人じゃない俺が解ってやれることなんて、ないんだよ。その苦しみも企みも罪の意識も覚悟も、あいつらの大事な『あいつら自身』だ。俺が出来ることはそれを知ることでも、意識することでもない」

　そう。今の俺なら言える。

　きちんと戦う覚悟をして。何度も挫くじけて、そして立ち上がった今だから言える。

　自分がまだまだ弱くて、経験が足りなくて、それでもこんな凄すごい物語たちの長をやらなきゃいけないって解ったから、言えるのだ。

「俺は俺のまま。みんなにとっての『一いち文もん字じ疾風はやて』であればいい。それが物語の主人公としての在り方だと思っているんだ」

　きっぱりと言い切るのは、実は怖かった。自分の主義主張なんて、他人に押し付けるものではないからだ。価値観を共有出来ずに、これで嫌われてしまうかもしれない。呆あきれられるかもしれない。完全な決別になるかもしれない。

　そう思えば思うほど、きっぱりと自分の道なんて言わない方がいいんじゃないかと思えてしまう。もっとソフトに、相手の欲しい言葉を選んで、寄り添って考えることだって出来るだろうし、その方が好かれるんだと思う。

　でも、俺おれはきっぱりと、胸を張って。極力偉そうになるように告げる。

　それが今の、一いち文もん字じ疾風はやての気持ちであり、真実だからだ。

「………………」

『管理人』は俺を見つめていた。その視線には何の感情も浮かんでいない。先輩の表情で全くの無表情というものを初めて見た。それは普段が笑ったり柔らかくしているからこそ、余計に恐ろしい冷たさを醸かもし出だしている。

「どうやら、一文字疾風君。私と貴方あなたは相あい容いれないようです」

　低く、鋭い決別の声。胸が痛まなかったかと言えば嘘うそになる。

「そしておそらく、七しち里り詩し穂ほとも相容れないようです。この少女はずっと一人でした。孤独でした。一緒にいてくれるパートナーを探していました。だから、貴方やその仲間がそんな人になってくれればいいな、という希望を抱いていました。ですが、貴方の主張は残酷にも、個人の苦しみは個人が受け持つものであり、分け合うものではない、という意識でしたから。……それでは、無理でしょう」

『管理人』の両手の指。その先端がポウッと青白く輝き始めた。俺はそれが彼女の臨戦態勢であることを察して、意識を『気配』に集中する。

「それでも俺は、先輩もあんたも物語にしたいんだ」

「そんな横暴を……認めるわけにはいきません。『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』、貴方はこの世界から逃さず、そのまま消えて貰もらいます！」

『管理人』の目が青く輝くと同時に、彼女は腰の辺りにある架空のキーボードを叩たたくかのように、光る指先を踊らせた。その都度、アルファベットや数字や記号が青白く一瞬現れては消えて、『管理人』の顔の前に青白い光の文字列が浮かび上がる。

『モンジ君、今の話の内容についてはとりあえず置いておくね。気を付けて！』

「解ってる、サンキュー、キリカ！」

　ざわっ、と俺を取り囲む周囲の熱が一気に下がった気がした。そう、既に『管理人』の攻撃は俺に襲いかかっている！

「っ、これは!?」

　俺の着ている服が、大小様々な立方体の形に切り取られ始めた。いや、服だけじゃない。俺の手や足も、まるでモザイク処理をかけられていくかのように徐々に削られる。

　そこに痛みは存在せず、ただその場所が『消滅』していくだけだった。

『これは『管理人』が使える、『４０４リンクノツト・フアウンド』!?　でも、あれは『８番目のセカイ』にあるデータを消すだけの能力だったはず！』

　キリカが驚きよう愕がくしていた。こいつがこんなにビックリするからには、かなりの不測事態ということなのだろう。かく言う俺も、自分の体が消えるというおっかない事態に、どう反応していいか戸惑っていた。

「そう。本当は単に『ロア』の記述を消してしまうことで、それまで培つちかった認知度を白紙に戻すというだけの能力なんですけど」

『管理人』の口元に酷薄な笑みが浮かぶ。

「『２０００年問題』はあらゆるプログラムを破壊し、狂わせ、より直接的な破滅の方向性へと導きます。つまりこの『管理人』である私の能力と、この七しち里り詩し穂ほの『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』の能力が合わされば……この『管理人』としての力は破壊や消滅にも使用出来るんです」

「っく！」

　手や足が、痛みも感覚もなく徐々に削られていくのは薄ら寒いものがあった。俺おれはすぐさま自分の足元に『奈な落らく』へ続く穴を広げると、その中に飛び込む。

「逃がしませんよ！」

『管理人』がさらに素早く空中でタイピングを行うと、さっきよりもさらに長い文章が彼女の前に浮かび上がった。タンッと鮮やかな指先が実行キーを押すと――穴に飛び込んだはずの俺が、何な故ぜか穴から飛び出してしまった。

「な、なんだ!?」

「貴方あなたのロア属性を書き換えています。今のは『全すべてを吸い込む奈落の入り口』を『全てを吐き出す奈落の出口』に書き換えた結果です」

「そんなこと……」

「今までの私では不可能でした。ですが今はこの『２０００年問題』のロアが持つ時間制御の力を利用して、逆転させたのです」

『凄すごいね『管理人』さん。データ構築、解析能力を使って、自分の描いた結果がどう変化するか……『２０００年問題』の力でどう影響するか、みんな解るんだ？』

「それを把は握あくし続けるのに費やした十年でしたから」

　先輩の体を手に入れて、その能力がどんなものなのか解析し続けていたということか。来きたるべき戦いの日の為ために。『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』を倒すその日の為に。破滅の力すら使って。それほどの執しゆう念ねんが、彼女にはあるのだ。

　だけど俺はもう悩まない。そんな彼女の努力を無駄にするかもしれないとしても、もうそこで躊躇ためらうつもりはなかった。心は痛むし、後悔だって絶対するだろうし。何より、先輩を悲しませ続けるかもしれない。

　だけど、俺はもう『俺』を貫く。もし間違っていれば絶対にグサグサと正してくれる仲間がいる。俺が『モンジ君』でなくなれば嫌がって誘惑もしてくれなくなる仲間がいる。俺をここに送り届ける為に、おっかない魔女の影と戦ってくれている大事な子たちがいる。俺と共に失敗して成長してくれる仲間がいる。

　だから――。

「俺おれは負けないぜ『管理人』！　あんたの十年の努力や頑張りに比べれば、俺の二ヶ月の覚悟なんてちんけに思えるかもしれないけどな！　だけど俺には最高の二ヶ月だ！」

　俺は叫びながら、一直線に『管理人』に向かって走った。どうやら俺の『奈落の門アビス・ゲート』は『管理人』によって書き換えられてしまったらしい。これでは移動も逃亡も、自分の体の一部を遠くに飛ばすことも出来ない。実質『神かみ隠かくし』は完全に封じられたようなものだ。

　だったら、信じられるのは俺自身の手である。これをなんとか『管理人』に、先輩に届けたい。手足が、腕や関節が、鈍くて重苦しい。まるで悪夢の中で走っているかのような感触だ。とても自分の体だとは思えない。だが、それでも。

「それに、『諦あきらめない』人生は、もう十七年目なんだよ!!」

　パシャっ。水を何度も蹴けって蹴って、ようやく先輩との距離を詰め――その、怜れい悧りな眼まな差ざしを浮かべた先輩の頭へと手を伸ばす――！

「何をするつもりかは知りませんが……ここで消えて貰もらいます！」

『管理人』がさらに凄すごい速度でキータイプを行い、物もの凄すごい量の文章がその顔の前に羅列される。そして、俺の手が先輩へと届こうとした瞬間。

「う、わああああ!?」

　俺の手が、足が、体が、四角い大量のブロックに侵食されていくかのように、一気に消えていく。消えた部分は完全に空白になり『何もなくなる』。そう、俺という存在がどんどん『無』にされているのだ。

「せん、ぱいっ！」

　もう存在しない『手』を、その『気配』を俺は先輩へと伸ばす。

「先輩!!」

　そこに実体が存在しなくても。そこに『気配』があるなら、そこには熱みたいなものがあるはずだ。せめて、それだけでも先輩に届け！　と、俺は強く念じる。

「――詩し穂ほ!!」

「その口も消えてしまいなさい！」

『管理人』の絶叫に似た声を聞いたと思った瞬間に。





　――俺の存在は完全な闇やみに消え去ってしまった。





　その『プログラム』と『バグ』の力を同時に受けた俺は『管理人』の意志で、肉体を失った……ということなのか。このままではこの『意識』もやがて消えてしまうだろう。

　この感覚には覚えがあった。自分の体がなくなっているみたいで、意識だけが闇の中に浮かんでいるような寂さびしい場所。――そう『神かみ隠かくし』の中だ。

　この『消滅』のプロセスは『神隠し』のものと酷こく似じしている。『神隠し』の力を使っている今の俺おれには、それが理解出来ていた。

　なら。それならば。俺は『手』を伸ばす。そこに肉体がなかったとしても、精神は。気持ちは。心は、届けられるんじゃないか？　と。そこに『気配』があるならば、俺のこの手の気配だって向こうには届けられるんじゃないか？　と。

　だから俺はその『手』の気配で、先輩の頭に触れた。

　それは触れた、という思い込みだったのかもしれない。実際はもう俺なんて存在はなくなっていて、こうして考えている俺自身なんてものも単なる夢か何かかもしれない。

　だけど、これがもしも夢なのだとしたら。そして先輩も夢を見ているのならば。

　この手よ。先輩の夢に届け――！





「……モンジくん？」





　闇やみの中に響いた声は、なんだか懐なつかしさすら感じる先輩の響きだった。それさえ聞こえれば、俺はその声の方向に意識を向けるだけでいい。

『神隠し』の能力である『異界の迷い家テイルナノーグ』。

　相手の夢を覗のぞき見たり、その中に現れる能力だ。

『管理人』が表に出ている時は、先輩は夢の中にいるようなものなのかもしれない。こうして、先輩の意識に触れられたということは、きっとそうなのだろう。

「迎えに来ましたよ、先輩」

　俺は膝ひざを抱えて丸くなっている先輩に、手を差し伸べる。

　先輩はそんな俺の手をまじまじと見た後……一粒、涙を零こぼした。

「でも、モンジくんは、わたしを支えてくれたり、わたしのことを考えてくれたりはしないんだよね？　わたしが苦しくても、つらくても、パートナーになってくれたりしないって、そういう意味でさっき言ってたんだよね？」

　そう。俺はさっきそう告げた。誰だれかの苦しみも、哀かなしみも、罪の意識も、肩代わりするつもりなんてないと。俺は俺だから、他ほかの人がどんな想いを抱いていようと。どんな想いを抱かせようと。それを省みたりすることはないと。

「ええ。そうです」

　だからきっぱりと伝えた。

「なら……わたしは……」

　先輩の声がさらに涙声になる。だから俺おれは上う手まく伝えられるか不安に思いながら、それでも自分が届けられる精せい一いつ杯ぱいの気持ちを伝えることにした。

「だって、俺は先輩と一緒にいたいんです」

「…………え？」

「これからも、ずっと。先輩が苦しい時も、つらい時も、悲しい時も、ずっと一緒にいたいんです。いつでもその手を握って『大丈夫ですよ』って笑いかけたいんですよ」

「え？　で、でも……さっきは……」

「俺が先輩を支える側になったり。先輩の気持ちを考えまくって気を使っていたら、それはなんていうか……一いち文もん字じ疾風はやてじゃなくてもいいんだろうな、って。先輩の心を見抜ける、巧みな誰だれかなら誰でもいいんだろうな、って」

「誰でも……いい……なんて……」

　先輩は、すんっ、と鼻をすする。その目は涙で濡ぬれていたけれど、じっと俺の方を見つめている。

「俺は……っていうか、人は他人の気持ちを百パーセント理解なんて出来ないんだと思います。だから考えて、頑張って、なんとか近付こうとするんだと思うんですよ。俺は解らないから先輩のことがやっぱり好きで。解らないままだからこそ、隣に立って……俺のままで、俺という存在があることで、先輩が安らげるような男になりたい」

　俺の、なくなったはずの手が……先輩の頬ほおに届いて、触れられた気がした。

　俺はその瞳ひとみから流れる涙の雫しずくを指で掬すくうと、その頬をそっと包む。

「だから、詩し穂ほ先輩。俺の物語になって……俺とずっと並んで歩いてくれませんか？　誰かが支えるだけじゃなくて。俺も先輩もみんなも、支え合うような物語になりましょう」

　先輩の顔をはっきりと見つめる。

　これが、俺の――偽りのない今の気持ちだった。

　先輩はパチクリ、と瞬きをして――ポロポロポロ、と大粒の涙を零こぼす。

「モンジくん、わたし……わたし……!!」

　先輩は――俺の胸に、その泣いた顔を押し付けてきた。

　そのまま、ぎゅうううと強く、強く抱き締められる。

「わたし、どうしよう!?　『管理人』さんと一緒に、モンジくんの体、消しちゃった！　どうしよう、どうしよう……！」

「大丈夫ですよ、詩穂先輩。俺の背中に手を回してみて下さい」

　そう、体なんてなくなったはずの俺には、手も胸もないはずだった。

　今は夢の中だからあると想定しているのだけど。

　でも、そう。



　絶対不可侵の場所が、俺おれにはある。



「え、モンジくん、どうして……」

　先輩はきょとんとしていた。よほどそれが信じられないのだろう。

「どうして、モンジくんの背中は消えていないの？」





　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ！





　突然、どこからともなくＤフォンの着信音がけたたましく鳴り響く。

「えええ!?　これが……これが!?」

　そう、これが俺とあいつの絶対的な絆きずな。例え俺の体が全すべてなくなってしまったとしても、絶対に一箇か所しよは消え去ることはないという約束の居場所。先輩が驚いているうちに、その着信音はピタリ、と収まり。



    

  
    
      



    

  
    
      『もしもし、私よ』





　どこからともなく、そんな電子音声っぽい声を漏らしていた。





『今、貴方あなたの後ろにいるの』





　直後、辺りの闇やみの空間が消し飛び、俺おれの視界が一気に開けた。

「そん、な……どうして……ですか!?」

　そこは――ホテルの一室。ロイヤルスイートルーム。広々としたその部屋には、俺と、先輩の体を使っている『管理人』と。そして。

「メガトン瑞みず江えパンチ！」

「おごぉ!?」

　いきなり俺の後頭部をゲンコツで殴りつけた少女、一いち之の江えだった。

「い、い、いきなり何をするんだ!?」

「リアルでモンクな私ですからね。言いたい文句を現実世界で拳こぶしに込めたのです」

　……上う手まいことを、言われた……のか？

「ぐっ……今すぐにでも振り向いて文句を言いたい……！」

「しかし私は汚いニンジャなので、きっとそこにはもういないでしょうね」

　相変わらず、登場の度たびによく解らないネタを織り交ぜる一之江の安定感だった。

「しかし、凄すごい賭かけに出たものですね、モンジ」

「うん？」

「自分が今『神かみ隠かくし』だから『完全に肉体が消えてしまう』という状態になっても、戻って来られると踏んだのですか？」

「あー、それもあるけど。俺自身が消されてしまったとしても、一部分は絶対残ってるって自信があったからな。幸い『神隠し』だったおかげで『消失』のメカニズムみたいなものも把は握あく出来ていたし」

　俺には自身に纏まとったロアの詳細を、知ることが出来る能力がある。

『ロアの消失』。多くのロアもハーフロアも、その状態を恐れるがあまり、自身の逸話を流し続けるべく『都市伝説』をなぞらえて行動する。

「今の俺は『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』であると同時に『神隠し』だった。だからもしも『管理人』の技で『１０１番目の百物語』が消えてしまったとしても、それは『神隠し』の逸話になぞらえることが出来るはずだ」

『管理人』は、目を大きく見開いて俺おれと一いち之の江えを見つめていた。

「即すなわち、突然消えた『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』は『神かみ隠かくし』に遭あったのだ、と」

「そんな、そんな抜け道が……!?」

『管理人』は慌あわてて青白く光る手でキータイプを開始するが。

　それよりも先に俺の背後からにゅっと伸びてきた手がＤフォンの表示を見せる。



　それは『８番目のセカイ』に記載された記事。





◆2010-07-10T024:00:00　"Siragasaki Hotel Royal Sweet Room"

『１０１番目の百物語』が、自らを『神隠し』に遭わせることにより、

『管理人』の世界より帰還する。





「この記事は……っ!?」

「『今』の管理人が書いたものです。おそらく……」

　一之江はＤフォンはそのまま見せたままで言葉を続ける。

「貴女あなたにバレないよう、貴女の意識をバグらせて、今しがた書かせたものかと」

「……七しち里り、詩し穂ほ!!」

『管理人』がその名を叫ぶと、その手が、その指が、その目が、強く強く青く輝いた。

「どうしてですか!?　どうして、解って下さらないんですか!?　私は、私は貴女も、彼女も、世界も救いたいだけです……！　それなのに、それなのに……!!」

　直後、一之江が開いているＤフォンのページに、新たな文章が増えていく。





『うん、解ってる。だから、だから『管理人』さん。わたしも、モンジくんも、みずみずも、貴女を絶対に否定しない。わたしたち、きっと同じ気持ちでいられると思うの。だから、ね？　そんなに自分だけで抱えなくていいよ。同じ方向を向いて隣に立ってくれる人が現れたんだから、もう……一番上に立って泣いてなくていいんだよ？』





　そっか。『管理人』は以前の『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』との戦いでのリーダー格だったのだろう。そう、つまり『勢力』の長だったのだ。だから、自らが仲間たちの方向性を示す為ために、ずっと前を見て、その体を失った今でもその背中を見せ続ける為に、戦い続けなければいけなかったのだろう。

「あんたも俺おれの物語になれば、後は俺と一緒にそれをやればいいだけだよ。俺が頼りなかったり、ヘボかったりしたら、その時は厳しく……そうだな」

　俺はちょっと笑いながら。

「俺を『管理』してくれよ、『管理人』さん」

　そう告げると『管理人』は目をパチクリ、と瞬かせる。

「私を怒らせたのも、わざとだったんですね？」

「あー、うん。言い方が悪い方がいいかな、と思ったのは確かだ」

「本当にもう……」

『管理人』は呆あきれたように呟つぶやくと。へなへな、とその場に座り込んで。

「次からは、許しません。きっちり……七しち里り詩し穂ほの中で見ていますから、いい加減なこと、危険過ぎる賭かけはもうさせませんからね」

　そう言って、ふにゃら～、と笑ってくれた。

　俺はそのいつもの先輩とは違う新しい笑みに、鼓動が高鳴る。

「え、あ、ええと……」

　俺がどぎまぎしていると。

「メガトン瑞みず江えキック！」

　グサァ!!

　一いち之の江えが背中に何かを突き刺してくる!!

「キックじゃねえ!?」

「刃のように鋭いキック。それが私の『ニヤけた顔がむかついた時』に発動する技です」

　激痛と共に珍しい一之江の本音が聞けたりした。

「ふふふっ……モンジくんにみずみずったらっ」

　ふと気付けば『管理人』だったその口調はいつの間にか先輩のものに戻っている。

「不束ふつつか者ものなわたしだけど……これからもよろしくね！」

　先輩が俺と一之江を同時に抱き締めて『告白』の返事をくれた瞬間。



　ぴろりろーん♪　びろりろーん♪



　二つの音がＤフォンから鳴り響いて。



　俺は『８番目のセカイ』の『管理人』と、『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』を自分の物語にしたのだった。



    

  
    
      

◆章後：‥そして終末への宣戦布告



◆2010-07-11T014:00:00　"Siragasaki Seaside Beach"

◇View Side:Hundred-ONE◇





「ふはぁぁぁぁ！」

　スキューバダイビングから戻った俺おれは、器具をちゃんと自力で片付けてから、ふらふらとパラソルの下にあるビーチチェアに倒れ込んだ。

　昨日は一いち之の江えが使っていたものだが、一之江は先輩とパラセイリングに夢中だ。

　ボートに引っ張って貰もらってパラシュートで空を飛ぶ、爽そう快かいな遊び。俺も体力が回復したらあっちに交ざるとしよう。

「それにしても……」

　遠目に、水着の美少女たちを見み遣やる。

　浮き輪で遊んでいる中学生トリオ、水上バイクに二人乗りしている音ね央おと鳴な央おちゃん、そしてパラセイリングで上空を舞っている一之江と先輩。

「この楽しくて仕方ない水着姿も、見慣れるともったいない気分になるよな」

　何事も新鮮さを欠いて、慣れになってしまうのはもったいないものだ。

「そう？　新しい水着にした方がいい？　もっと刺激的な方がいいとか」

　と、キリカがトロピカルなドリンクを持ってやって来てくれる。

「サンキュー。ちなみに、俺は刺激的なものよりもイメージを大事にしたい」

「イメージ？」

「例えばキリカなら、普通に愛らしいビキニなんだけど。見れば見るほどドキドキしてたまらなくなる、そんな扇情的なイメージだな」

「あははっ！　そっか、扇情的なんだね、私の水着」

　キリカは自分の水着を見て、ちょっとだけぴらっ、とめくって見せる。

「ってこら！」

「あはっ、ドキっとした？」

　何か凄すごいものが見えたわけではないのに、それはもうドキドキする。男という生き物は、女子が水着を直すあの仕草くらいで興奮する生き物なのだ。

「俺はキリカにドキッとさせられ続ける今の人生が好きです」

「わっ、人生を悟っちゃったっ」

　そんな俺おれにケタケタ笑いながら。

「モンジ君が見たいなら、もっと見せてもいいし……」

　と、胸元に指を入れて、ちょっと前かがみで見せて来たり。

「なんなら、いっぱい触っても……いいんだよ？　例えば、この水着を全部取って、私にサンオイルを塗ってみる？　背中も……前も」

「前も……だと……!?」

「ふふっ」

　キリカはそのまま水着をゆっくりと引っ張って……もう少しで、もう少しでキリカの胸の先にある最高の神秘が見える！　という辺りで。

　俺は自分の目を覆った。

「おりょ？　いいんだ？　好きでしょ、男の子。水着姿での『ポロリ』」

「死ぬほど大好きだが、そういうのは事故でポロリするものであって、そうやって能動的にするものじゃありません。めっ」

「あはっ、『めっ』されちゃったなら仕方ないね」

　キリカは相変わらずニコやかに笑いながら、そして、そっと耳元に顔を寄せて来ると。



「……『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』は復活しちゃっているみたいだよ」



　そう、囁ささやき声で教えてくれた。

　途端に、辺りの音が消え、世界が白黒のモノトーンカラーになる。

「へえ、私がいるって気付いてたんだね、お姉さん」

　いつの間にか、砂浜の上にはヤシロちゃんが立っていた。

「そりゃあね。モンジ君にさりげなく近付く気配があったもん。見えなくても、存在を隠せたとしても、魔女の結界の中では無意味だよ」

「そうみたいだね、お姉さん。まあ、私も……今すぐここで何かするつもりはないの。むしろ、お兄さんにお礼を言いに来ただけだよ？」

　ヤシロちゃんは相変わらず、帽子の下で胡う散さん臭くさい笑みをニヤリと浮かべている。

「俺はお礼をされるようなことをしたのか」

「うん！　それはもう、本当に素敵なこと」

　ヤシロちゃんはクスクス、と笑って。

　その帽子を、静かに取った。

　そこには――。誰だれかに似た、彼女の素顔。

　いや、今なら解る。

「……！　そっか、ヤシロちゃんは先輩に似てるんだな」

「そう。私は七しち里り詩し穂ほの８歳時の姿。そして、その姿を得ることで彼女から分離して、解き放たれたロアでもあるの」

　――『２０００年問題』から解き放たれたロアとなれば。

　そんなもの、アレに決まっていた。

「君が『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』だったんだね、ヤシロちゃん」

「そういうことだよお兄さん。私を七里詩穂の体から解放してくれて、ありがとうね？」

　ここでそのお礼が出る辺り。本格的に彼女は『復活』してしまったのだろう。

　完全に取り返しのつかない存在。俺おれを殺すらしい最悪のロアが。

「いや、いいさ。それで、ヤシロちゃんはこれからどうするんだい？」

「今まで通り、Ｄフォンを配り歩くよ？」

「あれ、そうなんだ？」

「まだ『来きたるべき時』じゃないからね。それまで私はずっとロア探ししているよ」

　まだ、彼女が『破滅』をもたらすまでに時間的な猶ゆう予よがあるということなのだろうか。



　だとしたら。



「ヤシロちゃん。俺は君も諦あきらめないからな？」

「あはっ！　うん、解っているよお兄さん。だから――『その時』が来るのを楽しみにしているの。私はどうなってしまうのか。人々は。世界は。本当に滅びるのか……」

　ヤシロちゃんは、そのままキリカを見てニッコリと笑うと。

「貴女あなたがどんな決断をしているのか、もだね。お姉さん」

「……私は、いつもの決断をしていると思うよ、ヤシロちゃん」

　キリカとの会話も終えると、彼女は再び帽子をかぶって。

「じゃあね、お兄さん、お姉さん」

　ヤシロちゃんはそのままゆっくりと立ち去ろうとする。

　次に会う時はもしかしたら、文字通り命がけの戦いになるのかもしれない。

「ヤシロちゃん！」

　だからこそ、俺はその小さな背中に声を張り上げた。

「ヤシロちゃんの本当の姿も、その時に期待してるからな！　ちっちゃくても大きくてもいいから、必ず見せてくれよー！」

　ヤシロちゃんは振り向かないまま、右手を上げて――。



　気がつけば、世界の音も色も元に戻っていた。

　ふう、と俺おれとキリカはため息を吐く。かなり緊張していたのだ。

「そういや、キリカの決断って？」

「あははっ、女の子には勇気を出して決断しないといけない時があるの。例えば……初めて、の時とか……ね？」

　キリカがむに、と胸を俺に当ててきたせいで、思いっきり意識してしまいつつ。これは確実にはぐらかされているな、というのも理解している。

「そ、そっか」

「うん。いつでも貰もらってくれて構わないんだからね？　モンジ君っ」

「ごちそうさまです」

「わっ、もう貰われちゃってた!?」

　すぐにいつもの俺たちに戻りながらも、俺は内心で決意していた。



『管理人』も詩し穂ほ先輩も俺は手に入れることが出来たんだ。

　だったら『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』であろうとも、きっと。



　そのままキリカの柔らかさを感じながら、真まっ直すぐに空を見上げる。



　そこには、まるでこれからの嵐あらしを予感させるかのように――。



　巨大な雲が悠然と立ち上っているのだった。



    

  
    
      
あとがき



「表紙の股こ間かんに『はいてません』ってあるんですけど！」とツッコミを入れたら、スカートがやや長くなってしまって「しまった!?」と後悔先に立たないわけですが。あのままだったら股間が肌色になって世間に出ていたのを考えると、これで良かったんだ……とＢ級映画のラストのように頷うなずく僕と庄しよう司じさんでありました。流した涙の数だけ、男は強くなれる。そんなわけでお久しぶりです、サイトウケンジです。はじめましての方は、出来れば他ほかの巻を読んでからだと嬉うれしいです。こう、今回は水着回でもありつつネタバレ回でもありますので。

　今まで何を考えているのか解らなかったモンジの想い人こと、七しち里り詩し穂ほ先輩の一人称とモンジの視点がクロスしながらガンガン出し惜しみなくネタバレしています。なので、あとがきから読んでいる方は是非中身を確認して下さいね！　もう既に読んだ方は「なんという妹回」と言わないで下さい。ちゃんと先輩回……だった……はず……。

　それにしても水着祭り。女の子たちはすぽぽぽーん！　と惜しげもなくその柔やわ肌はだを晒さらし、モンジを誘惑しまくるわけです。羨うらやましいったらありません。リア充は爆発すべきですが、彼の場合理り亜あ充でもありますのでやっぱり爆発すべき嫉しつ妬と対象かと思います。主人公に嫉妬する物語、それが１０１番目ハンドレツドワンの百物語なのかもしれませんね。ぐぎぎ。

　僕は常々思うのですが、どうして下着を見せびらかすのはアウトで、水着はセーフなのでしょうか。どちらも露出面では同じである以上、布の厚さがあれば充分なのか、はたまた「水着だから恥ずかしくないもん！」なのか。「水着だから恥ずかしいけど、貴方あなたにだから……ぽっ」という状態ならば何の文句もないどころかブラボー！　水着最高！　イェイイェイ！　となりますので、この『恥ずかしいけど自分にだけ我慢してくれる美少女』という感じで他の作家さん。宜よろしくお願いします。



　そんなわけでまだ読んでいない方の為ために簡単なあらすじを話しますと、水着。お風ふ呂ろ。妹の誘惑。告白の返事、みたいな流れです。今回は双子キャラに見せかけて同一人物の片割れである鳴な央おちゃんと、前回仲間になった従姉妹いとこの理亜がちょびっとバトルで活躍する感じになっています。後は先輩の内心がバリバリ語られますので、ニコニコ目の内心が読めない女の子が何を考えているのか！　という辺りが気になる方は是非。



　前回書いたおかげか、励ましのメッセージなどが届くようになりました。中でも四巻の感想だと『理亜ちゃんブヒー！』というものが多く、ちゃんと昨今のＭＦ文庫妹ブームにも乗り遅れずに済んだ、とホッと胸を撫なで下ろしています。おかげというわけでもないのですが、今回はキリカではなく理亜の誘惑ターンになってしまいました。イラストラフの段階で「すみません、もう少し理亜の胸元が見たいですブヒヒ」とお願いしたのは僕です。べ、別に理り亜あのことが好きな貴方あなたの為ためじゃないんだからねっ！　とツンデレを装いながら、デュフフフと笑っていたのは言うまでもありません。そんな妹のあざとさにニヤニヤ笑っていた昨今ですが、次回以降はちゃんとキリカもその体に搭載した武器を駆使して理亜との誘惑デッドヒートを繰り広げます！　それに先輩や鳴な央おちゃんも参戦！　という形になればいいなーとは思っているのですが、予定は未定なので気まぐれに音ね央おとイチャイチャすることがあるのかもしれません。一いち之の江えはきっといつも通りの『グサデレ』です。グサグサと突き刺すくらいツンツンしながら、デレなのかどうなのか解らない態度を取る美少女、という新ジャンルです。最後におなじみのパターンで登場する一之江ですが、毎回登場直後に言い出す言葉はその瞬間に彼女が口走るものなので、作者である僕にも全く予想が付きません。本作はそんな、勝手に登場人物たちが動きまわる物語なので、実はこの先がどうなるのかは書いてみなければ解らない感じです。プロットとか予定をきちんと立てて作品が作れる人は本当に凄すごいなー、と思う僕です。

　あと、今回のラストではついにあの子がラスボスに!?　という形で続きました。まだ集めた物語は僅わずかだというのにいきなりラスボス、というわけではなく、もうちょっとだけ続くんじゃ、みたいな感じに続いていく予定です。この「もうちょっとだけ続くんじゃ」という言葉は、僕の大好きな漫画で呟つぶやかれたもので、その後のシリーズの方が長く続いたという代しろ物ものですがはたしてこのお話はどうなるのやら？　やりたいことはまだまだいっぱいあったりします。例えば、結局キリカのことはどうするのよこのスケコマシ！　とか。理亜の告白への返事はどうするのよスケコマシ！　とか。先輩のこともどうするのよスケコマシ！　とか。鳴央ちゃんの気持ちには気付いてるくせに、このスケコマシ！　とか。そんなモンジへの怨えん嗟さの声に応える存在、それが一之江で在り続けたいですね。



　余計なことを書き殴っていますが、あとがきに大量にページが貰もらえてしまったので何を書こうか悩んでいたりします。以前、２ページだけだった時は感謝の言すら間に合わなかったわけですが、今回は余裕がありまくるので油断しています。そんなわけでそろそろ感謝の言葉を。



　まずは当然のように相方である涼りよう香かさん。いつもいつも本当に愛らしいイラストをありがとうございます！　涼香さんのイラストが見たいが為にちょっといやらしいシーンであったり格好良いシーンであったりを書いていると言っても過言ではありませんので、これからもギリギリをガンガン攻めて下さい！　そして、そんな我々のギリギリを時に優しく、時に熱く見守って下さる編集担当の庄しよう司じさん。庄司さんがいなかったら俺おれ……書けなかったよ……みたいなドキドキの展開がこの後続くかもしれないくらいにお世話になっております。いつも迷惑をかけていますが、これからも優しくして下さいね。ぽっ。

　そしてやっぱり「先輩……先輩……ぐぬぬぬ！」と悩んでいる僕に色々アドバイスをくれたシナリオライターの代しろ瀬せさん。いつも本当にお世話になっております。チェックしてくれる仲間がいてくれる喜びをとても噛み締めております。ありがてぇありがてぇ。同様に毎回完成した瞬間に感想をくれるシナリオライターの三日堂さんにも感謝です。熱い展開大好き！　な貴方あなたを楽しませられるかどうかというのが重要になっているので、これからも熱い展開チェッカーとしてそばにいて下さい。

　また、いつも名前を挙げていますが、ブログで感想を書いて下さる海かい冬とうレイジ大先生。例のいやらしい感じのは、まだかね？　（正座しながら）と既に準備万ばん端たん整っております。第六巻ではシャルの水着をありがとうございました。どんだけ水着好きなんだ自分。

　また、今回も色々とやって下さったホリマコトさん、本当にありがとうございました。こちらだけでなくあちらまで、みたいになっていますがあまり無理をしないでご自愛して下さいね。ちょいちょい描いてくれている優樹菜ちゃんにはニヤニヤさせて貰もらっています。

　他ほかにも榎えの本もとさんやら田た中なかくんやら深み山やまユーキやらの仲間たち。最近はやたら忙しいですが、今度ハワイに行きましょうハワイ。外国は行ったことがないので一度行ってみたいです。冬にハワイに行くとか芸能人みたいですよね。ガンガン旅行に行きまくりたいです。後は、モンジのモデルだったけどもうその名な残ごりすらなくなってきたれいさ。人に紹介する時に『モンジのモデルなんですよ』と紹介すると嫌そうにするのがたまらないので今後もそう紹介したいと思います。ご覚悟を。



　それとアンケートで感想を下さる皆さんもほんとにありがとうございます。アンケート結果を見るとキリカや一いち之の江えに、一気に理り亜あが並んでいたのは驚きました。この妹好きたちめ、と思いつつ。いつも心温まる言葉たちに、感涙しております。これからも本当に宜よろしくお願いします。また、ブログなどで感想を書いて下さる方、Twitterなどで感想を呟つぶやいてくれている方、みんな検索して見ています！　時には厳しい意見もありますが、大変参考になりますのでこれからもドシドシ忌き憚たんない意見を頂ければ幸いです。

　他にも漫画『トリニティセブン』やブランド『EX-ONE』の作品の感想もくれる皆様。そちらの感想も大変嬉うれしいので、これからも宜しくお願いします。



　そして何よりも、やっぱりこの本を手に取って楽しんで下さる貴方に最大級のありがとうを伝えて。今後もサイトウケンジは思うがままに、楽しんで貰えるものを好き勝手に作っていこうと思いますので、もしそんな僕を見かけたら「あ！　またサイトウケンジだ！　デュフフ」とニヤニヤしてくれると嬉しいです。



　　　　　　　　２０１１年の肌寒い日。南国の海に思いを馳せながら。サイトウケンジ



    

  
    
      　著者

　サイトウケンジ（さいとう・けんじ）

　　ラブ、コメディ、バトルをこよなく愛する、９月生まれの乙女座ＡＢ型。

　　ＰＣゲーム、メインライターとしての代表作に『青空の見える丘』『あかね色に染まる坂』『祝福のカンパネラ』『Hyper→Highspeed→Genius』がある。

　　イケメンとクール娘とお茶目娘さんが大好物。

　　好きな食べ物はハンバーグ。



　イラスト

　涼香（りょうか）

　　東京在住の変態紳士を夢見るイラストレーター兼原画家。

　　代表作は『花×華』（電撃文庫）、『あかね色に染まる坂』『星空へ架かる橋』（ｆｅｎｇ）等。
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